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「建築と背楽」参加申込書

牧市- ￥会只存( 1，000同)

1:<( r1 1￥ 会口外 (1，200同)

y ;)() 干、|・;'fi  

千子計￥

!¥liA巧1' ，比例j 務先

人 ＱＡｾ 券売送先
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払込EEをもって本会発行のF買収況に代えさせ

ていただきます。
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日本建築協会会告一 一 一

今 回 も 大 阪 市 港 湾 問 の ごj立主主により、 船 で F胃泌を 一 周、 新 し い 港 湾 都

市 を め ざ し て 着 々 と ill め ら れ て い る 南 港 開 発 の 様 子 と ゆ た か な 環 境づく

り を 水 際 か ら 川 学 し 、 ま た 住 宅 公 団 の ご 協 力 に よ り 、 つ ぎ つ ぎ 建 設 中 の

南 港 ポ ー ト タ ウ ン を 併 せ て 先 学 す る こ と に い た し ま し た 。 多 数 ご 参 加 下

さし、。

‘ 大阪駅前第 2 ビルの見学会

(大阪駅前市街地改造事業第 2 棟新築工事)

11 月 9 11 (火) ・小 雨 決 行 集 合 13: 30→ 解 散 16 : 00 

大 阪 市 港 湾 向 玄 関 前 付 近 ・目 標 会 旗

{ 大阪市港区築浴 2- 8  - 24 .  T E L  06- 572- 5121)  

地下鉄、中央線「大阪港J 下市、中央突提に向 って徒歩約 5 分、左i F . IJ

40名

200円

往復はがきに限ります。はがきは l 名に 1 枚限り とし、氏名 ・勤務先名 役

続 ー述給沼，!fi 拡号・返f.SfII 宛名 ー郵便I f f 号を記入し、「大阪市港の見学 J と

明記の上、 11月4 日( 木) までに鎗築協会<M控訴へ。定日を趨過した場合は

倒せんで決定いたします。

日 時

集 合 場 所

〔参考〕

員

員

込

定

会

申

大阪市では市街地改造 Ｇ ｮ ｾ として、大阪 駅前に第 Ｑ ピ ｊ レより第 Ｔ ピル

ま で の 大 型 高 層 ビ J レの建 設 が，1i" i直l さ れ 、 第 1 ピ ル は 去 る 昭 和45年 に 完 工

し 、 つ づ い て 第 2 ピ J レが日召和51年 11月にオ ー プ ン さ れ る 予 定 で す 。

こ の 第 2 ピ J レは地下 1 、 2 階 と地 一1'. 1  、 2 階 に 1占舗 、 地 上 3 階 か ら 16

踏までは事務所などのｦｉ付金として計 ｉｾｩｪ されています 。

I見復、建築工事、設耐l I ' JI 共 完 了 し 、 テ ナ ン 卜 工 事 も オ ー フ ン を め ざ

し て 進 行中で、あり、 仕 上 り の 全 容 を 見 学 で き る 比 込で す 。 多 数 ご 参 加 を

お待ちします。

昭和 51年 度 第 2 回茶室見学会

‘ 奈良・依水園の茶室の見学

依 水 圏 は 奈 良 市 水 門 田Tに あ り 、 東 大 寺 南 大 門 の 西 、 13. 481m
2

の す ば ら

し い 庭 園 の 中 に 風 流 な 建 物 が 点 在 し 、 奈 良 市 唯一 の観 賞 庭 園 と し て 名 勝

指定を受け、現在、 * 築 美 術 館 と 称 し て 一 般 公 開 さ れ ています。

Ｑ Ｐ 片 に引続き ｼ出 ｪ 回孝 引先 生の ζ 案 内 で古都の茶室を ｾ 手し 、問中占半茶

室についてごi I T ;l nの 深 い 減 災 を お き き す る こ と に い た し ま し た 。 多 数 ご

参 加 を お 待 ち し ま す 。

なお庭内には次のぷｾがあります 。

・三秀亭 池泉に 一点I面した :t: 王H' ! t 京風の建物。主筆は 6帖で、これに 3 帖中板の茶l市が

っく 、江戸時代中 J!J] のもの

.m秀軒 4 帖半の席に f; [i 2帖の水産のついた庭園建築。独立した茶室としても飢え

るが、 1oとして次のげJ? f i j ) 曜の待合として{ 虫われる。明治末再建

・清秀! l 4 1)l，号 、1';0 ｾ 量 二 ｆ ・ ｉ ・の又 ｆ 呂 町を写したも の。 明治末年主屈を ｉ 骨策した際に作られ

たもので、常時使われている府であるから 4 帖半茶室の32 : . 汁について研究し

たい。

11 JJ 1 3 H( 土 ) 集 合 13: 30→ 解 散 16: 30 ・小 雨 決 行

奈良近鉄ピ ｊ レ 点 玄関前 ・ 同様会 ｾｴ

集合所までの交通貨は各自主主J且のこと

7恒'I { ・近鉄「難波 J !5Hより 12 :  41発奈良行快速足:'，ti"乗 '11 (所，&!約40分

巡1' t 片道290iXj) 一13 : 20奈良終点者→改札口より地上へ 近鉄条良 耳目タ

ーミナルピル( 奈良近鉄ピル) の点出入口付近 (Iiir にPft ホあり)

帝塚山 ＢｦＺ 院大学教授てＧ主 ｒｾ 土岡田孝労氏

40名

900PJ  (品|三担l I . 料、抹茶代、その他 )

往復はがきに限ります。はがきは l 名に I 枚限り とし、氏名 ・勤務先名 ・

JAM¥ll t.!1i1昨月 返(;r 川宛名・郵便番号を記入し、 f(氏水| 姐の茶室見下: 会J と，

ｬ 早 ｉ ｾ￨ の 上、 ＱＱ 月 Ｕ 口 Ｈ企Ｉまでに 建築協会本業諜へ 。 ただし定 ｵ を超過した

ときは州せんにて決定いたします。

日 時

集 合 場 所

〔参考〕

10 J'l  28 11 ( 木) 集 合 14 ・00→ 解 散 16: 00 

大 阪 市 北 区 曽 桜 崎 上 4 J i d  50 

向上 ピ ル のとなりの第 ｬ ｬｩＱＱ ピル ｾ側 アーケード ・ 目探会出 ｴ

[参考〕国鉄大阪駅前から広い通りを沖i j2∞m 右側

40 ;f， 

200P-1  

往復はがきに限ります。はがきは l 名に l 枚限りとし、氏名 ・革b務光名 ・

役股 ・ 連絡 Ｑ 日， ｬｦｩ 品 ｾｴ i-} ・返信 )11宛名 ・郵似信号を記入 L J 大阪駅前節 2 ピル

見学J とtりrJeの上、 I OR22日( 金) までに建築協会事業深へ。とどし定只を

超過 した時 lま抗fi せんにて決定します。 ( 既に予告として 9 月号に1，" 縦済)

付記 雑誌の発行が遅延続きで f付属 しのお申込みについて会日各位にご迷惑をお

かけいたしておりますが、: 恐縮ながら参加希望者は至急にお 巾込町;Ii います。

事 業 主 大阪di 自ijl 市再開 発防

設計ｾｊｩ理大阪市 自 ｉｬ ｲｬ￮ 再 開発 ｉ ｮＺｩ

株式会社 安井述築設計事務所

担f J 池奥村錠尚・松村共同企業体

大阪市北i > { 曾倣的上 4 丁目印

ｩｦｾｾ 能地域 防火地域 ; ; j ¥1O樋容積地i >{ . l:jl主地区 ・

大阪駅前市街地改造 ｊ ｊ ￯ｾ ， ＿十画 Ｑ＾＼Ｚ 域

1ixJ 邑lfii 般8，892m' 延床面倒 103.746m'  

車1尚 56. 750m J，i  ，:':j 68. 500m 

基 礎 H C造ビア一基礎

地下及地1 : 1  .  2 陪 S H C 道

地上 3 附r a S  造

装 アルミカーテンウす- ) レ

即 位 工 II({ 利49年 4 月峻仁I i ! H1l 51年 10月

日 時

集 合 場 所

員
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定

会
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施 工

所 rf 地

地域地区
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き
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工 事 概 要

外

工

‘ 着々とすすむ南港開発を見る

(ポートタウンを中心にして )
節

員

費

込

講

定

会

申

去る ｈ 召手 ＱＱ ＴＸ 年、 ｩ 答大 統も未完成 の ｉｉｴ ｴＭ に 兄 Ｇ予いたしました大阪 Ｑ 利益 の ｊｉｾ Ｑ

発 は そ の後 、 着 実にJ l l i められ 、 こ のJ也の 拠点と なる 南 港 セ ン タ ー ピ J レを

はじめスマートな“ かもめ大統" 、“ 平 林 大 統 " の 完 bJ i : で陸続き へ のうど辿

制も( J j ir わ り 、 み ど り と 似 の あ る lli づ く り も 第 l 区 住 宅 完 工 の 人 尉 に よ り

人 び と の あ た ら し い 向 然 と の ふ れ あ い が 始 ま っ て お り ま す 。

‘ 建築と音楽・・
ヤニス・クセナキス講演会+ 演奏会

と ク セ ナ キ ス 氏 は 云 ぃ 切 って お ら れ ま す 。

建 築 を 忠 1考 の 芸 術 と 云 え る か ど う か .. ... 7 セ ナ キ ス 氏 の興 味 あ る総 泌 を

期 待 し た い と ，巴います。

このお Ｎｦ 吊をより深〈きくためにクセナキス氏とコ ｊ レピュジ ェ 工房 ｈ 寺 ｉｾ

の 親 し い 友 人 で 、 建 築 家 の 吉 阪 隆 正 先 生 と 音 殺 家 の 高橋 悠 i冶 氏 を ゲ ス ト

と し て お招 き す る 予 定 で す。

皆 さ ま お 誘 い 合 せ の 上 多 数 ご 参 加 下 さ い 。

11 JJ 1 5 rl ( 月) ｉｊｾｊ 幼 Ｑ ＸＺ ＰＰ ・ ｊｉｾＱ 会 Ｑ ＸＺ 30→ 閉 会 21: 00

l剥屯ホール ( 大阪 ・北区 ・中 之 島 )

500*" 

会u 1， 0001'  1  ( 1泊先 )

.  ( 也に 一 般 liij 光 1. 200P 1、 当日 1. 500Pl あり

・詳 細 は 次 頁 を ご 覧 下 さ い 。 ー

・申込 J5i.よ 本誌にはさみ込みの桜 ｲｪｦｬｊ 紙Ｈ裏面 、申 込 ｾｮ をご利 ｈｉ の ｴ お巾込下さい。

または氏名 勤務先名 辿紛屯.llilff 号 ・入場券送付先 をJ己人の 上会貨を添

えてご送令も "f (ただし :現金書留 に限ります) 及直接'I l 業品へお起 し下さい。

・ 入場券は ｩｬｩ 築協 会 Ｉ ｦ Ｇ ｾ 憶測 にございます 。 Ｈ詳 細Ａ問合せ → ＰＶＭ 231- 9640)  

・入上品券送付吊i唱の方は送料 (50円) をご負担願います。

・ 会場の郁合で定此を組過した ａ ，ｾはお断りします 。

時

場

員

料

場

日

会

定

入

ｾｾ Ａ 昌悠治 ｬ 正

この た び 建 策 復 に して背話芸家のヤニス ・クセ ナ キ ス 氏 ( フ ラ ン ス 人 )

が 来 日 さ れ る 機 会 に 大 阪 に お，. t?i きして 、 J昨泌と音楽 の タ ベ を Hll す こ と に

い た し ま し た 。

ク セ ナ キ ス 氏 は が く し て 7干潟を' 戸ぴ、ついでアテヰ、工科大ポで」ン予を

ｾ ｉ ｬＭ Ｚ攻され、 法草 ｦ 車 ・ Ｑ レ ・ コ ｊ レピュジェのもとでＱＺに設計をＱＮｬＡ ｬｴ￭ し、作品の

ブラ y 七 J レ万| 孟| 博の「フ ィ リ ッフス 飢 」 は 敦ーす，でありま す 。 ま た 製代 昔

話li を 中 心 に 広 純l掴に函: る作曲治則J をつ づ け て お ら れ 、 モ ン トリ オ ー ル ) j

1i ;1博 の フ ラ ン ス 館 で の 光 と 行 に よ る ミ ポ リト - ) レξ とイ'711fj の た め の 汁ll. ， 

つ い で 大 阪7J 凶 tl¥lの $:k銅剣l ' i での ミヒ ピ キ ・ ハ ナ ・ マ ミ は わ が111でも川く

たl<f dli さ れ て お り ま す 。

「 音 楽 は 音 の 芸 術 で は な い 。 音 の 芸術 を

必ut ! えするもの ではなく、 !ど‘ '号 の芸術です。」

宵阪院正氏

札t築と社会/ 1976年10月号 1



ヤ二ス・クセナキス講演会十演奏会

重 聖 と 甥 ミ

ヤニス・クセナキス

阪 隆

橋 悠

仏 作 曲 家 建築 家

建 築 家 早 稲 田 大 学教 授

ピア ニ ス ト 作 曲 家

τ 士ご

Eコ 五三

古

同

ご. b.

1 1=ヨ

ブρ日夕、、ラム

と き

と こ ろ

チ ケ ッ ト

L es Edi ti ons  d' A，'chi leclur e  Z uri chより

形 と 音 と 空 間 と

も .

ｾ ・

I 部 講 演 と対 話・ II 部 テ ー プ 演奏 + ピ ア ノ 演 奏

1976年 11 月 15 日( 月 ) 午 後 6 :  30 - 8 :  3 0 開 場 6: 0 0  

関 電 ホ ー ル 記 反南 北区 中之 島 3 - 5 関電 ピル 地下 ホ ー ル

L. 06- 441 - 8971 ( イて)

前 売￥ 1，200 当日￥ 1，5 0 0 会員￥ 1，000

主 催 日 本 建築 協会

企 画 協 力 グループ“ M
2

" . 日本 ゼ ネ ラ ル ア ー ツ

共 催 大 阪楽 友 協 会 研 究 所

後 援 朝 日 新 聞 社

協 賛 サ ン ト リ ー 株 式 会 社 松 下 電 器 産業

竹 中 工務 庖 コラム・デザイン・センター

ヤニス・クセナキス 吉阪隆正

1922年生まれ ( ギリシャ→ フランス) 40年アテ 1917年東京生まれ。早稲田大学建築学科卒業後

ネ工科大学で工学を学ぶ 0 ' 48年ル ・コルピュ ジ ル ・コルピユジエのもとで 3 年間学び、クセナ

エ工房に入り設計担当 。作曲はオネゲル、ミヨ キスとも会う 。マルセイユ住居、シャ ンディガ

一、メシアンに師事。' 58年ブラッセル万博のフ ール首都計画などを担当 。 ヴェニス ・ヒ' エンナ

ィリッフス館を設計。 そのためのテ ープ音楽を ーレ展の日本館、 ヴィラ・ク ックウ、日仏会館、

作曲 。' 67 - ' 72年インディアナ大学教授。作品 アテネ ・フランセ、大学セミナーハウス等の作

には '61 楽器のためのくメタスタシス 〉、ピアノと 品で有名。国際会議での活躍もめさ' まし く、 著

金管のための〈エオンタ〉、大阪万国博のため 害・訳書も多数ある 。 フランス文化勲章、 日本

のくヒピキ・ハナ ・マ〉等、多数の作品がある 。建築学会作品質など多〈受賞 。

今 秋 11月、 日生劇場で劇団四季による彼の作品 1959年から早稲田大学建築学科教授。

ギリシャオ ペ ラ指揮のため来 日。 1969年理学部長。

前日本建築学会会長。

… パ リに 遊 び 、 昔 の コ ル ピ ュ ジ ェ の ア ト リ エ に

いた頃の友人のク セ ナ キ スを訪ねた 。彼 も ま た

良 心 に従 っ て 生 き て い る 男 で あ る 。 ギ リ シ ヤ の

生 れ だが 、 当 時 の 国 の あ り 様 を 嘆 い て 革 命 に 加

わ り 、 や む な く パ リー に亡 命 し て い る 頃 に 彼 と

知 り 合 っ た の だ っ た 。設 計 の 仕 事 を 手伝 ってい

るう ちに 、 そ こ か ら 音 楽 を 見 出 し 、 今 で は 近 代

音 楽 の 作 曲 家 と し て 名 を な し て い る 。 でもまた

建 築 に 戻 り た い と も も ら し て い た 。

( 吉阪隆正 評 論 集 よ り )

高橋悠治

ピアニス卜 、作曲家、 1938年東京生まれ。

柴田南雄、ヤニス ・クセナキスに作曲を師事。

1966- 1968年ニュ ーヨークでコンビュ ー ターに

よる作曲を研究。 1963から 72年にかけて、ヨー

ロッパ、アメリ カで演奏作曲活動を行なう 。

1973年作曲家グループ「トランソ ニック」の一

員となる 。

作品には 、ピアノ のための〈ク ロマモルフ! I >

〈メタ テーシス 〉 オーケストラのための〈エゲ

ン〉等多数があ る。著書「ことばをもって音を

たちきれ」、 訳書「音楽と建築 J( クセナキス著)

季刊誌「トランソニッ ク」その他雑誌にエッセ

イ、論評多数。

インフォメーシ ョン 日本建築協会 T E L  06・231 ・9640 大阪市東区北浜 3 - 37

チケ ッ ト発 売 所 日本建築協会、大阪楽友協会音楽研究所 ( 大阪) 阪急、心斎橋ヤマハ ( 京都) 京都書院( 神戸) サンチカ各プレイガイド
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日本建築協会法規委員会

場区減( 航空法) 、屋外広告物制限区域( 屋外広

告物法) 等の公共物の管理、維持を目的として

指定される区域がある 。

質疑などの役摘をお待ち しております。

以上が現行の土地利用の規制に関する区域や時11

限を大きく分類したものであるが、現実の建築

活動に際しでは、ここに集録した制限以外に多

くの条件が付加されているのが現実である 。 こ

こに掲げた区域は、すべて法律 により恨拠づ け

られた、すなわち「法定」の制限であるが、そ

107 

土 地 利 用 の 法 規 制 と 都 市 計 画 法 の 改 正 (その 2 )  

うでないものもかなり存在する。

c. 0保護や保全を目的とする区域の制限)

A や B に分類される区域が、指定される区域そ

のものに、何らかの意味で積極的な計画意図を

付加することによ って 、都市整備 ( 計画) の実

現を図ろうとするものであるのに対して、この

項に分類するものは、どちらかと言えば、消極

的、現状維持的( もちろん土地を自由に利用し

得るかどうかという点で) な意味を持つ区域で

ある 。

本来このような区域は、 自然物で、 防災的にも

重要で、あると考えら れた 。海岸、森林、河川等

をむやみに人工の改変を加えることを禁ずるた

めに指定されるものであった。 しかし 、都市の

発展につれて、人工的に作り出されるさまざま

な物質によって 、自 然物はもちろん、人間にと

っても有害な 状況が出現するに及んで、自然物の

保護、保全に止まら ず、より広範なものの保全

が必要とされてき た。すなわち「環境」の保護、

保全である 。

この中でとくに「公害」と広称されるものを制

限して、居住環境を保全しようとする規制の法

律は、言葉の定義そのものからして、広範で抽

象的で憎みどころがないが、主要な関係法だけ

でも、「公害対策基本法」を始めとして 17を越 え

るのである 。 これらの多くは 、高度経済成長期

の都市過大j胡を裏付けるように、ほとんど昭和

40年前後から 作ら れたものである 。

したがってこの項に分類できるものは 、自然物

等を主たる対象とするものと、公害防除を含め

た、環境の保護、保全を目的にするものまで、

幅広くまた、今後も新しいものが出現する可能

性がきわめて大きいと予想、される 。 これらを、

規制しようとする対象によ って分けると、つぎ

のようになる 。

海岸保全区域 (海岸法)、港湾隣接地域( 港湾法)、

河川区域、 河川保全区域 (河川法) 、砂防指定地

(砂防法) 、保安林 (森林法) 、地すべり防止区域

(地す べ り等防止法) 、急傾斜地紛駿危険区域 L急

傾斜地の劫i療による災害 の防止に l刻す る法律)、

災害危険区成 (建築基準法) 、宅地造成等規制区

域 (宅地造成法) 、自然公園 ( 自然公園法) 、自然

環境保全地域 ・原生環境保全地域( 自然保護法)

等の区域指定がまず分類で きる。

これら の指定と 制限 は、すべておのおのの法律

の中で運用されて いる。原則的に自然物の持つ

公 共性、防災性を保護、保全するi I l ll 限内容とな

って いる 。

この 白然物等の保護、保全と環境の保全の中間

その中に最近つとに有名な「開発指導要綱 」 が

ある。この問題については、安易に評論はで、き

ない点が多いが、現実に土地利用を規制する有

力な制限として働きつつあるのは周知の事実で

ある。大都市周辺の地方自治体のほとんどが、

に、文化財や燥用地を保護、保全するための区 条例に近いものから行政内部の取り扱い基準的

域がある 。指定文化財、埋蔵文化財包蔵地 (文 なものまで幅はあるにしても、現在は定めてい

化財保護法) 、歴史的風土特別保存地区 (古都に る( 現在検討中を 含めると府下で定めていない

おける歴史的風土の保存に関する特別措置法) 、 のは 2 、 3 市のみとなる) この要綱は、その源

伝統的建造物群保存地区( 文化財保護法) 、緑地 流を( 旧) 住宅地造成事業法の中で、開発によ っ

保全地区 ( 都市緑地保全法) 、第一種 (二種) 生 て生み出される公共施設の管理者としての市町

産緑地地区( 生産緑地法) 等であるが、指定文 村の、技術的基準を定めたことに発すると考え

化財、埋蔵文化財包蔵地以外の地区については、

地区の指定は都市計画法によって指定され、賄11

限等の運用はおのおのの法律で運用される( 現

在大阪府下での指定はない) 。この中では緑地保

全地区 (S .48) 、生産緑地地区 ( S. 49) が最も

新 しく法ffjl l化 され、ただちに都市計画法にもがl

えられたもので、l I IJ者は「緑地」を、後者は、

「農地」を 一般市街地の中でも確保するために

指定する区域である 。

公害等を排除 して住環境を保全する区域として

は、騒音規制地域( 騒音規制法) 、ばい煙発生規

制地域 (大気汚染防止法) 、工場排水規制地域( 工

場排水等の規制に関する法律) 、航空機騒音の規

制区域( 公共用飛行場周辺における航空機騒音に

よる障害の防止等に|刻する法律) 、工業用水法等

による指定地域等々がある 。 これらの地域指定

や制限内容についても、すべておのおのの法に

より 独立 して運用されるものであるが、細部 に

ついては条例に委ねられるものも多くな ってい

る。 これらの区域での制限には、有害物等の一

定の: ! ; ! ー準数値を定めて、それを越える数値を発

する土地利用カf税制されることになる (航空機

騒音の規制区域には、今の所規制はほとんどな

い)。 また 、これらの区域指定は、おのおのの法

により指定をすることにはな っているが、住環

境の保全というかなり 抽象的 目的であるところ

から、個別法独自の指定区域の設定が、 現実に

!J1j gなケースも多 くあり 、実際には、 A のグル

ープに分類した区域( 用途地域、 市街化区域等)

を採用する例も多く、また、その性質上、 今後

もそのようなケースが地加するとも考えられる 。

このことは逆に言えば、 A に分類した区域の指

定については必然的に 、この分野 (環境基準等)

でのかなり具体的な ミ足カセ仰 がついて廻るこ

とになるのである 。

余談ではあるが、線引きや用途地域 には、税1I l 11

を始めとする多くの と). f_カセ" が現実について

廻 って いるのは周知lのこ とである 。

D .  (公共物等の管理、維持等を目的とする区域)

:liH変に分類するものと しては、高圧電線 (電気

事業法) 、電波f云搬障害防止区域 (電波法) 、飛行

られているが、 現在の要綱のほとんどは、 1. 都

市計画法による 開発許可を申請するに際して、

該当する 市町村が必ず 「要綱」でチェ ックする。

2. 一定の基準の中で、市町村の公共施設への負

担という名目で開発負担金を徴集する 。3. 法定

の制限よりきびしい形態等の制限が諜せられ る。

等が共通の内容となっている 。

ここでは二つの問題点を述べておきたい。一つ

は、予想を上廻るスピードでの大都市周辺の市

街化の発展をコントロー Jレするには、 A から D

グループ等に分類した、現在の法定に よる区域

指定とその制限、誘導等だけでは、現実に大き

な限界があるという事実であり 、 「要綱」の出

現はこのような限界を補完する意味で生じた、

いわば必然的な制度 のーっとも考えら れ ること 。

二つめは、に もかかわ らず 、広域的見地や、行

政の公平な運用という面から見て、公共施設の

書芸術等を始めとす る、効果的な都市環境の整備

が保証される 制度 になり得ているかどうかと い

う疑問が、提出され始めているという 事実。

以上で都市計画法の周辺を中心とする現行の規

制の内容等についての簡単な紹介を試みたが、

つぎにこれらの法と 関連法の体系と、都市計画

法に関連する最近の法改正等についてふれてみ

たい 。 ( つづく )

( 大 阪 阿 部 都 市 酬 局 総 合 計 画 課I附 画 係 長 )  

上 原 敏 広

辿築と社会/ 1976年101 P ;- 3  



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新 燈 材 紹 介NO. 1 1)

「鐘 紡 A. R. G. と F . R. C .!l 

鐘 紡 株 式 会 社 F R C開 発 部

干 534 大 阪 市 都 島 区 友 洲 町 1- 3- 80

T  E  L  06 - 921- 1231  ( 内 2254、 2253)

最 近 、 耐 ア ル カ リ ガ ラ ス 繊 維 ( A l k a l i Re s i s t a nt  

Gl a s s  F i b e r 略 して A . R. G. ) と そ れ を 用 い た ガ

ラス結制強強1イヒセ メント ( F i b e r R e i nf or c e d  C em-

e nt を略して F . R. C . ) が 錨 紡 株 式 会 社 の 独 自 の研

究 開 発 に よ り 、 現 在 生 産 販 売 さ れ て い ま す の で 、

ここに品目ブトします。

• A . R. G ーと は

V 写真一 1 . E ガラス V 写 真一 2 鋪 紡 A 円 G.

耐 ア ル カ リ 性 に 効 果 の あ る ジ ル コ ニ ア ( Zr O，) を

高 濃 度 に 含 有 し た 組 成 の も の で 、 岡 本 土 が 側 発 し

た 耐 ア J レ カ リ ガ ラ ス 繊 維 は 、 Z r O，を 2 0 震 l i 1 % 回 A. R. G. の タ イ プ

( 12 モ ル % ) 以 上 含 有 し た も の で あ る 。 F . R . C. の 成 型 法 に 応 じ て 同 社 で は 3 種 類 の タ イ

日] 耐 ア ル カ リ 性 能 に つ い て

ガ ラ ス繊 維の セ メ ン ト 飽 和 水 溶 液 で の 溶 出;岳、

即 ち 虫 此 軽 減 率 を 下 図 に 示 す 。

酎アルカリ性ガラス蝿維の性能 - Z r 0
2
古』長( モル%)

o  I  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12  13  14 15  

「ー』ーー」ーム

3

a

・
5

6

7

8

9

1

重

量

制

少

率

(

重

量

%

}

B 宇土

セメ ノト胞.fI l水摺楠 '1' での盤底醐少一

l セメント 柑.fI l水市柑 (pH- 12. 9)

処 理 粂 It. 1 ;，且 1.1: :  80'1:: 

1姐 理 時"" :  200時 間
10  

E ガラス

11 

プ の1点 織 が あ る が 次 に そ の 概 要 を 示 す 。

... A .R . G の原織の概要

名 称、 適用成型法 特徴 。{ 士線

A . R . G 
スプレイ法 • 16ストランド、 12 5 0 T E X

スプレイサ ( 1l 250 D )  ・32ストランド T E X

ローピング
クション法 ( 225∞D ) の 2 種

A. R . G プレミ γ ク - セメントスラリー中ドでも高プ

チョ γ プト ス法
い集束性を示すハー タイ

ストランド

(ハードタイ7 ) • 25mm長、 13mm長の 2 樋

A . R. G.  抄 造 法

綿や- セかとメに代分ン替散ト可スす能ラるな性リソ質ーフ中をト持にタイすち石みプ

チョ ップト

ストランド

(ソフトタイ7 )

• 13mm長、 6 mm長の 2 相l

12 

ま た 、 温 度8 0' t : に お け る セ メ ン 卜 飽 和 水 溶 液 中 ・F . R . C と は

で 2 5時 H丹後 の E ガ ラ ス ( 普 通 ガ ラ ス ) お よ び 錨 F . R. C とは、 セ メ ン ト ・ 7 トリ ッ ク ス を ガ ラ ス

紡 の A. R. G と の 拡 大 写 其 を ( 写 兵 一 1、2) に示寸 。 繊 維 で 強 化 し た 禎 合 体 の 総 称 で あ る 。

〈新i I ! 材紹介NO. 1 2)

r タイガージ、ヤツキ工法』

回 特 長

Ｑ 高い曲 ｉ ｴＢ破 線強度をもち、か づ 破ｾＡ時 ｉ こ粘り強 い。

2 耐 f衝奇書性に優れる。

3 軽 盆 で あ る 。

Ｔ 薄くて、自由な デザインが 可能な優れた成主ｾ性 。

5. 不 燃 材 料 で あ る 。

建設大臣認定、不燃 (個) 第 1296号 ( F R  C ボード)

建設大臣認定、不燃( f 阻) 第 1300号 ( F R C 7レキシボード)

匡1 F.  R. C の 機 械 的 性 質 を 下 に 示 す 。

(  

も

F R Cのマトリァクス ボルトランドセメント

まとは ボルトランドセメント / 砂- 1 / 1

ガラス蟻維含有料 5 J 量盆%. M令 28U 

回 用 途 、 製 品 例

I 非耐力外壁材・唱。 カ ー テ ン ウ ォ - ) レ 、 ウ イ ン

ドパオ、 J レ、石料l ス レ ー ト の 代 替 品 、 被 合 断 熱

. 防 音 ノマヰ、 J レなど。

2 土 木 関 係 製 品 ・ 0 ・l坊管段、 パ イ プ な ど 。

ＳＮ 永久ｾ枠、捨て製枠 。

4 エクステリアーー ガーデンファーニチェア、ポ y クスなど。

5 貯 水 州 、 飼 料 の 理 事 i憾 な ど。

な お 現 状 は 、 同 社 で は 実 験 プ ラ ン 卜 的 な 生 産 し

か し て い な い が 、 近 々 工 場 生 産 を 始 め る と 聞 い

て い る 。 耐 ア ル カ リ ガ ラ ス 繊 維 強 化 セ メ ン ト 製

品 が 大 忠 生 産 さ れ る こ と を 期 待 し て い る 。

建 材 委 員 / 藤 川 線 (財団法人日本建築総合試験所)

廃 瀬 鋼 材 産 業 株 式 会 社

本 社 〒550 大 阪 市 西 区 西長沼 北 通3- 2- 3

T  E  L  06- 532- 6201 

建 築 工 事 に と も な う 騒 音 ・ 振 動 の ! 問 題 は 近 隣 公 迄 密 接 さ せ て 作 業 が で き る 。

容 防 止 の 観 点 よ り 、 特 に 条 例 そ の f也 で き び し く

規 制 さ れ て お り 、 都 市 昔 日 の 建 設 工 務 に つ い て は

騒 音 ・婦 問J に 対 す る 対 策 な し で は 工 事 で き な い

のカ匂見ヰ犬となっている。

そ こ で地 下 工事 な ど に 伴 う 鋼 矢 板 ・ H 形 鋼 の 施

工 方 法 の な か で 、 杭 抜 工 法 に つ い て の 無 振動・

無 騒 音 施 工 法 に つ い て 、 l災 瀬 鋼 材 産 業 株 式 会 社

の タ イ ガ ー ジ ャ ッ キ 杭 抜 機 を ご 紹 介 し 、 公 害 防

止 の一 助 と し て ご 検 討阪 い た い 。

. 工 法 の 僚 要

irI l 性ユ ニ ッ ト と 杭 抜 機 か らm成 さ れ 、 原 理 と し

ては非. I l t に簡 単 で 、 油 圧 作 動 に よ り 杭 抜 機 の シ

リ ン ダ ー が伸 張 し 、 ピ ン で 接 統 さ れ た わL を重一日工

に 抜 き 上 げ る 方 式 で あ り 、 騒 音 ・ 振動 の 発 生 は

な い 。

号l抜 カ は 最 大 約 24 0 t の 仕 様 と な っ て お り 、 長

さ は20 mlIIj 後 迄 の 杭 の 引 抜 が 可 能 で あ る 。

・ 特 性

1  騒 音 ・ 振 動

作 業 粂 件 、 地 質 状 況 に よ り 一 概 に は い え な い が

平 均 的 状 況 下 に お い て 、 験 音 レ ベ J レは 5 m の 組

問 ｉｾ で ＷＵ ､ｂ 、垂直方向 Ｑ m の 距 離 で6 9 d B 、 と い

う 結 果 を f持 て い る 。

2 .  i lb圧 ユ ニ ッ ト と 杭 抜 機 が セ パ レ ー ト さ れ て

い る た め 、 作 業 ス ペ ー ス を と ら な し 凡 そ の う え

杭 抜 機 の 底 部 は コ の 字 形 に な っ て お り 、 シ リ ン

ダ ー は レ ー ル で ス ラ イ ド さ せ る こ と が で き る 。

杭 が 陣 容 物 、 塀 な ど に 接 し て い る 場 合 、 幅 70cm

3. 杭 抜 機 を セ y ト し た の ち 傑 作 は ユ ニ y トだ

け で 行 う 。

4. 油 圧 シ リ ン ダ ー は 2 段 で あ る 。 1 段 あ た り

の ス ト ロ ー ク は 2 m 、 油 圧 ユ ニ γ トの 1 回 の レ

ノ〈ーのf操作で、 一 挙 lこ4 m 引 き抜 く こ と が で きる。

5. 2 本 の 油 圧 シ リ ン ダ ー は 油 圧 ユ ニ ッ ト の 2

本 の レ バ ー で 個 々 に 駆動 が 可 能 で あ る 。 特に、

作 業 現 場 の 足 場 が 水 平 で な い 場 合 や 杭 の 「 目 要 切 J

tJ<!f!.¥い場合には、 2 本 のifll 圧 シ リ ン ダ ー を そ れ ぞ

れ に 微 制 軍 基 が で き る 。

6. ク レ ー ン に つ い て は タ イ ガ ー ジ ャ y キ 本f本

が5 本 あ る た め2 0本 以 上 の ク レ ー ン が 必 裂 で あ る 。

7  機 械 本体 に は ま っ た く 振動 が な い の で 、 部

品 の ほ 粍 損 傷 は ほ と ん ど な し 、

建 材 委 員 / 羽 生 永 紀 大成建設( 株) 建築部工事係長)

. 油圧ユニ y ト 主 要 仕 検

エンジン いす .' D  A  120ディゼルエン ジノ

気筒数 × 径× スト ローク 6  X l∞mmX  130mm 

総行程容，... 6 . 126O  

4 サイクル水市頭上# 直書1) 干燃焼室式

78"， 1 16∞' pm 

油圧ポンプ 7SRl min 1600rpm(l S5kg /cm' )  X  2 述ギベ ポンプ

方 向 切 換 弁 手動式 4 方 向 3 位 置 切 換# 2 個

リリーフ弁セγ }壬E 力 lS5kg/cm
2

油圧作動油 6002 

長さ × 幅x 高さ 32∞醐X 12∞醐X I鈎 O皿

鼠 2450kg

按続ホース 高 圧 l B x20 mX 2 本 3/ 46 x 20m x 2本

ドレーノ 1/ 2 6 x 4 mX 2本 V2 B X 16 mX I本

・ 抗 接横主 要f士織

引抜カ 204<' " (  1段臼 ) 78t m(  2段目}

ストローク 2 mx 2段圃 4 m 

引抜速度 1  m/min(  1段目) 2: 6 m I m;n(  2段目)

(i 由庄ポンプ 15∞'"pm155kgj 四千にで)

ベース寸法

全 高

温 量

引抜適問枕

1700mmX  1200mm 

3434mm(品).1，i副さ 52副 mln)

55∞kg 

H 鋼枕、 U 形鋼矢紙、直線形鋼矢板
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昔 の 職工 学 校 「 大 工 実 習 」 に つ い て
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のと、②実技実科がある 。

モデル芙判は理論実問であり、縮尺実智と称、せ

られるもので、経質の点からは非常に安価にで

現在でさえ 一般大衆は、建築は大工 にと与える きる 。 また、小さい規模なので集団にしても管

方が多いのではないだろうか。 まして職工学校 埋か充分にとどきやすい特質がある 。が、生徒

H寺代では、建築即大工との考え方が当然だ った。 に果して、模51製作が実物建設の技能に直結し

A . 職工学校とは た、普からいわれたコツとか仕事のカンを体得

生徒各自に大工道具一式を貸与して、大工技能 e できたかは疑linだった。

をｾ礎からとは体裁よりが、実は初歩から得、秩 ｳ 実技実習は現 ｪｊｾｾ Ｇｦｩ［ｾ Ｇ碍であり、実物実習と称せら

序に諜したとみてよい。無秩序ということは、 れるもので、伝来の徒弟実宵のやり方をそのま

予算の関係で充分な木材を口入れることが羽t し ま学校式の集団教育に導入したもので、これを

いときもあ った故。 やるには、 2主将峨只も多く必要とし、現場もい

学校の方針として、生徒らしき生徒たら しめる きおい広くなる 。 また、作品が大きくなるので

にあらず、職工らしい生徒たらしめるにありで、 管理に充分手が履きにくくなる 。だが、実将の

烈しく労働し、長く労働し、も って労働の習慣 ミスは生徒自身にも良くわかるし、原因のあり

を生ぜよで経伝された 。その結果、牧師も大工 方もわかる故に、 JI 七らずとも生徒自身が自発的

実科専門の方が学科社l当の職員よりも多か った。 に反省することとなる良法であった 。

段業Hキ数も 4l): iJ 7 時限、 f也の中学校よりは一 日 一方、これをするためには実際の工事を数多く

1  11寺1m多か った。それに実腎は週三 川 m、学科 しかも、生徒に遊ばれないだけ手一杯の工事が

三 日1mとしていた 。 それでも世間の 811刻:-11労働 必要となる 。 これさえ準備できれば最良のやり

よりは l 時1i : J 短か ったわけである 。 方と位、はｻ 言 じ、 う ｾ行してきた 。

この長いj < ; j l ; ' を生徒は喜んでいたようだ った。 C . 学校の方針

労働だけで頭脳を{ 史わず、楽だ ったことにもよ 実技実問をやるためには、学校の方針はどうあ

ったのかもしれない。 るべきか。学校、否建築科が建設工事を充分に

大工工場では、毎日、朝から終 H 実科が行われ、 準備して保有しておらねば、実技実習は不可能

飽 ｬｾ ｩｉ 、鋸の昔、斧の沓など 、 なれないうちは耐 であることは JIII 述のとおりである 。 そのために

えられないが、開性となると感じなくなる 。 はまづ 、自分の学校の営繕工事は全音I1を建築科

区 大工実習とは の大工工場が貨{ 壬をも って施工することである 。

これを大別すると、①モデル実科といわれるも しかし、これだけでは仕事の切れ目ができるの

.  
》

で、外部のできるだけ公共の建物の述設工事を

"，A'l' i 村m.t¥で引き受けた。 そして、生徒を最大

限に使用して工事の完成を計ることにある。

この方法では次の利点があり、好都合だった 。

①大工以外の手伝い工事まで、生徒が参加でき

ることは何でも参加させられること。

②大工工事以外の参加で工事になれさせること

ができ、安心! 惑を会得させられる 。

そして戦五i は、これは生徒のためになるという

ので誰も不満を申すものはなか ったが、この手

聞はま った く月給以外のしかも大切な仕事にな

るところにあると私は思う 。

この体験から戦時中は生徒をつれて、 0 組の大

工 下 ｾｪＡｪ で海軍の飛行場のパラ γ クの兵笥・の建設、

陸軍の需宇i I i 給厳の燈視哨・倉庫建設の下諮、終

りには住宅営団の住宅団地の下313までや った経

験をも っている 。

生徒でもやればできるもの。現在尚、生徒を指

導して建設 した小学校などが残 っていることも

現実なのである 。

D . 現在の大工技能教育は

こ‘存主nのとおり、現在は職業訓練校の一分科と

しての大工科であり、それを管給するのは労働

省である 。 ｩｪ￭ｾ 後、六 Ｍ 三 Ｍ 三 制政立とともに、

工佼能も訓練校に移され、技能テストもそれを

見るかぎり、モデル実習で充分合絡できる仕組

にな っ ている 。 これに ｍ して［命 ｾＡｦ を ｊＩ ｉｉ えたこと

は、これまでに只の一人もありませんでした 。

それも 10年以上経過すると、それが其実かと錯

覚しでもいたしかたありません。 この辺で再考ー

する i時期到来と私は考えるがつ 校能はに昔ーか

ら、コツとカンの存在を忘れては成立しません。

それは指導者の仕込むというファイトがなけれ

ば成功しないと普から信じ込れてきたもの。現

在でも変化のあるはずはありません。現j，，' sで実

物で、実技での訓練を過して仕 込む以外にはあ

りえないと考えます。志のある方の ζ 意見を 11fI

きたい。 とくに、現在その指導にあた っておら

れる方々に 、その真実を 1m きたい。よろしく 。

〔私 た ち の グ ル ー プN o・2 ]  11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

昭 和51年度大阪建設業野球大会優勝チーム

『浅 川 組 野 球 部」

ーと和 H を大切にする我が野球部一

H前 日51年度大阪建設業野球大会が、先I臼終了し、

刊戦脊似の述絞の末、 H乍年にあi き仮械できまし

た。私たち野球部は過去、この大会、本年も含

め Ｗ 回の優勝、また第 ＲＶ 回黒 ｩ Ｇ ｾｊ 匡ｊｦ本で 、 の準ｻ夏 ｬ 惨

などの記録をも っています。

部品 11名、平均年令29歳、野球というス ポーツ

が飯より好きな )!Ji 中の集団です。 11頃は ft '!:i に

追われ、大会 liiJ 1  週間lだけ午後 311寺頃から線科

しますが、主将は大忙しです 。 各現Ｎｬｊ， Ｑ 職 ｪｊｾｾ の ￭ｊ 午

可をとり、グランドの手配を済ませてや っと線

問I l H始です。 しかし主将の努力の甲斐もなく、

ｦ 士 Ｇ ｊ Ｔｾ 光のため参加できず Ｕ Ｍ Ｖ 名という ｪ 瓜 ｪｴｦ

もたびたびです。 それでも集ま った行だけで、

一生懸命日謀れまで真黒にな って頑張ります。

もちろん試合には勝ち進んでF社名を挙げること

を目的としますが、今の状態では満足できませ

ん。やはり硬式貯球で、都市対抗、黒獅子旗を狙

うようなチームになりたい願裂があります。会

社あ っての野球日111をよく認識し勺将来に lム と

密かに念じその礎となる覚悟でいます。

白 ｾｪ 述の好成総は、社長のスポーツに対する理解

と、本 ｕｾ のｴｨＡ， ｬｊ というものが部員の心の支えと

なり、チームワ ークの良さを大いに発保した成

果だとJ ' J Yl して います。相1の精神はどのチ ーム

にも Ｑｾ けない自信があり、野球に限らず業務の

lてでもこの柄'1*'1' が 砕大切なものではないでし

ょうか。会{. I の協力も手11 を重要視しているもの

とf型併 し、大 いにこの栴'1神を業務 に乍か せたい

と思います。

かく 言 うね、たち日 ｉｈｾ にも最近大きな悩みが終 っ

ている 。 liilJA しました平均年令の問組です。折

角ここまで歩んできた野球部を存続させねばな

りません。 しかし昨分の景気の低下、低成長時

代への突入が部員補充、後継者の育成の目処が

つかないということです。私たちは会社での使

命感を深く認識し、今しばらくは忍耐のH寺Jmだ

と考えます。

卒抱強〈、頑張 って前進したいと思います 。

文j ' t 河 尻 扱

辿噴 と社会/ 1976'1・10川;;. 5  



都 市 設 計 資 料 - 1 4 -

〈歴史的土木構造物〉

今 日 に 残 る 腹 史 的 土 木桝 造 物 は 、 現 代 にお、いで

も な お そ の 本 来 的 役 害Ij を 果 し て い る も の で あ る

が、 一 方 、 そ の 本 来 の 役 割 は 終 え た が そ の 梢 造

物l 自体 が そ の 地 域 の 風土 に よ く 適 合 し 、 人 h の

生 活 に 深 〈 溶 け こ み 生 活 を 設 か に し て い る も の

神 戸 都市設 計 資 料研 究 会

1  . 運 河

か つ て 産 業 を さ さ え た 水上 交通路で、あ っ た こ れ

ら の 岸 辺 は 、 人 々が近づき，悦 し み 易 く 作 ら れ て

おり 、 そ れ ぞ れ の地 域 の 持 徴 的 な ふ る さ と 的 雰

も多し 、。 そ れ ら は 人 # に よ く 親 し ま れ 、 そ の 地 囲 気 を 限 し H' ，している 。

域 の シ ン ボ ル 的 存 在 に な っ た り 、 似 光 の 対 審L に

な っ た り 、 ま た 、 文 学 や 詩 歌 の 題 材 に 取 り あ げ

ら れ た り し て い る 。 そ う し た 今 日 に 残 る 歴 史 的

土 木m造 物 は ど こ が 良 い の か 、 何 故 良 い の か 、

以 下 考 え る 点 を 列 挙 し て み る 。

〈 自然 ｾｾｴ 哉 〉

1m![rj j 対 畿 の 符 状 況 を よ く 把 侭 し、 自 然 の 地 形 や

宇オサむをキIjffl し自1' : ' >' : のE虫 に か な っ た も の 、 自タベに

うまく Ｗ 寄付こんだものにしている 。 そうしたｾ

ｦ 左 した自 ｲＮｾ 怜 ｾ， ｚ 般 により 、 ｊ 支部＿の乏しさを布 ｉ￬ な っ

た わ け で あ る 。 我 々 人 間 は 自 然 を f正月日するので

は な く 、 自 然 の 一 部 と し て 共 存 す る も の で あ る

こ と を あ ら た め で 附 い な お ・ し た い 。

〈土也士或4主〉

風 土 地 形 あーよぴ歴 史 の 呉 っ た そ れ ぞ れ の地 域

の 桝 造 物J は 、 そ の 形態 ・材 料 な ど に お い て そ れl

ぞ れ の 特徴 を 持 つ であ、り 、 そ れ ぞ れ の昧 が あ る 。

規 格 化 さ れ た コ ン ク リ ー ト 製 の 堤 防 護 岸 ば か

り で は 、 と' の 河 川 の 表f汗 も 変 化 が な く て 昧 け な

い も の と な る だ ろ う 。

〈総 合性 〉

一 つ の 土 木m造 物 の 出 現 は 、 向 然 環 境 に 作 用 す

る の み な ら ず 、 広 〈社 会 的 に 作 用 す る が 、 設 計 、

施 工、 7ヤI.'I ! の 主体 の 組 織 的分 化 が す す ん で い な

い干lzに あ っ ては、 事 業 に 関 iili し て 生 じ る 祁 問 題

に つ い て 、 総 合 的 な 対 処 が 容 易 で あ っ た 。 1m山

の 僧 や 大 名 が そ の 全 体 を 総 合 的 に と ら え 、 コ

デ ィ ネ ー タ ー の 役 割l を 果 し た わ け で あ る 。 r 公

共 Z作業 J の 名 の も と 環 境 破 域 、 生 柄 高 度 峻 な ど そ

の 最 長 特 に つ い て 見 過 ご し が ち で あ っ た り 、 そ の

対 策 が な か な か た て ら れ な か っ た り す る 現 代 に

あ 、 い て は 教 訓 的 な こ と で あ る 。

〈ヒ ュ ー マ ン ス ケ ー ル 〉

人々の生活主主 nnに お 、 い て は ヒ ュ ー 7 ン ス ケ ー J レ

カ句寵保 さ れ 、 人 々 に 親 し ま れ る よ う 対 観 的 に も

工 夫 さ れ て い る 。 城 や 寺 社 の 敷 地 造 成 に お け る

高 低 差 の 粋 な 処 恐 は 現 代 に あ ・ い て も 学 ぶ べ き も

の が あ る 。

こ の よ う な こ と は 、 輸 送 力 の I 附 虫 、 総工 機 械 の

発 途 、 測 五HJ，¥J笠 技 術 の 発 達 、 鋼 材 ーコ ン ク リ ー ト

などの新材料の発見などによる、J t t ! i 工脱 皮 の 経

減、エJ t J Jの 短 綿 、 大 法 生 産 が な さ れ る 以 前 の こ

と で あ り 、 そ う し た 技 術 力 の 乏 し さ が 逆 に 幸 い

し て い る 面 が あ る と 忠 わ れ る 。 科 学 校 術 が 比 l院

に な ら な い ほ ど 発 途 し た 今 日 に お い て も 、 な お

歴 史 的 土 木榊 造 物 か ら 学 ぶ べ き 点 は 多 今 あ る の

ではない ｴｾ ろうか 。

ま た 、 そ う し た 歴 史 的 土 木柿 逃 物 も 制 緩 的 に 再

利 用 せ ね ば 、 良 い も の も 埋 れ て し ま う し 、 思i さ

れ て し ま う 。 か つ て 江 戸 に 上 水 を 供 給 し た 玉 川

上 水 も 、 今 は ド ブ 川 と 化 し 埋 立 て ら れ つ つ あ る o

m流 は 今 も 判 も 都 市 に う る お い を 与 え 、 生 き る

力 を 与 え て く れ る も の で あ り 、 ? J j ; 傾 の 予 算 を 貸

し 公 聞 に か lま そ い 流 水 を 設 け 、 維 持 . -r' PeI l にも

普 '}j' す る く ら い な ら 、 今 あ る 河 川 ・水 路 を ま ず

浄 化 し 、 水 辺 を 技 術 し 人 身 が縦 し め る も の に し

た い も の で あ る 。 ( 佐 野 正 明 )

〈高 瀬} 11)  

Ｑ Ｖ 日 年、 ｦ Ｈ ｾ ｊ l.J 了 以 に よ り 計 画 J t t ! i 工された 。 こ

れ に よ り 、 大 阪 ・京 都 丹 波 の 交 通 の 一 大 幹 線

が 形 成 さ れ 、 も し 一 日 高 瀬 舟 が止 ま れ ば 、 京 都

σコ才勿{耐j 1; 1: 1: こちまち friiJ -.' うずりしたとし 、わ オ1 る く ら

い 、 重 要 交 通 路 と な っ た 。 了 以 は 、 こ の 施 工 に

あ た り 村 民 の 不 利 援 が お 、 こ ら ぬ よ う 、 圧j j 也の JJl

料 を け" L- ffl ノk の 確 保 を 約 束 し 、 一 吉々正文 を 入 れ

〈倉 敷川 〉

17世 紀初 期、 うで 似 と し て 良 質 の 術 中 米 を 江戸 ・

大 阪 に 搬 出 し 、 そ の 他 物 資 の 集 散 地 と し て 栄 え

た 。 岸 辺 に 辿 ち 並 ぷ 白 壁 に 呂 互 い11占 り 瓦 の 家 、 対

の 柳 並 木 と と も に 美 し い 情 緒 的 な 長 飢 を 作 り :J 'I

し て お り 、 倉 敷 の 人 # に 憩 い と や す ら ぎ を 与 え

て き た 。 現 花 は 、 周 辺 に 大 原 美 術 館 、 民 芸 館 、

ホ テ J レ、 ア イ ピ ー ス ク ェ ア な ど が車道備 さ れ 、 観

光 と フ ァ y シ ョ ン の メ y カ と な っ て い る 。

2 . 疏 水

か つ て 郎 市 を さ さ え る 水 資 源 確 保 の 手 段 と し て

衡 の 中 に ひ か れ て き た も の で あ り 、 fJl. .( 1ミは 1: ノド

用 水 と し て の 木 来 的 役 割 ( 一次 的 役 事IJ) 1; 1: . 終え

た が 、 な お 今 卜l 部 市 の う る お 、 い の 坊 と し て 、 そ

の 来 た す 役 制 は は か り し れ な い も の が あ る 。

〈金 沢 疏 水 〉

1632年、板屋平( i 1 : 1郎により上水としてJ t t ! i 工され

その虫色E豆 長 は が'j 8  k mlこお・よぶものである 。 こ の

工 事 で 特 節 さ れ る べ き こ と は 、 石 符 に よ る 長 い

ト ン ネ J レ を 用 い サ イ フ ォ ン の 原 理 を 応 用 し 、 少

な い レ ベ ル 差 を 克 月 日 し て い る こ と で あ る 。 また、

こ の 消 流 は 兼 六 図 か ら 用 水 に よ っ て 街 の 中 に 縦

横 に 導 か れ 、 雨 水 排 水 路 の 役 害Ij を 果 た し、 特 に

降 雪 時 に お け る 雪 の 処理 に は か か せ な い も の と

な っ て お り 、 今 日 で も 「 古 都 」 の う る お い を 与

え る 、 す ぐ れ た 都 市 計 画 の ひ と つ で も あ る 。

〈琵 琶 湖疏 水 〉

1885( ! ' - ( 1りl i f i L8 後 ) から 5 (ド が 1:1 りで 怨 J立さ れ た

甘えノJくは、交 iffi .  ｾを ｦ ＱｊＺ .  ifl h既なと' のノIくの 多 向 的 利

用 が 行 わ れ 、 そ の 後 、 国 土 経 営 の 手 法 と な っ た 総

合 開 発 の 元 祖 で あ る 。 また、 2，436 m に お よ ぶ

長 等 山 ト ン ネ J レ 施 工 に お い て 、主ti並，占でのトン

ネ J レ中 心 線の 棋 王 監 は 左 右 に 約 7 c m、 上下 に 約 1

c m に す ぎ な か っ た ほ ど制 度 が お く 、 当 時 の 技 術

か ら す れ ば 驚 く べ き も の だ っ た 。

三 条i . YX上 より 一 昔11を 発 電所 に 濠 き 、 残 り を 北 に

ま わ し 南 側 寺 の 域 内 を 通 し散 歩 道 と し て 税 し ま

れ る 哲 学 の 巡 か ら 下 帆 を 続 て 綴 川 に 合 す る 。

琵琶湖疏水平面図

3 . 築 城

〈大 阪1成 、 明 石 城〉

城 跡 は 多 く の 青f I 市にあり、跡地の平氏磁 的 利 用 が

各 地 で な さ れ 、 そ の ほ と ん ど が 市 民 公 園 と し て

恕 い のI劫 と な り 移4 し ま れ て い る 。 そうしたw . 民亦

に お け る 都 腿 と も い う べ き 石 秘 と 楓 は 、 そ の 独

特の雰囲気を 限 し ｉ ｾ ｉ Ｇ， し 、 周辺の緑とあいま っ て

荷fI Fn<l" 心音11の 比 重 な オ ア シ ス と な っ て い る 。

「 忍 者 返 し J とヵ、 r -.4j= 1J 円己J と か い わ れ る 放 物

線 状 の J r & . の 石 積 は 、 れ の 重 さ と 土 圧 と が 均 衡 を

f呆ち、 m造 的 に 安 定 を 保 つ よ う 力 総 を う ま 〈 処

理 し た も の で あ る 。 ま た 、 問 に は 完 全 に 加 工 し

た 大 石 を 用 い 、 その」てに 仰 を 乗 せ 押 さ え つ け、

中 央 の 壁 面 は そ の 力 を 吸 収 す る よ う に 託 手11み に

して』成ｩＱｾ全 ｦ 本と し て強度を大きくしているもの

で あ る 。 こ う し た椛 造 は 地 袋 仰j に 対 し で 効 果 的

な 役 割 を 架 し て い る よ う で あ り 、 地 主主国日本な

ら で は の 石 棺i 技 術 で あ ろ う 。

(  "  

つ‘
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4. 河 川 堤 防

〈隅 田 川 三 国 堤〉

布 団 を積 み 重 ね る よ う に 一段 づ っ日川、 て 積 み 重

ね た土 手 は 決t1/1 しにくく 、突 端 に は 並 木 道 を 作

り 淀l坊を 補 強 し て い る 。 こ うし た 土 手 は 、 か つ

て の附 田 川 の 桜 並 木 の よ う に 各地 で 遊 び場 と し

て 人 々 に親 し ま れ た 。

( 1言玄 堤〉

f三玄 はま長 熊 川 の 洪 水 か ら 甲府主主I也を守 る ため、

今 f l に お い て も 教 訓 的 な 設 計 忠 恕 を持 ち 、 い く

つ か の 工 夫 を し て 兄 耶治 水 に 成功 した。

① 新 分 水 路 を北 に 向 け て 1mき 、 洪 水 の 一 宮1Iを

?i1: E 日岩に衝 突 さ せ 、 ノド勢 を弱 めた。

② そ の 下 流 に 6 3 0 mのす! .tJJ を 築 い た 。 こ れ は

迅Hう，'t.tJJ て芯なく 、坊U-t> !;l: iI. U l にすf ' 1f てもなく 3直主主i な

1'11交 で1( 1長 行 状 に 築 く も の で 、 iJ H< i JfEは 自 由 に 従

[iJj の 憾 に 逆 流 し し ば ら く 討作本 し て 減 ノjくに伴い r l

叫 に排 水 さ せ る も の で あ る 。

③ 淀 防 は 良 質 の粘 土 を mい よ く っ き l苅め て お

り、 ｍｾ Ａ ￮￭ｴ を 糾 えて 般 を 回 め、さらに 、従 防 ｼ てに

やI LHを 舵 り 毎 年祭 り を n ，、 l洋 水 にJ;hl llJi を附 み l百l

めさせた。ま た、￮Ｇ ｬｴ 王 ［ ＱＳｘｦ の ＺＧＱ Ｑ Ｑ 古止 を ｬ ｾｩ ｬＮ ｅ に 移 し 、

こ の :'f[ lm に は 永 久 に ねl 税 を 免 除 し 、 iJ H <1I キのノド

IWl 託' 1>を災 務づ け る な ど 、 そ の メ ン テ ナ ン ス に

も 工 犬 を ほ ど こ し た 。 そ の 後 、 i CI ; 11キ( 1( 初 j 則 ・

1也 川 家康 は lri. 玄 の違 法 に 従 っ て ほ 玄 犯 を 守 る こ

と を 命 じ て い る 。

このＨ ， Ｈ玄 ｅ 込 は ｩｬｬ Ｗ 生 ｾＺ ｈ 圭 Ｓ Ｕ Ｐ Ｑ ｦｬｬ ｜ｬ ' J!r. も i犬砂l しな

か っ た が 、Il J l i M:J. l.圭華R し い 仁 U，をlit!i し た の ち 、

lリJ if ;26 1f. の iJ H くても決 I;lJ し て し ま っ た の は ) J i I士! な

こ と で あ る 。

5 . 防 風 壁 ・ 防 風 林 ・ 防 砂 林

風 を 防 ぐ た め の 工 夫 に は 、 そ の 地 域 の 気候 ・ 風

土 ・地形、 ま た容 易 に 入 手 で き る材 料 な ど に よ

り、 そ れ ぞ れ の地 減特 徴 が み ら れ る 。

〈沖 縄 の 防 風 壁〉

同l U;;;，に お い て は 、 風 速 、 風圧 も 内 地 に比 べ て 大

き い ため、 日 山 の 石 室 の ご と く 家 の周 囲 に 石 鐙

を め ぐ ら し て い る 。 そ の 石 も 海j 下 に こ ろ が っ て

いるゴ ツゴツし たものを用い、ｪｉｩｾ 帯 子枢 ｬ 守 勿の車並と

あ い ま っ て、 - lili 独 得 の エ キ ゾ チ ッ ク な 景観 を

イ乍っ て い る 。

〈出 雲 の し型防J I I . 林〉

WJiJ 11  '1叩 f で は 冬 に - 1仁川 の 季 節 胤 が 汗 しく 、 .が の

」 ヒ と ｉ ｊ ｌｪ の 二 Ｈ Ｈ ｉｩ に し Ｉｲｾ に 市 産 止 ｴｍ の ｎ｣ を ｊ 生けた 。

盟主然 と刈 り 込 ま れ た こ の 感 激 森 は周 囲 の 広 々 と

し た 平 里子 の 田 園 風iil- と あ い ま っ て 、 当 地 I;j( の 特

徴 的 な j ，t似 を 作 っている。

出 雲 の 舵居 村

〈耳茸河湾 の 防 風 砂 林〉

「主公民l ill <  mゆ る と こ ろ ー. .... .J とE払 わ れ て し、

る よ う に 、 11 本 の 海 j官 級 に l主総 林 が 多 い 。

ｊ 兵 庫 ｬ やＧＱ Ｑ ｾ 砂 を Ｑ Ｑ Ｉ｝ ぐの に近代的技術を もってしで

も 、 こ れ ほ ど有 効 的 な役世I( を * た す も の は な い

と 忠 われる。浜J i D.や 飛 砂 を情 深く l吸収 す る ク ッ

シ ョ ン ゾ ー ン の 役 割 を !f! す と と も に 、 美 し い ( 1

砂、 ) 1""f 紛 の 海j ｾ ｾ去さを 作 り ＢｴＧＮ している。しかし 、

ｊｴｾ 近この防 ｬ 瓜 林 の ｬ￬￭ｦ ｲｭ に巨大なコンクリートの

防 ｩ ｾ ｊ ｉ ｊ［ｊ ｾ を設けているが 、 ｪ ， ｴ 似 を 域 さずに日刈 ｩ を

IWぐf也の 17i } J ; はないもので、あろうか。

沼津の千本松原

6 . 街 道

〈日 光 街 道 の 杉 並 木 、 中 山道 木 留 路 の 石畳 〉

か つ て の人 馬 交 通 の 要 路 で あ り 、 現 代 の 遊 歩 道

に通 じ る も の が あ る 。 道 標 と し て の一 里 塚 を 設

け 、 ま た、 並 木 に よ り 自 然 の キ ャ ノ ピ ー を 持っ

と こ ろ も あ る 。現 在 、部 分 的 に残 さ れ て い る と こ

ろ は再 強 制 され 、多 く の人 々 に親 し ま れ て い る 。

7 . 敷 地 造 成

〈東 大 寺 戒 壇 院 へ の 石 段〉

寺 村ーなどに お け る 傾 斜 地の 造 成 に は 、 切 り 盛 り

位 訟 の 選 択 、 高 低 差 の 処 理 な ど す ぐれ た も の が

多 し、。 現 代 に お い て は 法 面 、 擁 ぼ、石平t1な ど 回

一 的 に な り が ち だ が 、 そ の 利 用 形 態 、 デ ザ イ ン

な ど が も っ と 縦 しみ 易 い も の に 工 夫 す る必 要 が

あ る の で は な い だ ろう か 。
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本 舎 は 淡 陶 株 式 会 社 が そ の 創 業 九 十 周 年 に 際 し、

日 本 の タ イ ル 文 化 に つ い て 、 タ イ J レ業界の視点

か ら ま と め た も の で あ る 。

こ こ で は 、 明 治 以 来 の 日 本 の タ イ ル 事 業 の 変 還

を た ど り な が ら 、 今 日 ま で 、 タ イ ル が 社 会 に 果

してきた役割が紹介され、 社 史 の 域 に と ど ま ら

な い 意 欲 的 な 編 纂 と な っ て い る。

第 一 主主 国 産 タ イ ル へ の 三 つ の 流 れ

第 二主主 国 産 タ イ Jレ勃興の牽引力

第 三 主主 震 災 復 興 で 脚 光 あ ぴ た タ イ ル

第 四 i ;t 苦 難 来 て な き 戦 時 統 制 経 済

第 五 章 新 しい文 化 の 狙 い 手 と し て

第六f . 主 タイ Jレ 市 場 の 形 成 と そ の 試 練

第 七主主 国 際ノk 継 を 抜 〈 日 本 の タ イ ル に

写 兵 花 ひ ら く タ イ ル 装 飾

タ イ ル 文 化 の 昔 と 今

講 習 会 開 催

『現場打ちコンクリート工法の

問 題 点 と 行 政 指 導 の 方 向 』

従 来 、 と か く 見 逃 が さ れ て い た コ ン ク リ ー ト 工

法 上 の 問 題点 を 、 大 阪 府 下 の 実 態 制 査 の 結 果 よ

り 明 ら か に す る と と も に 、 今 後 の コ ン ク リ ー ト

品 質 管 型 の あ り 方 、 大 阪 府 の 行 政 指 導 の 方 向 な

ど を 解 説 す る 上 記講 習 会 が 開 催 さ れ ま す 。

主 催 財 団 法 人 日 本 建 築総 合 試 験 所

後 援也設省、大阪府、大阪府下特定行政庁会問、

日本挫築学会近畿支部、大阪挫設撲協会、大

阪府建築士会、日本建築協会、関西生コノク

リート協会、南大阪生コンクリート協会、大

阪コンクリート圧送協同組合、

開 催 1' 1U寺 昭 和51年 11月25 EI (木 ) 911寺30分 よ り

liiJ 悩 均 所 関 電 ホ ー ル ( 大 阪 市 北 区 中 之 仏3 - 5)

会 費 4. 0001"1  ( 但テキスト代含む)

i E J，t 500名 ( 申 込 み 先1'1)1凶)

'l' 込 H-r l.tl 法 人 " 本 建 築 総 合 試 験 ，;Ji'

l吹田 rli 泌 ( 1台 5- 125、T Eし:872- 0391  

制 11 、J稗柑l' ロコン クリ ー ト強度以験に !測する 2 . 3 の

Ui 胞 ( J;( 大.森且IlJj J教 綬) 口生コン クリー トに ついて ( 関

西生 コン 協: 関11賢」氏) 口生コノクリートのl王送 と打込

みについて( 竹中工務庖' 坂8H1t 二氏) 口工耶監卵、検主

について ( 8 述設計 '出ー秋利l草氏) 口コンクリートの品質

管型のあり方(大林組。大場若夫氏、 三i，li 康夫氏 口 大阪

府ド における行政指場の方向i) (大阪府大儒ill 築指滞深必 1

新 断 熱 基 準 (住 宅 用 ) 発 表

こ の ほ ど (財 ) 日 本 建 築 セ ン タ ー ( 科 田 治 埋 事 長 )

より 一 般 住 宅 用 の 新 しい 断 熱 基 準 が 発 表 さ れ た 。

こ れ は 「 枠 組 壁 工 法 に よ る 住 宅 の 段 等 の 断 熱 性

能に関する報 告ｾ Ａｾ ｊ で 、枠組ｾ 工法にお ける結

露 防 止 対 策 と推 奨 断 熱 基 準 を 従 業 す る こ と が 今

回 の 研 究 の 重 要 な ポ イ ン トで あ る が、結i l W防止

対 策 や 断 熱 基 準 の 設 定 は 、 単 に問 工 法 だ け で な

く プ レ ハ プ 工 法 を 含 む 在 来 工 法 に も 共 通 の 研 究

謀 題 と な っ て お り、 今 回 の 成 巣 は 注 目 さ れ る 。

同研究報告 Ｑ Ａｾ は調査編 ・ 実験編 ・ 提案編の 三 部

構 成 。 第 l 昔日 断 熱 性 向 上 の た め の 手 法 に 関 す

る 調 査 。w; 2 昔日・枠組壁工 法 に よ る 住 宅 の 箆 等

の断熱性能、気密、 換 気 性 能 、 お よ び 結 露 に 関

する実験 。 ｾ［ ＳＱｾｉｓ＠ Ｚ推 奨断熱 ｾｍ 悼の提案 。

こ の う ち 、 第 3 部 の 推 奨 断 熱 基 準 の 提 案 は戸 建

住 宅 と 集 合 住 宅 を 対 み として 、 日 本 地 図 に よ る

断 熱 の 地 域 区 分 と こ れ に 見 合 った椛 造 別 ・地 減

ｾＧｉ 断熱基準値が表の形で 示さ れている 。 この最

低 基 準 値 を 断 熱 材 の 厚 さ に換 算 して 、 北 海 道 の

大 部 分 で は 100m/ m厚 、 北 海 道 南 部 と 東 北 北 部 で

は 75m/ mと か な り 厚 仁 木州 の 大 部 分 で は50m/ m

厚 が 健 策 さ れている 。この j早さを1 - l ' Z e に辿物を断

熱 構造 化 す れ ば 省 エ ネ ル ギ ー だ け で な く 、 表 面

結 露 の 防 止 や 快 適 性 向 上 に 効 来 が あ り 、 と り わ

け 住 宅 で の 結 筏 は そ の 防 止 対 策 の 観 点 よ り 断 熱

化 を 図 る べ き だ と し て い る 。

一方 、第 一部の［ｬｉ ｾＱ 査縦 では、 ｾ ￬Ｇ￭ 賀、 Ｑｩ￭ 厄 工［ｕ， ｜ｉ 査 と

と も に 各 国 の 断 熱 基 能 、 断 熱 関 係 文 献 に つ い て

調 tE が 行 わ れ て おり 、イiil l J 危機以後の政事li . 最

多 t-，' i報 と し て 注 日 に I1在いする資料とな っ て い る 。

ａｾ ￥Ｇ￠ｾｦＺ￠ＱＺ￠ＱＺ￠ βｾｾ Ｚ ｦＺ､ＱＺＧ￠企盆ｦＺ￠Ｎｴ￠ｩＺ￠ ａ ♀♀ 樹の話シリース ペ ＲＶｾｾ

メ タ セ コ イ ア
す ぎ 科

Metaseguoia  g lypt os tr oboi des Hu  et  C heng  

メ タ セ コ イ ア は 、 古 くて 新 しい他 物 で あ る 。 そ 中 国 で は 世 界 爺 の 名 を あ て て い る 。 高 槻 市 の 総

れ は 昭 和 16年 に 大 阪 市 大 教 授 三 木 博 士 によ って、 持 寺 団 地 の 械 nHの メ タ セ コ イ アは 、 十 数 年で 5

西 宮 市 周 辺 の2F，三紀 の 粘 土 層 か ら 化 石 純 物 と し 階 建 の 住 徽 よ り 高 く な っ て 、 友 に は 涼 し い 紛 訟

で 発 見 さ れ 、 す で に 化 石 組 物 と し て 知 ら れ て い を つ く り 子 供 た ち の 遊 び 湯 に な っ ている 。 務 楽

たセコイ グ メ ス ギ と は梨 な る こ と か ら 、 メ タ セ の 針 楽 附 で あ る の で 凹 撃 の 変 化 が あ り 、 特 に 春

コ イ ア と し て i止 に 報 告 さ れ た の が 始 ま り で あ る 。 の 芽， ｾｂ しゃ淡い 禁色の新緑 Ｎ Ｊ工楽が美しく、必

そ して絶 滅 し た と 忠 わ れ て い た その 他 物 が 、 中 議 後 も 針 葉 樹 特 有 の 円if g形 の樹 形 を して 壮 大 な

国 の l川川省 の奥 地で 百 万 年間 も 生，Q、しつづけ、 景 観 を つ く り だ し て い る 。

現 存 し て い る こ と がHPa利20年に確認され、 「生 類 似 し た 樹 と し て は 、 メ タ セ コイアより '件 く発

きた化石舶一物」として 一 蹴 有 名 に な った 。 そ し 兄 さ れ た セ コ イ ア メ ス ギ や セ コ イ ア オ ス ギ が あ

て 、 ア メ リ カ を 経 由 し て 昭 和24年 に 日 本 に 持 ち り、 IU界 最 大 の 樹 と い わ れ ア メ リ カ 凶 部 地 方 で

込まれ、 全 国各地に生育観察のために: f u ' i え ら れ 現 存 している 。 かつてゆIの 恨 元 の Ii H1  ｉｬｾｾ をＱＧ Ｑ Ａｦ ｾｊ＠

た 。 以 後 姉 木 に よ り 繁 勉 さ れ て 各 地 で 多 く 他 殺 '11が 通 過 で き る 巨 大 な 樹 木 で イ1名 で あ っ た。 ヨ

さ れ 、 生 長 の 小 い 巨 大 木 と し て な じ ま れ て い る セ ミテ 公 園 の 巨 木 (現 夜 は 切 り 株 だ け が 絞 って

が 、 孜 々 が 日 に か か っ て か ら わ ず かニ イー数 年で、 いるら しい) は七コイ ア オ ス ギ で あ る 。 これら

極 め て 新 し い 倒 木 と い え る 。 し か し 、 実 はπ万 は 常 総 針 長 樹 で 、 メ タ セ コ イ ア とは 区 別 がつく。

年 という 地 質学 的 な 歴 史 を も っ 古 い 古 い 柿 物 な 併設: 宮 I.a 樹 で メ タ セ コ イ ア と よ く似 た 樹 に ラク

の で あ る 。

三 木博士ゆかり の 西 ［富市の 中学校 で 、 ｦｳｬｴ ｾ ｊｪ Ｒ Ｐ m、

幹 回 り 1. 5 mの メ タ セ コ イ ア が、二 十 数 年 で や

っ と一 人 前 の 成 木 と な り 、 日 本 で は じ め て 雌 維

の 花 を つ け 、 化 石M物 の 生 命 が 完 全 に よ み が え

ウ ショ ウ が あ る が 、 メ タ セ コ イ ア 属 ではなく

T a x odi u Jl1 属 で 別 の も の で あ る 。 メタセ コ イア

に 比 べて 楽 が 柔 か く、 繊 細 な感 じがする 。 iJuLt 也

を 好 み れ地 や 点 中 てるも生育 し、 気 恨 を だ す 持 徴

カずある 。

っ た と い う ホ ッ トな ニ ュ ー ス が11' 1 ' 年新聞紙上で メ タ セ コ イ ア は 土 地 に 対 す る 適 応 性ーが あ り 、 紙

報 じら れた 。 こ れ ま で の 柿 木 苗 に 比 べ て 実 生 は はが ｾ￭ｾ 保 できるので公共造図樹木として、 一 府

生 長 が171 いので、 関 係 者 を 喜 ばせている 。 普 及 さ れ る で あ ろ う 。 しかし生長が早いため、

こ の 樹 の 特 徴 は 何 と い っても生長の早いことと、 移; fu' i j 直正 m令 を 過 ぎ る と 移 楠 図 維 となり、料化

巨 大 木 に な る こ と で あ る 。 四 川 省 で 発 見 さ れ た 樹 林 としては需 給 のバ ラ ン ス を と り に く い 凶i も

メタセコイアは、樹日 ＢｾＳＵ ｭ 、直径 ＲＮＳ mもあり、 あ る の で 、 計 画 的 な 生 産 が 望 ま れ る 。 ( 鈴鹿 紀)
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口 写真と 慨要を どしどしお送り ください。

凡1911 : a  所在地 b. 敷地而般 c.  lli 築IflI駁 d  延[ 面積 e.  m遺品t傑 f  工1m

E  . .  圏

1225 舞 鶴 市 中 央 公 民 館 I 1226 福 知 山 総 合 福 祉 会 館 I 1227 平
野

A .  

M 館

設 計 . 舞鶴市建築課・東畑建築事務所

施工 前 回 建 設 工 業

a 舞 鶴 市 余 部 下 1167

b. 2，806.  9m'  

c.  1. 117. 7m'  

1. 607.  7 m'  

R C、一部S 、 2 F 、 P 1  

H百平[150年 7 月~ 昭和 51年 3 月

設計. 日 新 プ ラ レ

施 工 . 松 村 組

a 相 知 山 市 内 記

b. 1792m'  

633m'  

1875m'  

e.  R C、3 F 、P 1  

f  昭和 50年 9 月~ 昭和 51fjo 4 月

設計 . 中 島 建 築 事 務 所

施工 湊 建 設 工 業

a 神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4- 1

b.  338. 55m'  

c. 246. 91m'  

d.  691. 44m'  

R C、3 F

昭和 50年 l 月~ 昭和 51年 6 月

1228 兵 庫 県 立 淡 路 高 等 看 護 学 校 I 1229 近 畿 大 学 附 属 高 等 看 護 学 校 I 1230 明 石 本 町 ビ ル

設 計 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

施 工 淡 路 土 建

a 兵 庫 県 三 原 泌 総 阿 広 田

b. 1O， 477m'  

c. 1. 171m'  

d. 1. 914m'  

e. R  C 、 2 F  

f. 昭和 50年 6 月~ 昭和 51年 5 月

1231 エ パ ー ・ グ リ ー ン 住 吉

設 計 熊 谷 組

施 工 熊 谷 組

a 大阪市住之江区粉浜西 ト ト l

b.  5， 684 .  85m'  

c.  2，271 ∞m'  

d. 16 ，968. 66m'  

e. S  R  C 、 12 F

f. 11百平[150

'

1' 1 月 - 11自荊15[ f lo6 月

設計 : 富 家 建 築 事 務 所

施工 ・松 村 組

a. 大阪府南河内郡狭山町西山

b. 151. 487m'  

c. 570m'  

d. 2，187m'  

e. R  C 、 4 F 、 P 1  

f  昭和50年 10 月~ 昭和 51年 3 月

1232 ク リ ー ン ハ ウ ス 豊 中 I 1233 

設計 ' アーバンライフ建築事務所

施工 ・大 成 建 設

a. ｾ中市 向ケ丘 ＱＭＸＷＷ 他

b. 5，786. 65m'  

c. 1，554 ，40m'  

d.  11 ，459. 09m'  

e. S  R  C 、15 F 、P 2

f  昭和50年 3 月~ 昭和 51年 5

設計 : 兵 庫 県 住 宅 供 給 公 社

施 工 ー問 組

a 兵 庫 県 明 石 市 大 明 石田T

b. 2，082.  7 m'  

c. 1. 737.  5m'  

d. 8，689.  9m'  

e. S  R  C 、 B 1 、10F 、 P 1  

f  昭和 49年 8 月~ 昭和 51年 2 月

日本住宅公団八回北町 B 地区高層

設計 日 本 住 宅 公 団 関 西 支社

施工 . 日 産 建 設 大 阪 支 庖

a 大 阪 J(.f J!I! rI 'i  1，'i. 1号s 1800吊: 外

b. 18，000m'  

c. 1. 419. 74n子( 2 棟)

17. 872. 26m'  ( 2 棟)

S R C 、11 17 、l' 2 印 刷

IIf{ 利 '19 ｾｉ ・ Ｗ JJ - II (l 利 51ｾ ｲ Ｎ＠ 6  J  J  

挫 提 とH 企/ 1976年 10JI サ 9  
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完全屋根断熱

防水工事に

ノt ーライトの

特性を 1 0 0 %

発 揮

匝亙彊孟亙霞， Ｇ｛［ｭｾ

軽量断熱・露出防水フクレ防止・防水層のキレツ防止

T O K Oパーマ口 y ク は 特 殊 挽 水 性 パー ライト を繊 維 聞 に 効

果 的 に 配 合 し 、パーライ トの 長 所 の み を 有 効 的 に 発 揮 す るこ

とに成功した 、全 く 新 し い 多 目 的 パ ー ラ イ ト繊維板 です 。

【丁O K O式 断 熱 防 水 工 事 仕 棟 例】

T O K O式 ア ス フ ア ル ト 防 水

J  Mベ ン チ レ- y ョンフェル ト

. . . . 哩・米国ジョンス ・マンヴヰル社技術提携

晶邑以東興アスフアルト工業株式会社

大 阪 営 業 所 事 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 1 - 2  0  ( 産双 ビJ レ)

'zl'  0 6  ( 5 4  1 )  7  5  8  3  - 4  

本 社 ・工 場 壱 2 10 神 奈 川 県 川 崎 市 蔵 崎 3 の 6 5  

合 0 4 4 ( 2 8 )  4  5  3  4  ( 代)

本 社営 業部 事 105 東 京 都 港 区 新 橋 5 丁 目 8 番 9 号( 東興ピル)

官 03 ( 432)  2  1  5  1  (代 ) 直 通 ( 436) 4  5  3  1  - 2  

各 地 営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 富 山 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

- 営業種目 ・ J  M式完全防水工事・ T OK O完全防水工事・ T O K Oルーフ

インサレーヤー ・ T O K O耐酸工事 ( 設計施工>+ T O K Oベンチレーシ ョン ・

ルーフイング工法. コーキング工事. 床ヲイル貼工事・他内装工事一般

t ・

3ル



ン

いわゆる M a r k 日の計i ] I j j 上の位也 で 、普く rii Jの 新 都市 に な る が 、 リ ヴ 7 プール郊外 に 形 づ く ら れ つ つ あ る 新 都市

ランコーンは、環境デザインや住居群 の デ ザ イ ン な ど で ぷ 1mにされる 。 ひとつの事例として、新制l市 交 通 機関 の 1m

1&導 入 、 以 前 の一体 さ へ の批判 や 新 居 住 際 準 の 達 成 か ら 小 規 模 な ま と ま り l惑を強調した中低層の住居1洋単位のデザ

インな ど がある 。 ｾｲｲ ｬＱｬ ｓ ， 行交通機関は逆方向に ｩ 進行される Ｒ Ａｪ ｉ 線が、小規般住居 Ｑ 洋を数￟ｉｩつなぎにして、 ｾｲｲ 伺 ｓ Ｂ ，全体

を 8 の 字 ル ー ト で 巡 行 さ れ る こ と に な っている 。 その結袋、利用者にと って狐度は二倍になり、 {主戸からの駅への

歩行 ｾｉｩ ｉ 維の起きと利ｼま っ て自 ｾｓ "jセ ンターへ の 到 達H剖: nは、平助的にy. - }ぜになる 。 ところが計画では 、 1' 1家 J-flIl1 

保 有 率 は 2 f-，'  / 1  11I :，:;r. で行われ、 I : : V也1'( 1)、l を 除 い た 住 居 地 区内 の街路は、章iJi 伺S"，交通 Jレートとの 11日で完全に立体交

災にされて 60km/  1" とされている 。一万 で 、 小 刻t災住居1伴内 は歩 111i 民子干のレイアウト ・デザインである 。 こ こ で 新

郎市交通機関と街路計凶と住居1洋デザインの相互 1mにf盟問に合わないものを l必じられるかもしれなし、 。 こ れ は 、 新

古[S 市交通機関の技術が点に定Zf し て い な い 現 在 、 そ の 夫 氏 を ま ず 老 人 . Ht  陥 ｩｬｾ 省も容易に乗降できる低床式ノ ｦ

スによりコンヒ・ュ ータ- ( 三月で' 60km/  h，' を達成し、 l順次新技術へ移行されるとしている 。 そこで 2 台 / 1  1世保のう

ち l 台 分 は 、 現 在 、 住 戸 ま わ り の 緑 の シ ッテ イ ン グ ス ペ ー ス に さ れ て い る 。 このようにして 、 自 動 車 化 の 現 実 と 競

争 し な が ら 、 い つ の と き も 快 適 な 郎 市 生 活 を 渦 す 。 いわゆる、実験と 1-1様 i主成と現実を兄 事 に プ ロ セ ス デ ザ イ ン で

( T )  

統 一化しているのである 。

環 境 と生 活 の 形 成 一一一実行 可 能 な プ ロ セ ス デ ザ イ

町 並 と 地 方 色

ｉ Ｂ ｔ 並に地方色が無くな っ た、 Ｊｾ ［ ｲ 色にかぶれている、地方らしい個性が無いｾ々、 ｉｉｊｈｩ れ始めてから脱に久しい 。

ｦｬｬ ｦ も東京色というようなものがあるとも考えられないが、地方色の無いこと ＱＡＯ｝ ち 東 京 ＨｉＧｾ という図式が、知 ｬ らぬうち

にでき 上 っているようである 。

設計者の自我や個性の主張が施主の商業ｴ］Ｎ ｾ 量的意識と結びついたせいもあろうが、良〈言えば百花紛乱、Ｚ必く言

えば舌L併をな現状は、むしろ、 11 本 の 経 済 と 文 化 の 実 態 を 正 直 に 反 映 し て い る も の と 観 る べ き で あ って、 r*J;r 的」

という虚像や設計者の不見識のせいにしても始まらない| 問題であろう 。

その証拠に、 一体 地 方 色 の 再 創 造 は 可 能 か 、 そ の 手 掛 り I;l: fllf 処にあるかと 11:/ え l i 答 え に 窮 す る の が 普 通 で あ ろ う

し、建材や施工技術も全間的に すF 均化していることを巧えれば尚1 ! ーであろう 。

地方色監かな ｾ ｉ ｔ 並がもし今後生れるとすれば、それは芯 Ｑ 鍛 Ｈｉ Ｂｊ にデ ッ チ ｕｦ るものではなく、その ｉ 也 Ｉｊ の人命がそ

の土地柄を愛し、その環境から ｦ ｬｬｦ ものかを鋭敏に ｉ ￳Ｄじとる生活態 ｬ 長ーから、ＱＧ Ｑ 然ににじみ ｮ ｾ てくるものであるように

忠われる 。 ( K )

あ る 訴 訟 ( 完 )

liir 号のやりとりから、 J1
1

e...，片 は中カ沼E築 専 門 家 で 、 乙 は ( 関 係 お で は あ ったとしても ) 専門技術省ではなかろう、

と恕われたのではないだろうかっ ところが、 iぷは乙が、火災に逢 った 千 11デハート ピJレの所有者から( 氏以を受け

て、被害の程度と椛泣耐プJ の 診 断 を 調 貸 し た 、 建 設 '(i rlJ 央 研 究 所 の 技 官 で あ り 、 庇 と し た 建 築 専 門 家 で あ る 。 そし

て 、 彼 が 当 時 研 究 室 長 と し て 纏 め た 調 査 研 究 報 告 討 が 、 ピ J レ所有名の主帰する「弘I ! ! I : 勿の経済的滅失論」の虫裂な論

拠 の ー っ と な って 、 テ ナ ン 卜 の 「 貸 借 権 の 消 滅 」 が 立 論 さ れ て い る 。 これに対して、甲は、 「貨{ 苦情の存続」を立

高 ｅ する為、証人尋問を通じて、調査研究報告 ｉ ｉ ｾ の誤謬を ｬ 切らかにしようとしている、テナント代迎人の弁泌士であ

って、建 築 に つ い て は 、 全 く の 紫 人 で あ る 。 し か し な が ら 、 尋 問 と 作 弁 の 記 録 を 見 る 限 り 、 残 念 な が ら 、 こ れ は 1111

らかに専門家 の(J!l 1に豆 大な i品以があると言わざるを得なし、 。建設省，+，央 研究所と言えば、わが国の弘I! 築点 川行 政 が

その俄戚 に か け て 開放している、いわば官立の、 l唯一 の研究機関であ って、研究m主は、総て一段と 1証禿な学 名 で

あるとされている人速である 。 それが( l I f欣、 一介 の 法 作 家 の 指 摘 に 対 し 「 や は り 主 大 な 繰 り だ と 思 い ま す 」 と 認 め

ざるを得なし 、結果とな ったのであろうかつ

1

11

' 頭にも述べた如く、行政的立土irj から! o ' . れば、被害に逢 っ たピ J レは、この際思い切 って早急、に解体撤よーし新築し

たガが、 Ｑ 郎市環境 ｊ ーからは、良好なす ｊｽ である 。 又、施工企業の立場からすれば、 ｾ￭ｬ￬ｦｬ 基工事より新築工 Ｇ ｦｩ の方が経済

的平 ｉｉ ＱＮ ￭ が多大であろう 。 或は、設計 可 ｉ 務所の ｩｌ ｊｪｾ ｽ から言えば、新らしい市街地法築物の設討は魅力溢れる仕 ｔ ｉ ｾ に迷

いない。 しかし、だからとい って 、 行 政 や 施 工 企 業 や 設 計 事務所に所属する建築専門家迷が、等しくその体; f il) の 窓

I旬を付度する余り、科' 予 (1'，客観性を欠いたと、もし仮定するならば、たとえ「良好なる郎市環境の創，'HJ という技

術 論 的 正 当 性 が あ った と し て も 、 既 に そ の 姿 勢 に お い て 基 本 的 な 過 ち を お か し て し ま って い る の で は な か ろ う か つ

それにしても、医 事訴訟と誕んで難解とされる主I ! 築; m: ，l.公に取り組み、{ 也傾城の. ! ! i - 門技術事項に、かく迄村i通 し た

Y去作家迷の姿は 、月，) のなl味で-11，; 主に r . o J i - 門家の職務に対する姿勢」を厳しく訴えているのではなかろうか。本 訴 訟

の 成 り 行 き に 注 目 し た い も の で あ る 。 ( 1 )  

知 識 と 経 験

身近な例としてｾｾを考一えよう 。 過よーにおいて得た多くの波宮の経験をもとにして、この分野の学 ｈｉｊ 的研究も長

足の発展をとげているが、われわれは未だに渓君子にあ「する免: J llff をもち得るに至 っていない 。

このようなことは 、 「もの」のI ' 日平に( l I f か似 il !，!(I'" ｾ欠泌があるからではなかろうか 。 本来、本質的に「もの」を

思解し得るのは経験的征1 I J I . によるのであ って、 f!H知l によるのではなし、 。 また、経験をもととしたとはいいながら、

知識のみの虚柿の上に観念的に「もの」を汚えようとする符慣が底流し、主 ｮｬｾ 般のｾかさによ っ てあたかも経験を経

たような ｾｦｔ 党にとらわれているのではなかろうか 。 兄ずして知る占は ＨＱ r!，; の鴛災を旦H角平し待ないという教えのある

よ う に 、 現 象 を 積 極 的 に 体 認 し 、 そ れ に よ る 直 観 的 判 断 力 の 泌 獲 が 必 要 で あ る 。

このことを耐渓設計について言えば ξ 霊長符を兄よ と の 一 言につきるが、ｼ則京大地震の経験の有維が面 ｉｚｚ 設 ｾ ｉ の基

本 (1'，考え方に大きな泌差を生じていることも兄のがせなし、 。 高度な f'lt 論によ って の み 、 絶 対 に 域 れ な い iill 物 を 良 識

の も と に 設 計 で き る と 汚 え る 設 ;n-dがあ ったとすると、 1' 1 然{ こ対する t盟附' がいかに乏しいかを向ら 2忍めていること

になろう 。 も っ と も 、 耐 渓 設 計 四 論 の 発i宝とその応用によ って、より安全な .i 生計が可能になろうが 、 .i 生，1 t { j が理論

という ｾ￭ｬ￬ 助的手段を通し 、 ｾｾｅ］ を直観する態度を失えば、設計おとしてその干ＷＭｦ ｅ 腹自がとわれることになろう 。

古い諺に円〈 ξ 百/1f J はー 兄にしかずごと 。 ( H )

11 也築 と社会/ 19761j' -101I :;

ー

建

築

の

眼

， 

多 胡 進

大 阪 市 立 大 学 工 学 部 ・ t曲 師

建 築 計 画 及 建 築 史 教 室

金 井 清 三 郎

日 本 住 宅 公 団 関 西 支 社 建 築 部 長

指 宿 真 智 雄

建 築 テ ザ イ ン 一 級 建 築 士 事 務 所 所 長

久 徳 敏 治

E 竹 中 工 務 庖 設 計 部 部 長 補 佐

11*7  JI けカら 121I  r; .まで上記 4 氏が担当



和気藷々

お 客 様 を も て な す 応 接 室一一一 い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自 然 と 心 や す ら ぐ・・・・・ ・トー タ

ル イ ン テ リ ア 「 松 山 」 は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。
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赤尾信- Jl II ( 日本住宅公団) ・藤田孝吉( 鹿島建設) ・古荘昭憲( 大林組) ・石塚克彦( 積水ハウス) ・上森

( 鹿島建設) ・十倉毅 ( 日本建築総合試験所)
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本誌 9 月号「日本住宅公団関西支社特集」関連広告頁 (3IJ : Oの輸送機工業株式会社の本社住所に下記の ごとく誤りがありま

した。訂正しておわびいたします。

輸送機工業株式会社

本社住所 (正) 愛知県半国市上浜町102番地

( 朕) 愛知県熱田市

1 3  

月

松 井 町{ 光

u( ! 軒1 51 年 10 JI 20 日
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結露とすまい

堀 江 悟 郎

すまいの結露被害がやかましく言われるようにな ったのは、政府の住宅政策によ ってコンクリート

アパー トが各地に建てられるようになってからである 。では、それまで結露被害がなか ったかという

と、必ずしもそうとは言えない 。誰でも知っているように、わが国は世界の気候帯の中ではモンスー

ン域に属し、年間降水量が多く、気温の年較差 ・日較差も大きい方で、したがって年閣を通じて湿度

が高い 。すまいも生活習慣もこの高湿の風土のうちに長い間に定着したもので、いわゆる「すまいは

夏を旨とすべき」ようにとくに高温高湿を考慮して造られてきた 。簡単に建具を外したりタタミを上

げたりできることは、室用途の融通性などもっぱら使われ方から論議されているが、本当の効用はむ

しろ湿気の被害を避けるための風通しゃ手入れの容易さにあるのである 。

戦後極端な住宅不足から、過小過密住宅の建設もやむを得ないとされ、耐火構造の小住宅が普及し

はじめたときから、材料 ・構法 ・生活習慣等の変化から、高湿や結露の被害 が顕在化しはじめたので

あって、これはどちらかと言えば敵米型の結露であると 言 いうる 。 しかし内容的にはいろいろ独自の

事情も見られ、それによ って対策等も‘一概にこれと決定できないところに悩みが多いのである 。

。

猷米型の結露と上に述べたが、とくに北部 ・東部のヨーロ ッパおよび米国の東北部とカナダなどで

は住居の結露問題が多く、その研究も盛んであるけれども、なかなかこれという決定的な対策もない

ようである 。 しかし結露対策についてどの本を見ても、その原因は暖房と換気との不適当な組み合わ

せにあり、責任の半分は設計者、半分は居住者にあると論じられている 。ただし居住者は専門家では

ないから知識がなくても当然であるし、直接結露の被害 をうけるのであるからその責任を問うのは酷

であるとし、それにくらべて設計者は結露についての勉強が足りず、被害 が出でもなかなか設計上の

非をみとめようとしない者が多いことを指摘しているのは、わが国の現状とも照合して大変興味があ

る。

上記の国々では冬季非常に寒いところもあるが、大都会ではモスコウなどソピ‘ エト内をのぞけば札

幌などと大差はなく、 ドイツや東区kでも仙台 ・山形ていどのところがせいぜいであるが、高緯度のた

め冬が長く暖房度日数が大きいのが特徴である 。 したがってわが国の寒い地方にくらべて最低気温は

むしろ高くても暖房は必須でトあり、暖房期間も 8 ｾ ｬ ｏ カ月と長い 。 そのため室内と戸外との温度差が

Ｒ Ｐ ｾＳ Ｐ Ｐｃ に達する期聞が長いことと、本来窓・扉などの構造上の理由から換気回数の少ないこととに

よって、レンガ造やコンクリート造のみならず木造においても常に住居の結露が問題にな ってきたの



， ， 

で、あ った。

。

わが国では事情がはなはだしく異な っており、冬季は寒さのわりには期間が短く、北海道を除いて

l暖房はほとんど普及していなか った。 その上、換気と通風には十分恵まれたすまいで 、す だれや格子

の使用、虫干しの習慣など高温にはごく素直に対処する態勢ができていて、これまでの木造の和風住

居では結露の心配などはなか ったのである 。

しかし 、庭のない都市の小住宅で、は外からの見通しを避けるため、縁側 ・障子型の開口をもつこと

ができずに窓型に変化せざるを得ないこと、耐火と 外観変化の要求から大壁造が多くな ったこと、鉄

筋コンクリートアパートが普及しはじめたこと、外観のみならず内部的にも洋風生活株式の占める割

合が多くな ったこと、等の理由から住宅機式がこれまでの柱 ・関口型から壁 ・窓型に変化してきたた

め、通風と 換気とが著しくさまたげられるようになった 。最近はア ル ミサッシュの採用がこれに輪を

かけて周壁や開口の気密性を増したので、今や換気回数 l 回以下というのがごく普通になり、もはや

各部屋ごとに適当な換気設備を持たないでは衛生上の問題を起こしかねない状態になりつつある 。 こ

れが結露理由の第 l であるが、第 2 には水蒸気拡散の様相が変化したことをあげることができる 。す

なわち小住宅の間取りとして 、給排水の発達とともに 、便所 ・風呂 ・台所など水を用いる場所、した

がって水蒸気発生の多い場所が居住室と隣接するようにな ったこと、外壁が気密にな ったのに比較し

て間仕切りはほとんど変お っていないこと 、住居の総容積が小さくな っていることなどのために、発生

した水蒸気がたやすく各室に拡散してゆき 、全般に湿度を高〈保持する傾向がある 。相対湿度が高け

ればわずかの温度差で露点に透するので、結露を 防止す ることが非常に困難となるのである 。 とくに

暖房などをしない時期にあ っても、建物各部を構成する材料の熱容量に差があるため、畳夜の外気温

変動に追随する時間の遅れの大きさが異なり 、建物内各所に温度差ができる 。普通その温度差はそう

大きなものではないが、上述のように相対湿度が高ければ、それでも結露をひきおこすのに十分であ

ろう 。便所は言うに及ばず、風呂も台所もいわゆる局所排気設備を設けて発生水蒸気が他室に流れこ

まぬ先に外へ排出 してしまわなければならない 。台所の排気扇はかなり普及してきているようである

が、取付位置や取付方法が適当でなく十分有効に働いていない例 もあるし 、これ を臭気抜きの目的の

みであると思いこんで、魚を焼くときには使用するが湯を沸かすときに使用しない主婦もいるであろ

う。設計者 ・使用者ともに正しい使用法を知ることが必要である 。

。

第 3 の原因として暖房の普及をあげることができる 。先にも述べたようにわが国の大部分の地方で

は冬季の寒さはきびしくないとは言 えないが、比較的期間が短くて 辛抱しやすいのと、家屋が夏向き

に出来ていて有効な l暖房が望めないため、われわれは従来 l暖房らしい暖房を 持 った経験のない民族で

ある 。 しかし近年になって 、生活械式の洋風化と 、生活水準の向上または消費促進の傾向をもっ生活

文化のためか 、電気 ・ガス ・石油などを熱源とする家庭用暖房器具がいちじるしく普及しはじめた 。

けれどもこれまで長年のあいだ火鉢や手あぶりだけで過ごしてきた人々にとって、本格的な温水暖房

や温気i暖房はもちろん 、煙突のついたストーブさえその採用には抵抗があって、いわゆる開放型スト

ーブすなわち火鉢などと同様燃焼ガスをそのまま室内に放出する裸火の器具が手っとり早〈受け入れ

られることになった 。すでに昭和初期、いわゆる文化住宅などという名のいかがわしい都市住宅が建

てられはじめてから 、洋聞では気密性のために炭火による 一酸化炭素中毒の事件がふえたことが衛生

学者などの聞で知られていた 。そのころの新聞記事には一家ガス心中をするために前日 一 日かけて部

屋に目貼りをしたというような笑えない話がの っていたのであるが、今はガス栓をしめ忘れて事故死

するのが珍しくないほど 、家が狭く気密性が増していると考えてよい。 それなのに炭火でないからと

1 5  
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言ってガスや石油の燃焼ガスを室内に放 出 してよいものであろうか。 ガスや石油の成分はほとんど炭

素と水素の化合物からできており、燃焼によって酸素と結びついて炭酸ガスと水とになることは誰で

も知っている通りである 。 しかしガス 1 m
3

から約0. 5l! 、石油1 l ! から1 . 1l! もの水ができることまで

は思い及ばない 。燃焼ガスは高温であるからその中の水蒸気はやかんから立ち上る湯気のように目に

見えることがないので、室内の湿度が高くなっていることに気がつかず、押入の中でカピが生えたり

ピアノの音が狂ったりしてはじめてスト ーブのせいかと疑うようになる 。開放型のガスストーブや石

油ストーフe は水蒸気を出すだけでなく、一応規格では一酸化炭素を出さないことになっているけれど

も、密閉室で酸欠状態に近づくと多量の一酸化炭素がでる 。大体のめやすとして 、 ストーブをたき始

めてガラス窓が曇るようであれば、換気法を考えた方がよい、でないと少しづつの一酸化炭素中毒で

慢性の貧血にもなりかねない 。 もちろん開放型ストーブをやめてしまうなら 、それに越したこ とはな

しミ。

。

それなら電気ストーブや煙突付きストーブなら結露の心配はないかというと 、そ うではない 。暖房

をすれば室温は上昇し 、外気温との差が大きくなる 。 そのため隣室や押入れなどと暖房している室と

の聞の温度差も大きくなるから、暖房している室の湿度が高ければ、その空気が隣室に流れこむとた

ちまち露点温度に近く冷やされて、壁面などに結露するようになる 。暖房期の結露というのはこの内

外温度差の大きいことが主原因であって、暖房室の周壁ならば後に各論で述べられるように断熱材を

適宜使用することによ って表面温度を上げ、防湿層を用いて湿気の浸透を防ぎ、表面結露や内部結露

を防止することができるが、暖房していない隣室にあ ってはその効果は少なく暖房室との聞にかなり

の温度差ができることは避けられない。 したがって暖房しない室一一押入れや物置きなどを含め一一

に結露させないためには暖寝室の湿度を著しく低い値に保たなくてはならない 。たとえば室温20
0

C で

湿度40% ならば露点温度は 6

0

C である 。室 内湿度を常時40% に保つことはたとえ健康上差しっかえな

いとしても 、生活にともなう相当量の水蒸気発生を抑制することは困難で¥これを排出するには多量

の換気をせねばならない 。暖い室内空気と冷たい外気とを入れ換えるとそれだけ暖房熱が多く必要に

なるから、暖房費が著しく不経済となる 。 またとくに寒い地方では、暖房しない室の壁面温度を 6
0

C

以上に保つこともできないことが多い 。北駄諸国では結露による損害や過剰換気による熱の無駄を考

えると 、住宅内の全空間を暖房した方がむしろ得策であるとしている 。 スエーデンでは新築住宅の 100

% 、圏内全住宅の9 0 %が中央暖房によ って全室全日暖房をしているといわれる 。 このような状態はわ

れわれにはなじみが薄く、また北海道などの寒冷地を除けばそれほどの必要もないが、空間的 ・時間

的にとびとびに行われる暖房には常に結露の危険がともなうことを忘れてはならない 。 かつて、ある

大きなホテルから結露が出てこまるという相談をうけたことがある 。現場ヘ行 ってみると、被害の出

ているのは数室続きの豪華な貴賓室で、その一室の壁のり っぱなクロス貼りがす っかりシミでよごれ

ているのであ っ た 。 ここは廊下の端末のつきあたりに位置して Ｒ 方が外気に面している上に、月 Ｑ ｾ

2 回くらいしか使用されないのでふだんは暖房を止めているということであ った。 こうして躯体が冷

えてしまっているところへにわかに暖房をし、大勢の人が入 って食事のみならず小パーティなどもでき

るくらいであるから、通常個室よりは水蒸気も多くなるのは当然で、、結露しないのがおかしいといえ

る。使用しないとき暖房を止めるなどケチなことをするからり っぱな壁を台なしにする、シーズン中

他室と同じように常時暖房を通しておけば壁の修理より経済的ではないかと話しておいたが、その通

り実行して結露は止ま ったようであ った。

。

最後に新築入居時の結露にふれておきたい 。鉄筋コンクリート造にとくに多いが、木造でも土壁や

‘ ・

，、
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プラスター塗の壁など、新築入居の最初の冬に多量の結露を見ることがある 。 これは施工時の水分が

入居後に浸出してくるのだなどと、居住者はもちろん建築家でさえまことしやかに信じ込んでいる人

がいる 。たしかに、壁はまだ乾きき っておらず、 しかも入居後数カ月で結露はなくなり 、その後は冬

にな っても出ないことが多い、ということから施工水分と関係があることは間違いがない 。 しかし壁

の表面につく水滴はあくまで結露であ って室内空気中の水蒸気が凝結したものである 。 コンクリート

やプラスターなどは最初多量の水を含んでおり、完全に乾燥するには数カ月、時には数年もかかると

言われているが、実際には表面は 2 カ月くらいで大体乾燥状態になり、それから後はごくわずかしか

水蒸気を出さない。 したがって建物が完成して入居するころには暑い日に閉め切 ってでもいない限り

壁から蒸発する水分で湿度がむやみに高くなることはなく、ふだんの室内の水蒸気の大部分は生活上

発生する水蒸気すなわち人体から発散するものや、調理 ・炊事・食事などによるものである 。 しかし

湿 った壁は冷えやすく、水分を吸収する余裕もないから、非常に結露しやすい 。 それで壁際にタンス

を置くと、壁とタンスとの聞の狭い空間はふく射熱も対流も届かないので温度が下がり、壁が湿って

いるからいつでも湿度が高くて壁の乾燥が遅れてしまう 。 そこで室内の温度と湿度が上昇したとき水

蒸気がタンスの裏に拡散していきここに結露するようになる 。するとますます壁が乾かないから次々

と結露がひどくな って床に流れおちたり、タンスの裏板が反 ったりカピが生えたりするのである 。入

居前にも十分風通しをよくして壁を乾かしておけばよいのだが、窓を聞けたままにすると雨が吹きこ

んだり、泥棒が入 ったりするので、入居前の乾燥は難しい。入居後はタンスと壁の聞を少なくとも 5

cmくらいは開けておき 、 とくに冬中は気 をつけて室内の湿度を低く保つように心掛ければよい 。 この

種の結露はー互壁が乾いてしまえばなくなるから 、最初の数カ月だけ少々面倒でもよく気をつければ

防ぐことができる 。冬の最中や冬に向かう時期に新築入居する場合は、コンクリート造などに限らず

どのような場合も壁際に家具をおしつけないよう仮配置をし、押入れにはできるだけつめ込みをさけ

てふすまを開け放し、もし暖房をするならなるべく長時間各室均等に行ってしかも毎日続行すること

が肝心である 。 こうして一週間ほど様子を見て、壁の隅々のとくに下の方に手をあててみて、ぬれて

いるとかしめ っぽいとかの感じがなければ、徐々に正常なやり方に移してゆき、なお時々壁の湿りぐ

あいを調べてみるというようにすれば、新居に移 った早々に衣類や家具をカピで駄目にしたという不

愉快な目に合わないですむ。

。

水はわれわれの身辺に豊富に存在し、生物にと って不可欠なものなので、日常生活と水との関係は

非常に深くかっ複雑である 。 それゆえに一つ間違えばまたこれほど厄介なものもないと 言 える 。 とく

に水蒸気は目に見えないだけに具体的な関心をひくことがないが、 一旦これが冷えると所かまわず凝

結して水になるから始末がわるい 。 なぜ始末がわるいかというと、ぬれるのは一瞬のうちでも乾くに

は時聞がかかるからである 。土中に埋めた木杭が腐るのはカピの一種によるのだが、土台や柱の基部

が腐 って家が傾いたり、根太がおちたりするのも同じカピのためである 。 これは木材が高湿のためよ

りは直接土中から水分を吸収して含水量が多くなるためにカピが生えるのである 。流しの下や風呂場

まわりなどの根太が腐りやすいのは直接水滴をうける場合もあるが、高湿と温度差のために結露する

のが原因でぬれることが多く、それでカピが生えるのである 。風通しをよくすれば高湿が避けられる

だけでなく、もしぬれたとしても乾きが早いのでカピが生育しない。 もちろん防腐剤の使用は有効で

あるが、だからいくらぬれでもよいというものではない 。やはり普から守られていることは今も守ら

れるべきであり、建物の内外を問わず湿気に関する伝統的な知恵、はこれを尊重し、技術者はもちろん

居住者自身も生活や住居様式の変遷の中で、それをどう生かしてゆくかをも っと慎重 に考えなくては

ならない。 そのような基盤があ ってこそ、近代的な 学問の成果や技術も正当な使われ方をすることが

できるのである 。
(I :f.り え ごろ う 京都大学工学部建築学科・教綬)
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各論・結露対策について 1 .  

現 在 の 結 露 研 究 の 現 状

松 本 衛

S  1  現在の結露防止計算法の限界と問題点

結露すなわち気体状水分= 水蒸気が液体の水に変化するという現

象は、物理的にはきわめて単純な現象でありすでによく知られてい

る。すなわち考えている場所の水蒸気圧が、その場所の温度に応じ

る飽和水蒸気圧以上になれば、水蒸気は水滴あるいは水となる現象

である 。 したがって結露防止対策とは、このような条件にならない

よう 、温度が定まっていれば、水蒸気圧を飽和水蒸気圧以下に保っ

か、あるいは水蒸気圧が定ま っていれば、飽和水蒸気圧がこの水蒸

気圧以上になるように温度を高く維持することであり、物理的には

きわめて単純明快なことである 。にもかかわらず現実に多くの建物

において 、結露およびそれによる害が発生しているのは何故であろ

うか。設計の不注意、 施 工の不備によるものもあろうが、その大部

分は問題にしている場所の温湿度予測の不正確さによる 。以下に結

露防止に関する研究の現状を述べる 。

現在用いられている結露防止のための計算法はつぎのようなもの

である 。ガラスのごとき非透湿面では、その面上で前述の結露条件

にならないように表面温度を維持することである 。非透湿性の条件

が満足されれば、こ れは正確な方法であり、定常、非定常を問わず

常に成立する 。

したがって以下ではこの問題については取り扱わない。材料が透

湿性の場合には、表面結露のみでなく「内部結露」が生じるはずで

ある 。 これに対して、いわゆる内部結露計算法が用いられる 。 これ

は境界条件すなわち室および外気の温湿度が一 定である( 定常状態

と呼ぶ) とみなして、壁体内の温度分布、水蒸気圧分布を計算して、

前述の結露条件とならないように壁体を構成する方法であり、広〈

用いられている 。 この計算による壁内水蒸気圧分布は、結露が生じ

ない場合に対してのみ成立するものであ って、結露が生じる場合に

は正しい結果を与えるものでないことはよ く知られる通りである 。

さらに当然のことながら室・外気温湿度がH寺|白l的に変動する場合、

すなわち非定常状態に対しでは適応できない。 これは定常費M云導と

非定常熱伝導の場合との相違と定性的には全く 閉 じことである 。

したがって現在の結露防止計算法では、定常状態で、かつ結露が

生じない場合に対してのみ正しい計算を行 っていることになる 。 も

ちろん、湿気伝導率などの材料物性値に十分な精度の値を用いなけ

ればならないことは当然のことである 。 さらに詳細にのべるならば

水蒸気圧分布の計算においては、水分移動量は水蒸気圧勾配に比例

するとの仮定を用いている 。 これは材料合湿( 水) 率がある限界値以

下において成立するもので、高合湿( 水) 率の状態では正確ではない。

この場合には、水分移動は水蒸気圧勾配のみではなく温度勾配によ
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つでも移動が生じること 、 さら Lここのような場合には湿気伝導率は

含水率とともに急激に増大し、ある値以上ではきわめて大きな値と

なること、すなわち湿気伝導率 を一定とみな すよう な計算 は意味を

失うこととなる 。すなわち結露が発生するようなあるいはそれに近

い状態に対してはこの方法は適用できないこと、さらに後述のごと

く結露過程は通常の壁体ではきわめてゆ っ くりとした変化を示し、

定常材部に達するには数十日から数カ月、場合によ っては数年にわた

ることさえあ るの で、定常状態に逮するこ とがあり得 ないこと、 し

たがって、結露 に近い状態では非定常状態とし ての取り扱いがど う

しても必安ーとな る。

室内外温湿度が定常状態であるならば、壁体内に結露が生じない

よう上述の定常内部結露計算を用いて壁体を構成すれば、結露しな

いように壁体を構成することができるはずであり、建築的常識、経

済性を度外視すれば、必ず結露しないように設計できる 。しかし現

実には、たとえば住宅の外壁に接する押入内の結露は、押入内の暖

房、外気との換気、除湿器を設置するような非建築的対策以外には ほ

とんど結露防止が不可能のような条件がしばしば生じている 。 ある

いは防水層のある屋恨スラブのごとく上述の定常計算を用いたので

は、 内部結露防止が不可能のごとき場合がある 。 また屋内温水プー

ルや浴室のごとき場合も、定常計算ではその対策はほとんど不可能

である 。 このような場合、何らかの方法で室内水蒸気圧を下げるか、

結露が生じないように温度を上げるか以外の方法はあり得ないので

あろうか。

一般に上述のごとき場合には、定常計算の意味で結露・を防ぐには、

建築的常識や経済性を無視した手段が必要となる場合がきわめて多

い。 これらに対する解答が後述の「実害のない結露を許す計算法」

である 。 この方法は高合水率における水分移動の特性を考慮するこ

と、非定常状態で計算する方法である 。

「実害のない結露を許す計算法」でも非定常計算の必要を述べた

が、結露を許さないとしても 、室外気の温湿度は一般に時間的に変

動しており 、現象を正 しく把握するには非定常状態としての取り扱い

が必要である 。 とくに住宅のごとく水分発生量のH寺間的変動の大き

い建物や、聞けつ暖房をする場合、あるいは夏期の地下室の結露防

止には非定常状態での検討がどうしても必要となる 。これらの場合

に対しては、吸湿性の壁体を用いることにより、きわめて有効に室内

温度の最大値を下げることができ、合理的な結露防止設計が可能と

なる 。 また設計上の簡便さから定常結露防止計算法の利用をすると

しても 、こ の計算のための設計室 ・外気温湿度条件の設定、この計算

結果の安全性の検討には、非走常状態での計算あるいは非定常概念

を件l いた検討が必要である 。
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現在の結露防止に関する研究は、上述のごとく非定常状態での室

および壁体内部の温湿度変動の解析と、それを用いた結露防止計算

法および効果的な結露防止設計を行うための「実害のない結露を許

す」結露防止設計 ・計算法に集中しており、また当然の発展方向で

もある 。

S  2  非定常湿度計算法の概要

金属 ・ガラスなど特殊な材料を除き 、建築壁f本を構成する材料は

内部に空隙を有するいわゆる多孔質物体であり 、材料自身は一般に

吸湿性を有している 。含湿率があまり高くない状態では空隙の大部

分は湿り空気が存在し 、材料内部での水分移動の大部分は空隙内を

水蒸気の形で流れる 。すなわち水蒸気拡散によって流れる 。そして

材料全体としての水分移動は水蒸気圧勾配に比例しで流れ、その比

例常数 λ' を湿気伝導率と呼ぶ。吸湿過程を考えると、材料表面か

ら流入した水蒸気は、 材料内部へ蒸気圧差に比例 して流入し、 一部

は材料自身によ って吸湿され残部がさらに内部に流入する。すなわ

ち材料の容積含水率を w (kg/m
3

) とすれば、この関係は次式で表わ

される 。

作，三旦=λ ，d "p _  d w 

δ t  -， dx  d t  

(1)  

ここにp は材料内部空隙の水蒸気圧 (mmHg) 、t は時間、 z は座標

を表わし、 p は z と t の関数である。 c' は材料の空隙率、y' は湿り空

気の湿気容量 (kg/ m
3

mmHg) すなわち水蒸気圧が 1mmHg上昇したと

きの湿り空気の容積絶対温度 (kg/m3) の上昇を表わす。常温では

y' キ l である 。(1)式左辺は空隙に蓄積される水蒸気量を 、右辺第 l 項

は正味流入水蒸気量、第 2項は吸湿された水蒸気量を表わす。含水

率却は、 平衡状態ではそれに接する空隙の水蒸気圧 p とその場所の

温度。によ って一意的に定まる 。 この関係は平衡含湿翠曲線と呼ば

れ、材料に固有の値であり、 一定温度水蒸気圧に平衡した含水率を

測定することで得られる 。すなわち叩は、

w = f  (p， 8)  (2)  

のごとく p および θ の関数として表わされる 。(2) 式より、

δw  df  dp δ f  dθ  

一 一= 一一一一+ 一一 一一 (2') 

d t θP  d t '  dθ δ t  

と表わされる 。

δ/ θf  ， _  _  c  " .  • _  _. ， df  

一一 = x 一 一 = - u (負号を付したのはト一一) が常に負の
δ官 、 δ 8 ｜ ｔ＼ Ｇｊ ｣Ｎ Ｇ ｾｾＧＭＧＧＧｾ Ｇ ￰Ｘ＠

1直を示すからである 。ν は常に正) と響けば、 (1)式に(2') 式を代入し

て、 δp " dゃ d 8

(c γ +xト ー = 入 一 一+ν 一一 (1') 

δ t  dx  2 "  d  t  

(1') 式が非定常状態における材料内部の水蒸気圧 p を与える方程ず

である 。材料内部の熱移動に対しては、

δ8 .  d
2

8 .  d w 

cy-. 一一=λ 一一一+r 一一 (3) 

δ t  'd x
2

" dt  

右辺第 3 項は吸湿された水分の吸湿にともなう疑縮熱 r (蒸気基準

のl汲着熱と呼ばれる) による発熱項である 。 c は材料比熱 (K cal/kg

' C) 、7 は材料の見かけの比重量 (kg/m
3

) 、A は熱伝導率 (K cal/mh' C)  

である 。

(2' ) を代入して(3) 式は 、

δ8 .  d
2

8 δρ  

(Cy +刊) 一一= A一一+ 町 一 一 (3') 

dt  d x  2  

前述のごとく入は厳密には材料の合湿率 wの関数で、あるが、 wが

あまり大き くない場合は近似的に一定値をとるものとみなせる 。x 、

ν は(2) 式に示したごとく p および 8 の関数であるが飽和に近い部分

を除けば、同様近似的に 一定値とみなせる 。他の係数はすべて常数

とみなして十分正確で、ある 。 したがって、 ( 1' ) ( 3' ) 式は線型定常系

の方程式となる 。材料表面の湿気伝導率、熱伝導率をイ (kg/m2hmm 

Hg) 、ロ ( kcal/m
2

h"C ) とすると境界では 、

δ8  ，_  _ ， .  ，01)  

x = Qで - Aて ー= a( 8 0- 8)  一λ ，:: t" = a'  (p  o - p  )  (4) 

dx δ x  

δ8 月n

x  = 2で Ｍ￀ｾＺ＠ = a (8一θ /) 一 句? = イ (p - p  t) (4)  

ただし0 。、ρ 。は x =  Q側空気の温度 、および水蒸気圧、札 、P /  

は x =  1側空気の温度、水蒸気圧で、ある。初期条件は、

t  =  0で ρ = 0 、 8 =  0  (5) 

で解けば十分である 。基礎方程式 (1' )、(3' ) 式を境界条イ制4)、(5) を

用いて解けば材料内の温度、水蒸気圧の解が得られる 。 (1') (3' ) 

式から判 るように水蒸気圧変動は水蒸気圧p 0、P /のみならず温度に

よっても変化、 温度は境界温度が一定でも p 0 、P / が変われば変化す

る。吸湿性の大きくない材料で、は刊を有する項は他の項に比 して小

さくなり、( 的式叫すの項はなくなる。この場合温度は水蒸気

圧変動に影響されない。すなわち温度は水蒸気圧とは独立に計算で

きる 。すなわち通常の非定常熱伝導方程式を解けばよい。 この場合

δ 0  

でも (1') 式右辺第 2t頁ντ ー は 他 の 項 に比 して小さくないのでこの

o t  

I頁を無視することはできない。(1') (3') (4)  (5) 式は前述のごとく線型

定常系であるから、重み関数 2) を用い、デュアメル定理( 合成積)

を用いることができる 。 これらを用いる ことにより、非定常室内温

' 湿度変動の計算ができ 、3141またこの結果から (1') (3' ) 、(4)(5) 式を用

いて材料内部の水蒸気圧、温度の計算が可能でbあり、これを用いた

非定常結露防止設計ができる f)

S  3  実害のない結露を許す 結露防止計算

材料内の温度が結露の条件に近づくと 、すなわち材料空隙の相対

湿度が100% に近づくにつれ (2' ) 式の x は一般にきわめて大きな値

となる 。すなわち単位の水蒸気圧の増加による含湿( 水) 率の治加は

きわめて大きなものとなる 。 また含混( 水) 率がある値以上になれば、

吸湿( この場合主として材料内の毛細管に水が蓄積される 。すなわ

ち含湿は主として毛細管水で生じている) した水分は毛細管= 内を毛

管水の形でも移動し始める 。 このことは材料内のある場所が結露- の

条件に近づくにつれて 、 x が大きいために水蒸気圧が増加しにくく

なり、またそこで増加した毛管水は毛管を通って周囲の含水準の低

い部分に流出する 。 したがって、材料は結露の状態にはなかなか近

づ. かない。

さらに毛細管水の性質を詳細にみるならば、毛管水の飽和蒸気圧

は自由な水( 自由水と呼ぶ) の飽和蒸気圧よりも小さく、両者の一

致は理論的には毛細管の等価直径が無限大の場合においてのみ生じ

る (厳密には材料が親水性の場合)。 材料内部の毛細管直径が無限

大になることはないから、材料内部が飽和状態に透するのは、材料

表面に水膜の形成が生じた場所のみである 。すなわち厳密には内部

結露は中空層が壁体内に存在しないかぎり生じ得ないことになる。

この場合に対しては、結露防止あるいは結露という言葉が上述のご

とき意味で、その意味を失うことになる 。

したがってこの場合の「結露防止」とは材料内含水率をある限界含

水率以下に維持す ること と言 わねばならない。このよ うな意味の結露

防止法を「実害のない結露防止設計法」とよぶことにする 。 もし毛

管水の存在を結E若と定義するものとすれば、結露状態を 一意に定義

できない。たとえば毛管径26mμ内の毛管水の飽和蒸気圧は相対湿度

96%の値すなわち自由水の飽和蒸気圧のO. 96倍の水蒸気圧がこの毛

管水の飽和水蒸気圧で、あり、それより細い毛細管内の水はさらに低

い相対湿度で平衡する 。材料内には大小さまざまの毛細管が存在す

るから、厳密に毛管水の生じる相対湿度を定めることができないか

らである 。

(1)式の場合と問機に空隙内水蒸気圧はそれに接する毛管水、吸

着水と常に平衡している、すなわち局所平衡の条例二が成立 している

とすれば、高合水率時の水分収支の式は(1) 式と相似に 61
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8 ) 含 水 率

b ) 相 対 湿 度

c ) 温度分布 (30日後)

d ) 温度分布 (91 日後)
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表

一

c'γ ，o p  ］ ｾλ ， ｾ ｰ＠ +  _0ー λゐ豆と+ _0ー λ ' O2 E - 2 1 (6) 

' δ t  OX  OX δ X  - OX  OX θ z θ t  

右辺第 3 、 4t頁は毛管水の移動を表わす。 γ は水蒸気による移動の

みを表わす。 λ 〆叩は含水率勾配による毛管水の移動 、 入'0 は温度勾配

による毛管水の移動で、ある 。

ν 、λ 旬、 λ もおよひe空 隙 率c' は含7} <. 率 叩 と温度。の関数であり、

一般に常数とみなすことはできない。熱移動の式は、毛管水移動に

よる熱移動を無視すれば、 (2) 式と相似に 7)

δ θ δ oe δ ω δ ，ow 0 δ 0  

γ  =  入一一一十 r (一一一一一: : : _A叩一一一一一 λ ，e一一一) (7)  

ot OX  ox δ t δ z θ z δ z δ z  

で与えられる 。(3) 式から w= f ( ρ、。) の関係があるから、この関係

を用いて(6) 式から p を消去すれば解くべき方程式が得られる。変数

としてη ρ を仰用

飽手和日近くでで、はきわめて大きな引f値直を婆求し数f値直計算が圃難なこと、お

よび p は飽和蒸気圧以下でなければならないという条件があり、変

数のこのような性質は解法をめんどうにするためである。 μ = η o g

ｾ＠ ( ただしめは飽和蒸気圧、 T は絶対温度) として変数 μ を導入す

'" 
ると、 w =g( μ 、e) のごとく表わされるから (6)(7) 式を 0 とμ に関す

る方程式としても表わすことができる P

厚さ 10cmの A L C板で外気側表面断湿の場合に対して、初期室、

外気温湿度が O. C R  H  5 0 %、t= 0 以後室内温度を20. C、室内相対湿

度を 60、70 、80% とした場合の合水率、温度、材料内部の相対湿

度 の 計 算 結 果 を 図 一 1 に示すf)定常計算においてはいずれの条件

で も 材 料 内 部 で 結 露 が 生 じ る 。 図 ー l から室内相対湿度が60、70

% の場合、材料内部の相対湿度は90 日後においても最大値はたかだ

か9 3 %程度であり、合水率はきわめて低い。室相対湿度が8 0 %にお

いても 90 日後の材料内相対湿度は9 9 %に達していない。 すなわち定

常計算の意味で結露を生じていない 。北海道以南での結露の生じる

期間は約 3 カ月間と考えられるから、いずれの場合に対しでも、結

露は生じないといえよう 。す なわち定常計算では明らかに結露が生

じるとして否定すべき条件に対しでも 、実態はほとんど問題のない

範囲に収ま っている 。実警の ない結露計算の必要な理由である。

. ・

S  4 結
三五

同日

合理的な結露防止設計には、結露を許さない場合、「実害のない結

露」を許す方法、いずれに対しでも非定常解析が必要であり 、現在

この複雑な物理現象の解明に研究の焦点が当てられている 。 この方

法で計算するためには材料物性値、とくに高含水時のλ' 、λ' 却、A'o

や w = f (p、。) の研究が必要である。これらに 関する研究は現在や

っ と始九ったばかりである13 また、水分移動に対する局所平衡条件

の可否 、蒸発過程における B ulk F lo wの影響などの検討が必要であ

1，1) 12)  

り、このためには結露過程の実測 にもとづく Mo del の検証が必要

である 。 さらに建築のごとき複雑な系のサブシステムとしての結露

防止設計の観点から、上述の解析より抽出された Si mpl e な設計法

の確立が今後の研究課題であろう 。
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各論・結露対策について 2.

公 団 住 宅 に お け る 防

露設計について

赤 尾 信 一 郎

1 . まえがき

従来、湿気というとわが国においては、夏に多く、冬は少ないと

いうことで、とくに湿気による実害は、梅雨時に起きるのが一般的

であ った。

しかし、近年では建物の不燃化等による建物の質の変化が、住宅の気

密化をうながし、冬季における室内の自然換気量を著しく減少させ

ている 。 このため、室内では発生した水蒸気が停滞し、湿気が地加

している 。 これに加えて 、生活水準の向上にともない、暖房用開放

式燃焼器具 (石油ストーブ、ガスストープ) が普及し、関口部も木

製サ ッシ から、銅製サ ッシ、アルミサ y シへと気密性能が向上し、

その結果、冬期における R C 造共同住宅の結露問題になやまされて

L、る。

したがって、公団では、この結露現象に対処すべく、住宅内外の

気候調査を行う 一方、防露工法を制定して、壁の断熱性の向上を行

い、室内壁面温と室内温との温度差を少なくすることによる、結露

の防止法に着手してきた。 また、「結露防止」のみならず、総合的な

断熱設計の一環として、たとえば、B F 型ガス器具による室内空気

を汚染しない (無駄な水蒸気を室内に拡散しない) 暖房、給湯方式

を採用し、↑ 知直な室内気候の実現、熱経済の問題とあわせて実施し

ている 。

ここでは、住宅公団で現在実施している防露設計について紹介し、

住宅公団職員住宅の建設工事に数種類の防露工法を試験的に採用し、

施工性の比較、および、実際に人が生活している状態で、生活状態

と防露性能の実態調査を行 ったので、これらについても適宜引用し

て防露設計の参考に供したい。

2 . 結露の防止法の必要性

鉄筋コン クリート造の住宅を、大量に供給してきた住宅公団の歩

みのなかで、結露については、はや くから設計上の問題として取り

上げ、抑入の北壁 ・妻壁に接する部分、就寝室の委壁について、断熱

層として空気層を設け、表面合板張り仕上げとする工法で対策を講

じてきた。 しかし、この合板張り工法自体が内部結露を引きおこし、

結露の被害 を受ける住宅の数は年々増大した。 とくに昭和39年頃か

ら分譲住宅において、結露に関するクレーム処理の要求が非常に多

くな った。 これは、前に述べたように、生活水準の向上などにとも

なう室内の水蒸気発生霊の増加と、 一方で換気量の減少という相乗

効果による必然的な現象であり、結露対策を徹底的に検討すること

が必要にな ってきた。

3 . 結露防止のための目標性能

1  ) 外壁の熱貫流抵抗目標値の設定 建物外周部位の断熱性能をど

の程度にすれば結露が防げるか、結露防止設計を行うにあた って、

まず既往の データーから、ある目標性能を仮定し、それに見合 う設

言十を数種類作成して実際に施工し、そこに人が住んでいる状態でど

のような効果を示すかを調査し、その結果を設計に反映して修正す

るという方法をと った。 目標とすべ き温湿度条件として、日本建築

学会の設計計画パン フレ ッ 卜「住宅の保温設計」の数値を 基 にして、

つぎのように設定した 。

「一就寝室20'C

室内気温寸

」一押入

「一就寝室80%

相 対 湿 度 寸 ー 押 入 85%

外気温 5 'C- O' C 

この状態で室内側壁表面に結露を生じないために必要なタ阻まの熱貫

流抵抗値 ( R ) として 、 つぎの数値を目標性能値と定めた。

就寝室 R = 0. 74- 0. 93m 2  h  'C/ K cal  

押 入 R  = 0. 78- 1. 04m 2  h  'C/ K cal  

2  ) 防露材料および防露工法の選定 前述で定めた目標性能を満足

するように、 一般に使用されている断熱材( ただし、経済的に使用

可能のもの) から

数種類を選定して

防露設計案( 表一1)

を作成し、実際に

現場で施工性の比

較実験を行い、あわ

せて実験室で防露

性能試験を行った。

表一 1

防 露 工 法

1.  裏フ打ォ合ー板ムポリスチレンボード

2  のグ ラト合ス板ウ貼ールり ・ロ ックウ ル

3  発泡ユリヤの上合板貼り

4  吹付無機繊維の上合板貼り

5  吹付無機繊維の上クロス貼り

熱J ' t 流抵抗f直 l

0.7H.，'h"C/ Kca l)  

1. 02 

1. 29 

1.05 

1. 29 

3 ) 調査結果による検討 実態調査の対象とした住宅は、住宅公団

の標準的な設計であり、住み方には自然に標準的なパターンが生ず

るので、実態調査から得られた数値が大過なく適用できると考えて、

以下、実測による諸数値を用いて説明する 。

まず、防露設計にたいする考え方として、前提とすべき温湿度条

件は厳寒期の日平均値をとる 。結露の速度にくら べて乾燥の速度の

ほうが遅い場合には、結露水が蓄積され実害が生じるため、設計水

蒸気量に+ ロの割増しを行う 。押入壁表面温度は実態調査の結果、

下段と上段で非常に大きな、温度差があるので、低温部分と 一般部

分に分けて考える 。

① 温湿度条件は、非暖房室である 北側就寝室( 以下「北室」とい

う) について、つぎのように定める 。

室内温度 15. 5' C 相対湿度 6 5 % 外気温 2 'C 

(実測期間 1 月下旬- 2 月中旬の平均値による)

② 実測によると北室に対する外気温基準の温度低下率 (m) は( あ

る点の温度。として上の数値を用いて、 m = (8一 2 )  /  (15. 5- 2  )  

をその点の北室に対する外気温基準の温度低下率という ) 、

北室北壁表面で m = 0. 70 

押入上段北壁表面で m = 0 .60 

押入下段北壁表面で m = 0. 25 

上の数式を入れかえ、。 = m(15. 5- 2 ) +  2により怖 の値を 入れると、

北室北壁表面温度 11. 5' C 

押入上段北壁表面温度 10. rc 

押入下段北壁表面温度 5. 4' C 

③ 15. 5' C、65% のときの絶対温度 (住宅内はどこも 一様に分布)

は7. 2g/kgD. A. 、これに前述の割増量( 日) O. 4g/kg D. A.  (実測値 ) を

加えて 7. 6g/ kg D.  A 、 これに対応す る露 点温度 は9. 9 'C であるか

り、

北室北壁表面 11. 5' C > 9. 9' C一一結蕗・しない

押入上段北壁表面 10. rc > 9. 9' C 一 一結露しない

押入下段北壁表面 5.  4'C <  9. 9' C一一結露する

つぎに押入低温部で結露を起こさせないために、さらに付加すべき

述築 と 社会 Ｏ Ｑ ＹＷＶＧｾ Ｑｏ月号 2 1  



断熱材の抵抗を求める 。

④ 露点温度 9. 9.C に対応する mの値は、

m =  (9.9- 2 ) / ( 15. 5- 2 ) と 0.59

また、温度低下率 (m) については、つぎの関係が成り立つo

m =  (r o +R w) /  (r o+R w+R j) 

ただし、 r o. 外気側表面費M云達抵抗

R w: 壁f本の費名抵抗

R j : 室内側空気等の費M云達抵抗

現在m=0. 25であるということは、北室空気と 押入下段北壁表面と

の聞の費! M. f f ; 抗 (R j) が非常に大きい (( r o +R wJ に対して( 1一0. 25J /

0.25=  3倍に達する) ことを意味しており、壁体の熱抵抗値を少し

くらい上げても m に対する影響は小さい。

実態調査の対象とした住宅の壁の熱低抗値を (R 三'" 1  m 2h.C /K cal) 

とすれば、付加すべき熱抵抗値 (x) は、 m= 0.59= (0.05+ 1. 0  +  

x )  /  (0 .05+ 1. 0+  x  +  3  x  (0. 05+ 1. 0J) から、 X キ3. 5m
2
h.C /  

Kcal となる 。ただし実測結果から、このように断熱性能の付加が必

要となるのは、全部の住宅ではなく、 1 階の全住戸と 5 階( 最上階)

を除く妻住戸のみであ った。

4 . 現 在 実 施 し て い る 防 露 設 計

1  ) 適用する部位の範囲および性能 防露設計を適用する範囲は、

経験上つぎに示す範囲としているが、先に述べた実態調査からも太

体妥当で、あるとの評価を得ている 。

①居住室( 就寝室および居間) 、台所の南面しない外壁

② 押入およひー天袋の内部について、南面しない外壁およびそれらの

断熱材の仕上げ商から 900mmの範囲内の直交壁と天袋の天井( 天袋

のない押入の場合は、その天井)

なお、押入下段の壁の結露対策については、前に述べたように、

l 階会住戸と最上階を除く妻住戸については、計算上 R= 1. 0+ 3. 5 

= 4  .5m 2h.C /Kcal  程度の断熱性能が心要となる。これは、費M云導

率0.03- 0. 04Kcal /mh" C 程度の断熱材 ( ロックウール等) の場合、

14伽 m- 18(Jnmの厚さに相当し、設計上、結露防止を断熱層だけに期

待するのは不適当である 。 そこで、前述の実態調査等により 、つぎ

の改善を行った。

① 押入内の空気の流通をはかるため、棚板を、 壁ぎわより 100mm程

度すかせて張る 。

② 1階の住戸については、押入床の断熱性能を上げるため、床は、

コンク リー トスラブとする。

また、壁面の防露性能については、昭和48年の住宅性能水準より

表- 2 のごとく 、 表- 2

グレードづけされ、

現在性能グレード

Hを採用している。

2  ) 防震設計の詳

細 3 章の 2 ) の防露工法のうち 、施工性、性能試験等により、

つぎに述べる 2 種類の工法 ( G，法と S ，法) を採用した 。これらの防

露工法を、分譲住宅については昭和41年度から、賃貸住宅につい

ては42年度から全面 的 に実施している 。 ( 昭和48年 までの性能は

表一 2のグレード I 程度もの)

a )  G
I 工法一一ロックウー ルまたはグラ スウール入札せっこう

ボード ・合板張り工法

・材料

①断熱材一一一ロックウー ルまたは グラスウール : ロ ックウールは、

J I S  A  9504 による防湿処理をした J I  S マーク表示品で、厚さは、

2 2  

25mmとし、グラスウールは、 J I S A  9505による 2 号24 K  (24kg/m 3) 

J I S マーク表示品とし、厚さは、 40mmとする 。

② 防湿層一一ポリエチレンフィルムとし、 J IS K  6781による l 種

( 厚さ o.1mrn) のJ I Sマーク表示品とする 。

③表面仕上材一一

就寝室、せっこう

ボード厚さ 9rnrnの

上 E P II 塗り、ま

たは合板厚さ 5. 5

rnrnの上クロス張り、

押入内は、合板厚 .

さ2. 7rnrn素地のまま 0

. 工法および詳細図

公共住宅標準設計

詳細図集、防露壁

( G，工法その 1) を

参照されたい。

性能表 (コンク リート厚 150、外部モルタル厚18の場合)

m 成 層 厚さ mm λ  

室 内 空 気

せっこうボード 9  0. 12  

( または合板) (  5. 5)  (0. 14)  

ロックウ- ) レま

25 0. 036 たはグラスウール

"  
(40)  (0. 036)  

コンクリート 150 1. 4  

モ Jレ タ ル 18  1. 3  

タト H  ヌ1

(合 板〉 (  2. 7)  (0 .14)  

2: R ・l. 06m' h"C/Kcal (合板の場合、 1. 03)

(押入の場合 2: R - 1. 43m'  h  "C/Kcal  )  

R  

0. 13  

0 .07 

(0. 04)  

0. 69 

(  1. 11)  

0. 11 

0. 01  

0. 05 

(0 .02)  

b )  5 1工 法一一フォームポリスチレンボード裏打 ち合板または裏

打ちせ っこうボード張り工法

・材料

¢断熱材ーーフォー ムポリスチレンボード裏打ち合板、または裏打

ちせっこうボ、ヶド: 合板( 厚さ 2. 7mm) または、せっこうボード( 厚

さ9rnrn) に、フォームポ リスチレンボード ( J I S A  9511 による l

号の規格品 〈密度0. 030 g  /cm
3

以上〉で、連続押し出し独立気泡発泡

体の製品とし、厚さは就寝室は25mrn、押入は3伽 rn) を工場で接着剤

により裏打ちしたもの。

②接着剤トー J I S A  5538に適合する、再生ゴム系溶剤形または、合

成ゴム系j容剤形。 性能表( コンクリート厚 150、外部モルタル厚 18の場合)

③ 表 面仕 上 県 一

就寝室は合板の上

クロス張り 、また

はせ っこうボ ード

の上 E P II 塗り、

押入内は、合板素

1也のまま 0

. 工法および詳細図

公共住宅標準設計

詳細図集、防露壁

柄 成 層

室 内 空 気

ぷE〉3、
4反

( またはせ っこ

うオぞード)

F . P  

( F  .  P )  

モ ル タ ル

コンクリート

モ ル タ ル

外 気

〈合 板)

j享さ mm λ  R  

0. 13  

2. 7  0 .14  0. 02 

(  9)  (0 .12)  (0 .07)  

25 0. 024 1. 04 

(30)  ( 0 .024)  (1. 25)  

15  1. 3  0. 01 

150 1. 4  0. 11 

18 1. 3  0. 01  

0 .05 

(  2. 7)  (0 .14)  (0. 02)  

(S，工法そ の 1) を

参照されたい。

"L. R  - 1. 37m' h"C/Kca l  (せっこう ボードの場合、 1. 42)

3  ) 天井面の防露 (押入の場合 "L. R 皿l. 58m' h"C/ Kca l )

設計 北壁、妻壁に接する押入の天袋天井の外壁から 900 rnrn の範囲

内について、熱橋部分ということで防露設計を行っている。この設

計内容は、壁面がGI工法、 S I工法いずれの場合も、天井面は合板型わ

くを用いてコンクリート打放しとし、コンクリート面に直接フオー

ムポリスチレンボード裏打ち合板を張り付けている。

5 .  あとカずき

こ れ ま で に 述 べ た 結 露 防 止 対 策 は 、 住 ま い 方 に よ っ て 異 な

る室内気候についてある仮定をして、それを前提に設計したも

のであり 、 いかなる住まい方にも対応できるものではなく、快

適な住まいの実現は、住まう方自身にかかっている 。

なお、小文を舎くにあたり、北川抑j f，] r建築技術1969年 9 月号」より引用させていただ

きましーた。参考文献 / 住宅公団の委託研究 建設工学研究会「結露防止工法制査にl掬す

る研究J ( あかおしんい ちろう 日本住宅公団関西支社建築部設計諜)
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各論・断熱構造と結露1.

断 熱 材 料

十 倉 毅

s  ， 断熱材料の性能を表示する単位

長い時間、室内側温度 8i ＨＧｃＩ、戸 ｪ ｈ ｐＮ ｾ 温度 。 ＧＰ ( ' C ) の空気にはさ

まれた 図ー 1 のごとき E主体を考える 。壁 f本は均質で熱が一様 に 伝 わ

る材質( 等方均質な 材 料) からなり、その結果、熱流は壁面に対し

0  .  
x  

。3

、，

て直角に進行するものとする 。壁 f本の表

面温度を室内 ・戸外 そ れ ぞ れ の 5 ( ' C)、

8 0 S  ( . C) とすれば、冬 期 の 場 合 、

。0 < 8 0 Sく れ s く の

1τ 阿 川) である 。 これ l加 温 度 の 高 い 所 か ら 低

→l  8 ト

い方へと流れることを意味し、また のか

ら8i s、 。0 5から ぬへ の 温 度 低 下 は 、 壁 面

近傍空気が熱の流れにとって抵抗とな っ

図- 1 貫流熱量 (冬期) ていることを示す 。

いま、室内から戸外 に向かつて 、壁 面 1 m 2あたり、 1 時間に H (kcal

/  m 2h)の 熱 が 流 れているとしよう 。 室 内 外 温 度 差 1 ("C) あたりの熱

i荒は 、

K = ，_H一一一 ( kcal/ m
2

h. C)  .....一 … … (1)  

( 8 j - 8
0

)  

これを熱 貫 流 率 という 。つまり 、 K は「室内外の空気に 1' C の温度

差 が あ る 場 合 、 1 時間あたりに 1 m
2
の壁体および壁面近傍空気を経

て移動 < n 流) する熱量」である 。 このとき K は空気による抵抗を

含んでいるので、壁体のみの熱的性能は、

c =  _!j_一一 ( kcal / m
2  

h"C)  … …  … …・・ {2)

8; . - 8
0 S  

これを 熱コンダクタン ス という 。 C は「壁体両表面に 1 ' C の温度差

がある場合、 1 時間あたりに 1 m 2 の 壁f本を通過する熱流」であり 、

ある l写さをもっ壁体固有の値である 。

墜 f本両表面に与えられる温度が一定の場合、壁{ 本が厚くなれば、

熱 的 な 抵 抗 も 増 す。 この関係は 、墜 厚 が10倍になれば抵抗も 10倍、

すなわち流れる熱は 10分の l となる 。 両表面混度が与えら れている

とき、壁体の厚みと熱流は逆比 例 する 。 したがって、 材料そ のもの

の 熱 的 性 能 の 比 較 お よ び 表 現 の た め に は 、 基 準 厚 さ を 揃 え て お け ば

便利であり 、基準厚さ 1 mを採用すれば、

λ = c ・o ｾ＠ (kcal  /m 2h' C ) ・m f  

H' o  

= 一一一一 ( kcal  .  m/ m
2  

h. C) ・…・… ・・ … (3) 

。日- 8
0 S

これを 熱 伝 導 率 という 。 λ の単位はkcal ' m /m
2
h' C = kcal / m h.C で

あることから、従来 、教科舎にも kcal / m h.C とだけ舎かれており、

一般 に は r 1 m
2

の材料面を通じて」という広さの概念を見過ごしが

ちであった 。(3) 式の表現により 、kcal / mh' C のもつ意味 がより明確

になることと思う 。

S  2  材料の熱伝導率

前 節 で 述べ たように、熱伝導率は等方均質な材料の熱的性能をあ

らわす基本的な盆である。 o- 5 0' C 程 度 と 考 え ら れ る 一 般 的 な 建 築

材 料 の 使 用 温 度 に 対 し、この温度 範 囲 に お け る 熱 伝 導 翠 ( 以後、 λ

と略 記) はおおむねつぎの ような性質をも っ。

① 付 料の温度上昇にともなっ て、 λ も 上 昇 し 、 両 者 の 聞 に は 直 線

的な関係がある( 例: 石綿セメント板 λ =0. 00238+ 0. 198( kcal /  

/ mh' C) ) 。

② 材 料 の か さ 比 重 が 小 さ い ほ ど 、 λ も 小 さ い ( 図ー 2 )。

③ 含水率が低下するほど 、 λ は小さく なる 。

④ 熱流の方向によ って λ の値 は 異 な る 。 下 向 き よ り 上 向 き 熱 流 の

場 合 の 方 が 大 き い 。
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0.02 ト一一一+ - -1

0.01 

0. 1  0.2  0.3  0.5  1.0  2.0  3.0  

+ 炭化コルク標準板

・焼成ひる石吹付材 A- K 

O パーライ ト系材料

A 木毛セメント板 A - D

A 娃酸カルシウム板 A. B

M 気泡モルタ J レ

+ ロ ックウ ール天井板 A ，B

× 石綿セメン ト板

ー一一一一一+

かさ比重

+ チップポード A，B

・木片セメント板

"  7 エノール系樹脂織維抵

ー!ー無視質繊維発泡体

ー石綿セメント・ 娃酸カルシウム板

+ 石膏・ パーライト板

張発泡型石膏プラスチック複合材

図 - 2 熱伝導率 ( 15 "C ) とかさ比重の関係

しかしながら 、上 記 の 諸性 質 は す べ て の 材 料 に あ て は ま る も の で

はない。材 料実質部の乏しいグラスウ ール、ロ ックウールな どの繊

維 材 料 、 あ る い は 気 泡 を 有 す る 樹 脂 発 泡 体 で は 、 内 部 空 気 に よ る 熱

の伝導 ・対 流 ・稿射が被維に関係し合って λ の値を決定する。とく

に、 比 較 的 新 しい材料であり、人為的に気泡径を 調整 で き る 樹 脂 発

泡体に ついては、気泡粒径と λ の 関 係 が 現 在 製 造 各 社 におけ る一つ

の主要テーマとなっている。

材 料の λ の測 定 法 に つ い て は 、数多 くの測 定 方法のうち J I S A  1412 

( 平板比較法) 、 J I S A  1413  ( 平板 直接法) の 2 法 が 一 般的 で あ る が、

o  - 5 0' C 程度の範囲の測定に適している平板比較法の測定原理 は、

おおむねつぎのようなものである 。

建築 と社会/ 1976年10月号 2 3  



図 - 3 のような恒温プレート A 、 B 聞 に 試 料 お よ び 標 準 板 を は さ

み 、高温側プレート A より低温側プレ ート B へ の 熱 流 が 定 常 に な っ

た と す れ ば 、 試 料 ・ 標 準 板 そ れ ぞ れ を 通 過 す る 熱 量 は 等 し い 。 すな

わち、

、8 、8
2

、 ぬ - 8

A ー ー 一 - < 八 一一一一一豆一 . . … ・・・・・・・・…・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・ ・・ ・・向、

， e。

平 板 比 較 法 で は 標 準 板 の 厚 みe0  (m ) 、熱伝導率 λ 。(k c al 1  mh"C) は 既

知である 。 したがって、仏、 8
2

、8
3

、8 を実測すれば、 (4)式 に お い

て 未 知 数 は λ だ け と な り 、 試 料 の 平 均 温 度 ( 8，+ 8
2
) / 2 に応、ずる熱

伝導率が求まる。

なお、 8 3 ) θ とすれば、熱流上向きの場合の λ を 求 め る こ と が で

き る が 、 試 料 が 多 孔 質 ま た は 気 泡 を 含 む 材 質 で あ れ ば 、 さ き に 述 べ

た 理 由 に よ り 下 向 き 熱 流 の 場 合 に く ら べ λ の値は大きくなる。

「

8

・十

人

」

8 ，試料高温{ 則表面温度( ' C)  

8，試料低温側表面温度および

標準板高温側表面温度( ' C)  

8 ， 標準板低撮例表面温度( ' C)

(8，)  8，)  8，の関係)

λ 。E 試料厚さ ( m)

e. 標司直板厚さ ( m)

A  :  (8  ，+ 8  ，) /  2 における

試料熱伝噂率 (kca l/ mh'C)

A o : {8，+ 8 3 ) / 2 における

標準板熱伝導率 (kca l/mh'C)

図 3  平仮比較法

ｾ＠ 3  構造体の熱貫流率と結露

ここでいう構造体は力学的の意味ではなく、遮音構造、断熱精進、

耐 火 構 造 な ど と 同 じ く 建 物 の 各 部 位 の 構 造 の 意 味 で あ る 。

S  1 で は 材 料 の 熱 的 性 能 を 明 確 に す る た め 、 壁 体 の 材 質 は 熱 的 に

等 方 均 質 で あ り 、 熱 流 は 壁 面 に 対 し て 直 角 に 流 れ る と し た 。し かし

実 際 の 構 造 体 は 、 柱 、 胴 縁 、 白 地 、 と い う よ う に 個 々 の 熱 伝 導 率 を

も っ 単 体 の 寄 せ 集 め 、 も し く は 複 合 体 で あ り 、 局 部 的 に 熱 が 流 れ や

す い 部 分 と そ う で な い 部 分 が で き る 。構 造 体 を 直 角 方 向 に 移 動 す る

熱 流 は む し ろ 少 な い で あ ろ う 。

た と え ば図 - 4 にガラスブロック壁の表面温度測定例を示すが、

白 セ メ ン ト 目 地 部 表 面 温 度 は ガ ラ ス プ ロ ック表面温 度 に く ら べ て 室

内 側 が 低 く 、 戸 外 側 は 高 い。 す な わ ち 、 目 地 部 は ガ ラ ス プ ロ ック よ

り断熱性に乏しく熱が流れやすい 。こ の た め 実 際 の 熱 貫 流 率 の 測 定

に際しては熱流通過面をできるだけ広くとり、局昔日的な熱流の不均

ー さを補 っている 。測定装置の→列として( 財) 日 本 建 築 総 合 試 験 所

の熱実験室を 図 ー 5 に 示 す が 、 こ こ で は 垂 直 お よ び 水 平 供 試 体 の 最

大 寸 法 を そ れ ぞ れW2050 X  H  2050mm、W2 4 0 0 X L 3500mmとしている

ので、局昔日的な熱流の不均ー さは全体として平均化され、 f共試f本が

著 し く 異 な った 断 面 形 状 と 熱 伝 導 率 を も た ぬ 限 り 、 面 を 通 過 す る 熱

量 は ほ ぼ 一 様 と 考 え ら れ る 。 図 中 、 コ の 字 形 で 供 試 験 に 当 て ら れ て

いるのは、 900nmx  900nmの 関 口 を も ち 、 ヒ ー タ ー を 内 蔵 す る 熱 箱 で

ある 。 熱 箱 内 温 度 を 加 熱 室 温 度 に 一 致 さ せ る こ と に よ り 、 熱 箱 か ら

冷 却 室 に 至 る 熱 貫 流 率 を 求 め る 。 結露試験の場合は熱箱を外して、

加 熱 室 側 空 気 の 温 湿 度 を 変 化 さ せ 、 表 面 結 露 の 観 察 、 試 験 体 の 表 面

および内部温度の測定などをおこなう。

さ き に 示 し た ガ ラ ス ブ ロ ッ ク 壁 の 温 度 測 定 で は 、 室 内 側 の 湿 度 を

上げた場合、表面温度の低い室内側目地昔日はガラスプロ γ ク表面よ

り 早 く 露 点 に 達 し 、 表 面 が 湿 潤 状 態 に な っ た 。 こ れ か ら 判 る よ う に

構造体は断熱的になるほどその室内側表面温度が室内温度に接近し、

表 面 結 露 を 生 じ 難 く な る 。 し た が っ て 、 シ ミ 、 カ ピ 、金具のさび、
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図- 4 ガラスブロ ック墜の室内側表面温度測定結果と等温線

(カッコ内は戸外側表面温度を示す )

単位 m

a ・

図 5  熱実験室断面図

表ー 1 各地域の建物各部の熱貫流率 (kcal 1m 2h't )  

(渡辺要「建築計画原論凹 J p. 103、昭50)

外 壁 隔 壁
最上階の天井慶また

最下階の庇 地 名 例
は( 天井+ 恨)

地域

本州

本四 州国 本四 州国 本四 州国

本四九 州州国
北海道 四国 北海道 t 嵩道 北海道 it 梅道

九州 九州 九州 九州

甲 1. 5  2. 3  2. 5 2. 8  1. 8  2. 9  1. 4  1. 8  函室 館蘭

仙台・金

沢 鳥 取

乙 1. 2  1. 9  2. 3  2. 6  1. 4  2. 5 1. 3  1. 7  

札 幌 膏 轟 長

苫小 牧 野・甲府

丙 1. 0  1. 6  2. 0 2. 5  1. 1  2. 0  1. 2  1. 5  

旭 川 盛岡・諏

帯 広 訪ー高山

T  0. 8 1. 2  1. 7  2. 3 0. 9 1. 5  1.1 1. 3  

弟子屈 松 尾 松

撞 別 本 軽井沢

( 注) 暖房する室において直接外気に面する墜を外壁とよび、暖房する室と非暖房室との境

界壁を隔壁とよぷ。

壁の ｾｊ 落など居住者に直接の実害をもたらす表面結露防止について

は 、 ま ず 構 造 体 の 断 熱 性 を 高 め る こ と が 重 要 で あ る 。 これについて

は 、 た と え ば 建 物 の 設 計 用 外 気 温 、 室 内 温 か ら 算 出 さ れ た 表 ー 1 の

よ う な 提 案 値 が 断 熱 構 造 を 設 計 す る 際 の一 つ の 目安となるであろう 。

現 に 北 海 道 で は 構 造 体 の 熱 貫 流 率 を O. 7あるいはO. 9以 下 と す る 行 政

的 基 準 が 設 け ら れ 、 建 物 を 断 熱 的 に す る 努 力 が 続 け ら れ て い る そ う

である 。

な お 、 結 露 に つ い て は 、 壁 体 内 部 で 発 生 し た 結 露 が 室 内 側 に 進 行

したり、釘での局部的結露が板状材料を i需らして結露が同心円状に

広 が る 場 合 が 非 常 に 多 い 。 こ れ ら の 現 象 の 防 止 の た め に は 、 構 造 体

内部で、の水蒸気圧を飽和以下にしなければならない。 これら構造体

を 構 成 す る 材 料 の 透 湿 率 、 水 蒸 気 圧 な ど に つ い て は 、 つ ぎ の 「 防 湿

材 料 の 効 果 と 問 題 点 」 の 項 て ¥ 基 本 的 な 考 え 方 が 示 さ れ る も の と 思

フ。 ( とくら つよし 側) 日本建築総合試験所主任研究只)
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各論 ・断熱 構造と 結露 2 .

防湿材料の効果と問題点

池 田 哲 朗

空気中に含まれ得る最大の水蒸気品は温度によって決まり、温度

とともに地加する 。 この空気の性質があるために、高温高湿の空気

が低い温度の面に触れたとき、この低い温度に対応した飽和水蒸気

立以上の水蒸気は凝縮し、液となる 。 この物理現象が建築を扱う場

合に問題となる結露現象である。すなわち考えている場所の水蒸気

圧を f 、その場所の温度に応じる飽和水蒸気圧をf sとすると結露' の

発生条件は、

f  :2 f  S  

である。

このように結露現象の原因は明らかであるから、どんな条件の場

合においても工学的には結露を完全に防ぐことは可能である 。 この

ときには、とにかく f < f sl こすればよいのであるから、その手段に

ついてなんら制限を加えていない。 したがって部屋の換気虫の増加、

加熱器あるいは除湿器の設置、断熱材・防湿材の厚さの増加等とい

った経済上、建築空間上、施工上の問題が多 く生じてくるであろう。

表 1 壁体の構造と常数値

層帯号

① 

② 

③ 

@  

⑤ 

⑥ 

⑦ 

24 

20 

温

度 18

("C )  

16 

14 

10 

水

蒸 B

E6 
(mmHg)  4  

↑ 2  

。

桃 造 材 料

ｾ＠

I (m)  

内 面 空 気

dロ'-
板 0. 0064  

宕 綿 0. 06 

アスフアルト紙

コンクリート O. 15 

モ ル タ ル 0. 02 

外 函 空 気

図 1 温度分布

j写 熱 伝 導 主事 熱 ｦ 云話ｾ f.ま抗

λ( Kcal/mh'C )  1/λ( m
2

h'C /Kca l)  

α，- 6  よーO. 17  
。，

0. 04 

0. 06 1. 0  

1. 5  O. 1  

1. 2  0. 02 

α。ー22 よ- 0. 05

α。

図 2 禍 造 A の水蒸気圧分布

よって結露・問題とはこのような問題を許容限度内に押さえながら結

露をいかに処理するのかという問題と考えることができるであろう。

現在広く用いられている定常結露防止計算法は結露を完全に防ぐ

ための計算法である 。先に述べたようにこの計算法を用いれば実際

上種々の問題が起きる 。 より現実的で有効な考え方はある程度の結

露を認めながら結露・の障害は防ぐという考え方であろう 。結露・障害

防止計算法を確立するためには、結露した水分が材料内においてど

んな挙動を示すのか、蒸発する場合はどうか、あるいは材料がどの

程度の水分を含めば障害となるのかといった難しい問題を明らかに

しなければならない。最近、前者の問題についての研究が行われる

ようになってきた。

ここでは結露問題を結露防止と結露障害防止の両方の意味を含む

ものとし、この結自著問題に対し防湿材料がいかなる効果を示すのか

を具体的な例をもとにしてまとめてみよう 。

まず一般的な防湿材料の知識を得るために、 表 1 に示す構造( 構
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図 3 構 造 B の水蒸気圧分布

造 A と呼ぶ) の壁体で、室内の温度

が20.C 、湿度が60% (10.  5mmHg) 、外

気の温湿度が O. C 、90% (4. 1 mmHg)  

の場合について考えてみよう 。

この条件に対して壁体が結露する

かどうかは、さきに述べた定常結露

防止計算法を用いればよい。定常計

算であるため作図によって i1ii 度およ

び水蒸気圧分布が求められ、結露の

判定が簡単に得られる 。図 1 によっ

て温度分布が求められ、温度が与え

られると対応する飽和水蒸気圧が決

まっているから飽和水蒸気圧分布が

求まる 。図 1 にこの分布も示してい

る。 さらに図 2 によって水蒸気圧分

布が求められる 。結露の生じる条件

が1 ?:: f s であるから、図 2 で求め

た水蒸気圧分布を飽和水蒸気圧分布

と比較するために図 l に移すと破線

( A ) の ごとくなる 。図 l より明ら

かなように、斜線で示された部分が

f とfs となっているから結露が生じ

る。 ここで壁体構造のうち③の断熱
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材の岩線と ④の防湿材のアスフアルト紙を入れ換えてみよう 。 この

構造を構造B と呼ぶ。アスフアル ト紙の熱抵抗は無視できるから 、

この場合の温度分布は図 1 そのまま で、単にアスフアルト紙の温度

が岩線の内側表面温になったと考えられる 。水蒸気圧分布は図 3 の

ごとくなる。前と同様にこの分布を図 l に移すと破線 B となり 、す

べての場所で f < fsで、あるからこの構造にすると結露が生じなくな

る。

以上のことから防湿材は高温高湿側に置く方がよいという結論に達

する 。 またアスフアルト紙を 2 枚重ね防湿性能を高めるとより安全

な設計となる 。

一方構造 A においては結露が生じてしまうのであるが、対策とし

て断熱性能を高めた場合を考えてみよう 。図 1 において断熱性能を

高めてみると単に断熱材の両側の温度差が大きくなるだけで相変わ

らず内部結露の状態であることが推測されよう 。 また構造 B につい

て断熱材の性能を高めてやると結露が生じてしまうだろう 。すなわ

ち防星性能が高くなければ、断熱性能だけを高くしてみても結露を完

全に防 ぐことはできない。

結局、結露防止を考 えるときにはつぎのことに注意すればよいで

あろう 。防湿材は断熱材の高温高湿側に置き、 |坊湿性能をできるだ

け高くする 。断熱材は、防湿材の温度が露点温度以上になる程度の

11自Eをもっておればよい。

つぎに、部屋の湿度が80% になった場合を考えよう 。 この場合構

造B においても結露が生じる 。図 l 、図 3 にこの場合の状態を ( C )

で示しである 。部屋の温湿度が、20'C 、60%以下では完全 に結露を

防ぎ、 20'C 、60%以上では結露を許す設計法をと ったとしよう 。 こ

のときには、どれほどの結露が生じるのかをま日らねばならない。 さ

きに述べたように結露呈の計算は明確にはされていないけれども 一

応の目安を与える計算法は存在している 。

I  !  
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図 4 結露量の計算 図 5 結露量の計算

(単層壁) (多層壁)

すなわち 図4 に示すように温度分布より決まる飽和水蒸気圧分布

を害き、与えられた内外の湿度の値の点からこの飽和水蒸気圧曲線

へ接線を引き 、そのときの接点聞において結露が生じ 、結露呈は接

線の勾配の差に比例して求められる 。 多層壁の場合は、 図 5 に示す

ように横輸を湿気伝導抵抗にとり、その上に飽和水蒸気圧分布を書

き、上と同様な方法により結露範囲 、結露iEが求められる 。

この方法を現在の例に適用してみよう 。 この場合には接点は存在

しないで単に折れ線となる 。構造 A においては図 2 に示されている

ように折れ線 a b  c 、構造B においては図 3 の折れ線 h i  j となる 。

結露盆は、構造 A では直線 a b とb c の勾配の差、構造 B では直線

h  i と I J の勾配の差に比例する 。図より分かるように、構造 B の

結露量は構造 A のそれより約 1 / 10とな っている 。すなわち結露を

許す場合でも防湿材は断熱材の前に置く方がよい。構造 A とB にお

いて 、結露の生じる点はそれぞれ b 点と l 点である 。すなわちどち
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らの場合も断熱材の外気側で生じていることに注意すべきで ある 。

これは防湿材の性能があまり大きくないためである。

第 2 の条件すなわち室内の湿度が80%のときでも 、構造 B で防湿

材の性能を高めれば結露を完全に防ぐことができる 。

それでは防湿材の性能を高めた材料 ( ここでの区別のため この材

料を断湿材と呼ぶ) を断熱材の高温高湿側に使用すれば、どんな場

合においても有利であるのか検討してみよう 。たとえば構造 B の防

湿材の代わりに断湿材を使用し、なおかつ結露の生じる条件がでて

きたと考える 。 この場合には結露は断湿材の表面で生じる 。 そうす

ると合板および、断湿材は水分を保持する能力が小さいため、わずか

な結露水によって障害が起こるであろう 。では構造 A の場合はどう

か。 さきの議論から結露呈はたしかに多いけれども、それ以上に

断熱材の水分保持能力が多ければ構造 A の方が良いという場合も

あるだろう 。

断熱材への結露

iLI が非常に多くな

って流下し被害 を

起こすことがなけ

れば、むしろ防湿

材はない方が良い

ということもある 。

断熱材の低温低

湿jJli] lこ断jE層を設

けた場合の研究結

果がある 。すなわ

ち、f呆; ]< 能力の大

きな材料いわゆる

空隙の割合が大き

な材料の片面を断

湿し、内部結露の

条件での研究であ

る。具体的な例で

， 
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図6 片面断湿した場合の内部結露条件

吸
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図7 片面断湿内部結露時の吸湿量の時間経過

言 えば、軽量コンケリートの屋根構造はこの場合に相当する 。図 6

のように内部結露の条件の場合には、 図 7 に示す吸湿i誌の時間変化

に見られるように露点位置に対応 したある 一定量で結露は進行しな

くなる 。 この平衡吸湿量が材料にと って降客が起こらなければ、こ

のような構造も有効で、あると思われる 。

さらに付け加えるならば、高温高混1ftl] Iこ防湿材を使用すると いう

考えで注意すべきことがある 。すなわち防湿性能を高めれば高める

ほど断熱材等の吸放湿材料による室内湿度の調湿効果が発揮できな

くな ってしまう 。急激な室内水蒸気発生に対して吸放温材料を使用

することに去り室内水蒸気圧の上昇をやわらげることができ 、結露

発生原因の恨本の対策になり得るのである 。

以上、防湿材料に関連していろいろ述べてきたが、つまるところ

結露に対して防湿材料は高温高湿側に置くものとい った安易な考え

で設計施工すると種々問題が生じるということを言いたかったので

ある 。

ここでは施工上の問題点には触れていないが、これも l坊温材を考

える場合に考慮すべき重要な要素である 。 このことも含め防湿材を

専門に扱う人がぜひとも必要であると主張されている方もおられる

ことを記してしめくくりとしたい。

( いIt だ てつ お 京 郎 大 学工学 部建築学教室)
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近畿地方における最低気温と風

松尾 喜代子

大都市の人達は現在のように暖房完備の中に住むようにな って大 自然の冬の

きびしさには少々縁がうすくなってゆくように思う 。 しかし、中都市の和歌山

などではまだ冬季の北西風にマフラーを かき合わせたり、凍った打ち水に足を

J 滑らしたり して自然の姿に接し冬を感じることができる。ここでは気象台が長

年観測し続けた近畿地方の最低気温と冬季の風向風速 について概 要 を述べる。

1 . 冬 季 の最 低 気 温

近畿地方 と一口にいっても南部は南海気候区に属し、中部は瀬戸内気候区に、

北部は裏日本気候区に属して、それぞれの特性がある。 第 1図 に 2 月の月平均最

低気温の 平 年 値 ( 1941- 1970年平均) の等温線図を示したが、南部、瀬戸内では

海岸線か ら約 l Okm内陸に入ると O. C になる 。図の部分は 0 " C 孟を示す。し かし、

日本海側では海岸線のみが o.Cである。 内陸部に入り 、高度がます にしたがって 、

最低気温が低 くなってゆくのはいうまでもない。また、最低気温の極値をみる と

最南端の潮岬でも - 4 .C 近 くまで低下する こともあ り、阪神地方でも - 6  - 7. C 

に、京都では一 10.C 近 くまで下がることがある 。(第 1 表参照)

2 . 最 低気温 の 経 年 変 化 と 都 市 気 候

最低気温は 、都市化によ る地 面の被覆状況の変化、大気中の浮遊物の増加 に伴

う地面 からの放射盆の減少等の影響を最も強く受ける要素の一つであるため、都

市化に伴 って昇温が予想、される盆である 。近畿地方の都市のうち彦根市は都市化

現象の最 もおそい 都市の一つで、気候的な変化 が少ないと考え られるが、この地

点の年平均最低気温を 基準とし、各地の偏差値 を示すと 第 2図 のようになった。

彦根の似ー低気温の経年変化の中で 1960年を中心にした約 10年は非常に高いが、こ

れは世界的 に温暖化 した年で、日本だけではない。彦根と各地との偏差をみると

約 0. 3 " C の昇温にすぎないが、京都だけは 3 .C にも達し、明らかに都市化の影響

をうけて いるようで、この原因は京都が海岸からはなれ、盆地 に位置し、 都市化

が直接気温に影響を与えやすいためであろう 。こ れに対 し、大阪、 神戸、和歌山

も都市化が進んでいるが、いずれも海岸に近く都市化に伴う現象を海陸風がくい

とめる役割を演じ、気温がそれほど昇温しなくなったのであろう。

以上は年平均の最低気温の経年変化を調べたものであるが、冬季の最低気温に

ついては和歌山の資料のみであるが、両者の経年変化 を比較 してみると、 第 3図

のようにな った。大体の傾向は同じであるが、冬季の方が 1960年頃の特別昇温に

してもやや高目である。この点からみて、京都の 3 " C の昇温についても冬季の昇

温が興味深いものであるが、つぎの機会にゆずりたい。

3 . 冬 季 の 憲 多 風 向

近畿各地の観測地点は、海岸部、 山間部 に散在しており 、 とくに、風は地 型の

影響をうけやすく、山間部ほど正しい風の測定は困難である 。第 4 図 に示したも

のは各気象台で 3 時間ごとに観測した風向( 16方位) について 30年間統計して各

風向の回数を 100 分比 に換算したもので、最 多の 1 位から 3 位まで記入したもの

である 。 この第 l 位の最多風向の出現は場所により、海風の侵入程度、卓越の大

第 1; 喪近銀各地の平年値 ( 1941- 1970年)
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第 1図 2 月の月平均最低気温図 (1941- 1970年平均)
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。。 。。

- 0. 3  0. 8  - 11 - 0.6  1.3 1. 7  1. 5  4. 5  0. 5 1. 6  4. 3 

最 低 級 位 ℃ - 10. 9 - 9. 6  - 6. 4  - 7. 8 - 6. 9 - 16. 5 11. 3  8. 0 - 9. 4 - 7. 5 12. 5 - 10. 0 - 6. 4 - 5. 2 - 6. 0 3.6 - 7.4 6. 0 - 5. 4  

最 多 風 向 N  W N NW N N W  W N N W  N N W  N  N W  W S  N E  W W N W  E N E  N W  S  W N W  W N W  
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小により決定されるようである 。このように冬とい ってもすべてに季節風が第 l 位になると

はかぎらない。たとえば和歌山のように海岸近くにある観測点でも紀の川の影響を多分にう

けて、夏を除いて最多風向が東北東になっている 。また近畿地方の代表都市についてもう少

し細かく夜( 3 時) 、畳( 1 駅前の最多風向について調べてみると 第 2 表のようになり、夜は

大体弱い風で風向はまちまちであるが、畳は各所とも品切m/ S 前後の風速で、風向は西より

の風( すなわち季節風) が吹いていることがわかった 。

以上で近畿地方一円の冬季の最低気温と最多風向の概略を述べたが、 結露調査にお役にた

.  
‘  

1  ｾ＠ LJ T - 奈良一彦恨

叶 ｾー｜ー

19∞年 1920 1940 1960 e ・

てば幸いである 。 ( まつお きよこ 和歌山地訪気象台防災業務詠唆)

第 2 表 冬 季 ( 12月 - 2 月) 時刻別 、風向別、風速階級別 出現度数 (単位 0 . 1%) (  1969年 12月 - 1972年 11月)

時 刻 風 速m階/級S  Cal m N N E  N E  E N E  E  E S E  S E  S S E  S  S S W  S W  W S W  W W N W  N W  N N W  N  

3 時

l. 0 孟 33 11 7  11 4  4  4  4  4  4  4  7  7  

l. 1- 3 .0  118  59 18  4  7  15  15  11 4  11 22 30 11 33 48 

大

( よる)
3. 1- 6 .0  70 81  15  7  4  11 44 26 33 41  26 

6. 1  <  4  4  4  4  26 74 15  4  

阪 15 時

l. 0 孟 4  22 4  7  4  4  

l. 1- 3 .0  18  41  22 4  4  7  7  7  15  30 11 4  4  18  

( ひる)
3. 1- 6. 0 44 30 11 11 48 48 44 11 22 18 33 

6. 1  <  22 4  4  7  37 137 85 22 18  48 59 

l. 0  ;;; 22 26 15  7  4  4  7  15  7  4  18  

3  
l. 1- 3 .0  59 37 37 4  4  4  7  11 30 41  30 37 100 

神

3. 1- 6 .0  7  11 26 4  4  70 92 55 22 15  

6. 1 <  4  11 7  37 55 37 11 4  

P  

l. 0 孟 4  4  4  4  11 4  4  4  

15  
l. 1- 3 .0  15 7  15 4  30 22 22 15  7  22 30 4  15  4  7  

3. 1- 6. 0 7  7  4  7  4  11 7  15  30 66 81 52 30 30 66 

6. 1 く 11 22 7  7  77 144 30 7  7  15  

l. 0  ;;; 140 59 59 15  11 4  30 18  15  18  18  15  11 30 37 41  37 

3  
1. 1- 3" .0  44  22 15  4  7  4  22 7  33 26 22 41  33 30 52 

京 3. 1- 6. 0 4  4  4  4  4  7  18  11 4  18  

6. 1 く 4  

l. 0 孟 4  7  7  4  11 7  4  4  15 4  15  

都
15 

l. 1- 3 .0  18  18  30 18  15 22 7  26 15 26 37 41  33 18  11 26 

3. 1- 6 .0  11 4  4  15  4  30 41  30 52 41 44 85 92 92 

6. 1  <  4  4  7  

l. 0  ;;; 4  7  11 

3  
1. 1- 3. 0 37 74 214  41  7  4  4  15  18 26 18  

和 3. 1- 6 .0  33 59 148 15  4  4  7  11 66 48 18  22 

6. 1 く 4  26 30 11 4  11 

歌

1. 0  主主 4  4  4  4  7  

山
15  

l. 1- 3 .0  18 15 26 11 7  7  15  7  15  44  48 44 

3. 1- 6 .0  52 26 7  4  7  11 11 4  22 48  66 103 77 114  

6. 1  <  26 4  7  7  7  37 37 15  26 

1. 0  主主 55 33 33 
37 

18  15  
26 

33 33 11 7  4  7  
4  

59 

3  
1. 1- 3. 0 37 52 

22 
4  7  

15  
52 44 41 30 22 33 18 26 33 41 

奈
3. 1- 6 .0 11 7  18 11 11 11 26 4  11 

11 
15 

6. 1 く 4  4  

1. 0 孟 4  4  4  15  4  7  15  7  11 7  4  

良 15  
1. 1- 3. 0 18 11 7  7  30 48 37 15  7  18  33 66 52 

3. 1- 6. 0 4  4  7  4  4  37 26 103 48 30 7  52 155 15  

6 . 1  <  4  4  18 11 11 26 

1. 0 孟 30 10  10  10  10 30 30 10  10  10  

3  
1. 1- 3. 0 20  20 10 10  10 80 140 80 20 10  10 10  

彦
3. 1- 6. 0 10 10  30 10 10  10 20 40 40 40  10  

6. 1 く 10  40 50 60 

1. 0  主主 20 10  10 10 10  10 10  10 

根 15  
1. 1- 3 .0  10  10  10 10  10 10  20 40 70 60 70 

3. 1- 6. 0 10  10 10  10  70 90 30 60 

6 . 1  <  10  10 40 130 60 10 
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プレノヴ住宅における結露多発地域とその防止対策

回大和ハウスの場合 ; 辺 J生

， . 結露多発地域は局地的な問題

近畿地方の結露多発地域として当社が確認している地区はありま

せん。理科年表から近畿 2 府 4 県の 8 観測所について、 1 月の平均

気温 ・湿度をみると、 3. 0- 7. 5'C 、59- 78%であり、これらから平

均水蒸 気 圧を求めると、 ＳＮＹＸ Ｍ ＴＮＵ 加叶 ｾｧ となります 。 東京では ＴＮ ｬＧ ｃ 、

5 7 %、3. 5伽 mHg、富山では 1. 9'C、8 3 %、4. 36mmHgですから、富山の

平均気温がやや低いのを除けば、結露の面から近畿地方が特異な気

象条件を持 っているとは思えません。

局地的な結露多発地域は、顧客からの情報としてとらえるわけで

すが、ある特定地区から集中的に発生したことはありません。

2. 当社の防露設計方針と実大住宅実験

消費者または顧客情報処理と設計 システム確立とを通して、当社

製品の性能は向上しまじたが、その中から当社の防露設計指針の要

点、をご紹介します。

また当社では昭和48年11月に中央試験所を 設立し、その環境試験

室に実大住宅を建設し、苛画告な条件のもとで結露現象の解明と対策

樹立がなされるようになりましたので、結露防止はソフト、ハード

両面から 一段と進歩しているのが現状であります。

3 . 床下結露とその防止

床下結露は年間を通じて起こり、基礎・土台 ・床下面 ・外壁パ ネ

ルの室内側、および内部の立上り 1 m程度が結露し、さらに押入結

露の有力な水蒸気供給源となります。床下結露の原因こそ、局地的

な結露多発地区の適例でありま して、特定条件の造成宅地がそれで

あります。特定条件とは、切土による地下水脈の地表接近、水田 (用

水路等を含む) の埋立による不透水層上の水分保持などであります。

当社では、 一般には床下換気口について配置基準を設け、通風に

配慮しておりますが、上記特定条件の土地など事前に状況がわかれ

ば、基礎高のかさ上げ、換気口の増設、床下全面コンクリート打ち、

床下ポリ シートしき込み、不透水層の切断等の対策を指示するよう

にしております。

奈良県下の水田埋立地に建設 した実例では、当初床下湿度が常時

9 0 %以上であり、換気口の増設で55- 6 5 %に低下し、結露がなくな

ったことがありました。

4 . 小屋裏結露とその防止

小屋裏結露が顧客より問題提起されることはきわめてまれであり

ます。

冬季の晴れた明け方に、屋根外面温度が夜間放射によ って外気温

より 5 ' C くらい低くなることはよ く知られております。 この場合た

とえ非住居の小屋であ っても、小屋裏水蒸気の一部は屋根裏面に結

露となりますが、日照とともに発散し、毎日くりかえされでも水分

が蓄積することはありません。

一般住宅における小屋裏結露の主な原因は、室内側からの水蒸気

の連続的な供給にあります。天井構造の透湿抵抗の大小で水蒸気の

量は左右されますが、絶対不透湿という構造はあり 得ません。 しか

し当社の一散仕織では通常の室内温温度ーでは小屋裏結滋は生じ ません。

写真 1 は中央試験所環境試験室内の実験住宅で、人工的に天井に

隙聞を作り、床面積19m
2

当たり 1時間につき 1500g の水を 12時間連

続して加熱蒸発させたとき、隙間の直上に生じた結露の状況であり

ます。 このときの居室は20'C 、外気は一 5 ' C でした。 これは通常の

施工、生活状況とはきわめてかけはなれた苛酷な条件下ではじめて

f尋られたものであり

ます。

小屋裏結露の発生

を左右する条件は、

天井断熱 ・屋根断熱

・天井透湿抵抗 ・小

屋裏気積と換気回数、

などでありま士。 と 写真 1 人工的な天井隙聞と大畳加湿によ って生じた小

屋裏結露 (当社中央試験所)

くに通風は大切で、

設計指針として、車干

裏天井に有孔板その

他を使用するように

しております。有孔

板の効果は、 写真 2

を見ても明らかです。

これは有孔板を透明

ポリエチレンフィル 写真 2 人工的な軒裏天井有孔緩閉鎖と大量加湿による

ムで閉鎖し、上記の

ポリフ ィルム内面の結露 ( 当社中央試験所)

加湿をしたときの状況で、フ ィルム内面が微粒の結露水で くもりを

生じております。

5 . 内部結露とその防止

小屋裏以外の内部結露とし ては、外壁パネ ル内部 (低温イJ ! i J) の問

題があります。パネル内 の結露は、次項で述 べる室内表面結露が生

じないときでも、水蒸気圧勾配がある限り 室内側か らパネ ル内へ侵

入する理屈ですので、 設計指針として所定条件での結露発生位置が

断熱材より外方 (低温似1]) の空気層や構造材 にあるかどう かを、 計

算によ ってたしかめることにしております。

しかし現実にはパネル内部結露が顧客から 問題提起 されることは

全くありません。 これは単に室内側から自で見えな いという ことで

はありません。実験室内の実大住宅でも、 6 帖の和室 (内装合板素

地) で、延べ60時間 lこ35kgの水を蒸発させたあと、 六 ネル内面を切

りと って目視検査をしましたが、結露水の蓄積はま った く認、められ

ませんでした。 このときも室温は20' C、外気はー 5 'C でし た。

6 . 室内表面結露とその防止

関口部( 窓ガラスおよびアルミサッ シ枠) 以外の室内表面結露の

発生については、室内空気の温湿度と内表面温度 とによ って、 一義

的に決定されるので問題はないようですが、い くつ かの顧客情報が

寄せられております。これについてはお客様の生活条例ーに関係する

要因があり、次項にて申し述べます。

当社製品で設計上配慮を要するのは、鉄骨パネル組立の接合部(ジ

ョイント) であります。軽量鉄骨が熱橋を形成するので、 設計指針

では結露防止桟と呼ぶ断熱層を取り付けるようにしております。図
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図 1 パネルジョイント内面温度分布 (当社 中央試験所)

1 はジョ イン 卜の断面図と 、内表面の温度分布 を示しておりますが、

結露防止桟によって、熱橋昔日内表面の落ちこみが改善されておりま

す。図の最低温度を示す測定位置No. 6 は、図の温度条件では室内湿

度80% 以上にならなければ結露しない計算となります。暖房時の室

内湿度は60%を設計値とするのが一般の傾向ですから、熱橋の弱点

はカバーされているわけです。

表面結露で最も問題になるのは押入内表面です。暖房した室内の

温湿度に比べ、押入内空気は一般に温度が低く湿度は高くなるから

です。設計指針ではプラン作成時に押入の設置位置に配慮 し、寒冷

地 などでは設置位置によって全部または一部に対して 、仕上面の上

から断熱材25mm程度を増し張りするか、合板または石こうボードと

空気層の併用をするなどしております。

室内表面仕上材料の性質によって 、表面結露が発生せず、また発

生しでも目立たないもの、吸放湿特性のあるもの、結露しやすく 目

立つものなどがあります。顧客の要望とも関係がありますので、設

計に際してよく 打 ち合わせるようにしております。

7 . 生活犠式と結露防止

結露、 とくに室内表面結露の防止 は、居住者のご理解とご協力に

より効果を上げる場合が多くあります。当社では入居に際し汗主まい

の手ヲ 1" という 印刷物をお渡しして 、長く快適に居住していただく

方法，をお知らせしております。

冬季の暖房に際して、水蒸気を発生する石油 ・ガスス トープの使

用、 さらにそれらにヤカンなどをのせるのは、室内湿度を快適範囲

以上に高めますので、やめたり制限 したりするのが生活の知恵であ

ります。

室内空気撹祥用の家電製品( サーキュレータ) は、空気温度の垂

直分布を均一 にして快適 さを増しますが、同時に壁面の熱伝達率を

地大して表面温度を上昇させ、結露防止にも役立ちます。また北陸

地方を中心に家庭用除湿器が、年間相当期間にわた って使用されて

いることを聞いておりますが、これも結露防止に大きな効果を期待

できます。調理に際し換気扇 ・レン ジフードを使用して 、煙 ・臭気

とともに大立の水蒸気を屋外へ排出 し、 室内の温度調節に役立 って

いることは、すでに大方の認識されているところであります。

要するに、室内表面結露の防止は、メーカーと居住者の協力によ

るべき点があることをご認識願いたいのであります。

( わたな べひろし 大和ハウス工業 K K技術部長)
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プレハブ住宅における結露多発地域とその防止対策

図積水ハウスの場合辻本彰

図 - 1 にプロットした地域が現在まで結露被害が起こった地域で

あり、ここに共通しているものとして 、盆地 または 山沿いに近く、冬

場、風が全くない日がしばしばあり、近くに湿気の原因となる湖、

川 などがあることがあげられる。し かし これらは一般的 な割合広

い範囲で言えることで、実際に被害の起きた家の周辺 について考え

ると、とくに周辺環境が悪い場合がほとんどである 。たとえば家の

すぐ裳に川や湧水があるとか、隣家に日差しを遮られて一日 中陽が

全く当たらない部分があり結露・が発生するとか、その原因は種々多

機なものがある 。 したがって実際に結露対策を行う場合は建築場所

の地域性とともに家の周りの環境チェックも必要でトある 。プレハプ

住宅においてはあらかじめ標準仕様として結露防止対策仕機をする

のも一つの方法であるが、過剰品質となりコストアップの要因とも

なるので、 地域ごとの仕様を決定し、その上で建築現場に問題があ

るようなら 、その現場に合 った対策を講じるのが一見めんどうなよ

うに思えるが、一番有効ではないかと考えられる 。

具体的な結露対策として

基本的には住宅の断熱性能を向上させ、結露防止上弱点となる熱

橋部をなくすようにする 。 とくに鉄骨フレームは熱橋となりやすい

ので、 この部分には十分考慮する 。 この方法として通常ロックウー

ルまたはグラスウール50引を外壁、天井に敷きつめる 。 とくに隅角

部には下方50cmくらいまでは50 %2 層にする 。 また透湿を i坊ぐため

にポリエチレンシートを断熱材と同じように外壁天井に敷く 。 この

とき 、重ね代を十分にと って施工しなければならない。

設計上の結露対策として

結露が発生しやすい押入れを隅角昔日にも ってくることを極力さけ、

とくに北および西側には絶対に配置しないようにする 。 さらにプラ

ン決定の際に通風、換気が効果的になされるようにすることも大切

である。冬に室内で湿気を発生するものはいろいろあるが、とくに

ストーブや室内で洗泌物を干したりするとその水蒸気が結露の原因

となることが多い。この水蒸気を換気、通風によって効果的に逃が

してやることが大事であり、とくにプレハブ住宅では従来の木造住

宅に比べて気密性が高く、逆に言えば湿気の逃げにくい構造ともな

って いるので、 il f ! 風、換気がスムーズに行われるようにプランを考

えねばならない。

施工上の ミスが原因で結露の被害: を招くこともしばしばある 。 li iJ

述した断熱材、防湿材の胞工に誤りがあれば、せっかく 敷いた材料

もその役目を果たさなくなるので、現場の職人に対する教育指導を

行うことも大切で、ある 。

同じ建物が数棟ありそのうち 一棟だけ被害 があったとい った例が

ある 。 このようなときはその家の周辺環境の調査も必要であるが、

お客様の使い方に問題がある場合もよくある 。すなわち冬に石油ス

トーブを焚いてその上にヤカ ンをの せ、洗濯物を干し 、換気を 全 く行

わないという家では、当然結露が発生している 。

.  
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プレハブ住宅では気密性があり内装材もどちらかというと吸湿お

よび放湿性のあまりない材料を使用することが多く( 乾式工法) 、

このため一度発生した水蒸気は有効な換気がないとすぐに結露へと

繋がる場合があるので、お客様に対してあらかじめ住宅の使用方法

を説明しており、少しでも結露- の被害をなくそうとしている 。 もち

ろん 、少々のことでは結露しないように設計 ・施工しでおかねばな

らないことは言うまでもない。たとえば外的要因への対策として、

床下からの湿気がひどいと考えられる現場にはグランドシートを敷

きつめ 、下からの湿気を遮ったり、近くに湧水などがある所ではそ

の水が家の下に回らないように側溝を作るとか、おのおのの建設現

場に応じた対策をあらかじめしておく必要がある 。

つぎに、実際の結ｾ例とその対策を述べる 。

実際の被害例

場所 岐阜県恵那市

(1) 地理、付近環境

岐阜県下の山岳部に位置しており 、付近一帯は非常に湿気の多い所.

で、建物の裏には小高い山があり 、その山の一部を切りくずした所

に建築されている 。 この山からの水が床下に流れ込み、また 、山と

建物の聞に 、冬、寒気が流れ込み、そのまま停滞し、そのため外壁

面が非常に冷え込み 、結露に対して非常に不利な環境にあると思わ

れる 。

(2) 結露状況

山行!IJ ( 西側) にあたる 和室の壁および束。! I J の和室の壁および天井哀

の梁、!fT'地板がかなり濡れており、床下点検のため 、査を上げて見

ると、直: 床がひどく腐っていた。

(3) 対策

( イ) 外壁の断熱性能を上げるために、外壁パネル内にロックウール

⑦50引を隙聞なく入れる。

( ロ) 外壁パネル接合音11 ( 白地部分) (こロ y クウールを充填する 。

( ハ) 屋切に換気n を追加する 。

( ニ) 軒誕換気口の数を治す。

( ホ) 室内で発生した水蒸気を可能な限り小屋哀に逃げないようにす

るため、天井裏に発泡ポリエチレンシートを敷きつめ 、その上にロ

ックウール( I ) 50弘 を敷き込んで断熱性能を向上させる 。図 2 、3 の

ように家の周囲に側溝をもうけて 、床下に水が流れ込まないように

工事を行い、床下からの湿気による被害防止を計る 。

x  x  

以上のように、対策の基本としては結露発生部分およびその周囲

を寒冷地f士織に準じるものにして、さらに、被害状況からみて不十

分と思われるときは、重点的にその箇所に処置を行うことであるが、

土地の状況をよく把握して、湿気防止に有効な対策を臨機応変に行

うことが肝要で、ある 。 また 、建てる Ii I T の設計段階として、このよう

な条件の惑い所は最初から寒冷地仕様にして、なおかつ、土地の水

はけを良くするような対策を基礎工事に先立って行うことである 。

図 - 1

④ 

「

x

¥α 

図 2

図 - 3

( つじ もと あきら 捌ホハウス K K 技術部)
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プ レ ハ ブ 住 宅 に お け る 結 露 多 発地域 と そ の 防 止 対 策

ｾナショナル住 宅の場合 森 田 功

住宅内で発生する結露と、住まい方を主とした生活様式とは、か 当たっているところと家具の裏側にあたる壁や家具の裏板とに温度

なり密接な関連づけがなされていることは周知のとおりである 。近 差が生じ、暖かい空気が家具の裏側に流れ込むと急に冷却 され結露

年、アルミサ ッシの普及により住宅の気密性がよくな ったこと 、石

油ストーブやガスストープによ って室内発生水蒸気量が昔に比べて

増加したこと、などが主要因である 。一方、住まい方は旧態依然で、

気密性のあまりよくない住宅に住んでいたときと同じように、窓は

一 日中閉めき ったままで換気などはおおよそ考えられていない 。ほ

とんどのプレハブ住宅は各室に必ず l ヵ所は換気口が設けられてい

る。 しかし、石油ストーブの上にヤカンを乗せて沸騰させ、またそ

の回りで洗濯物を乾かすようなケースには通常設けられている換気

口ではとても間に合わなく、アルミサ ッシや窓ガラスあるいはも っ

と悪条件が重 なると壁の表面 にまで結露が発生し、問題を生じてい

る。決 してプレハ ブ住宅だから発生するのではなて、室内の状態に

応じて適当な換気 が必要であることはいまさら述べるまでもない。

結露は、①窓ガラス、②アルミサ y シ、③押入れ内の壁表面、④

家具の裏側、⑤内装材表面、⑤壁の内部、⑦j、屋裏の屋根下地、な

どに見られるが、そのほとんどが換気によ って解決できる 内容であ

る。 それらのことについてもう少し詳しく述べることにする 。

x  x  

室内で、水蒸気はどれほど発生されているか。つぎの表は“ 住宅と

省エネルギー" (通産省生活産業局住宅産業課編) から抜率したも

のである 。

室内水蒸気発生量

水蒸気発生要因 |  発生水蒸 気狂

人( 縫い仕 事) 1  則 g I  H)  

ヤカン( 中 型) 11300- 14∞( g  I  H) 沸騰

す き 焼 1  .5制 g I  H )  

食 事(和風) 2則 g I  H)  

都市 ガス 開放 ストープ (360山 I/ Hあたり ) I ω - 6側 g I  H)  

プロパンガス 附 ストープ (36似 凶Hあた り) 1  馴 g I  H )  

石油開放 ストープ (3600K叫 IHあた り) I  450 (  g  I  H )  

たとえば、石油開放ストーブの上にヤカンを乗せて沸騰させた場

合、石油開放ストープから 450g/ H. ヤカンから 1300- 1400g/ Hの水

蒸気 が発生し 、合計する と、1750- 1850 g/ Hとなる 。つまり、 1時

間に牛乳ピ ン約 9 本分の水蒸気 を室内に放出したことになる 。 この

よ うに多量の水蒸気 を放出するときは、居住者に対してつぎのよう

な結露防止策を 実施するようにお願いしている 。 ①ときどき窓を

開放 し、室内 の湿 った空気 と屋外の乾いた空気を入れ替える 。@牒

気扇等 による強 it iJ換気 をする 。③除湿器を設置する 。 これらの対策

は窓ガラス、 アル ミサ ッシ 、内装材表面に起こる結露に対して有効

である 。

つ ぎに家具の裏側 に起こる結露・があるが、この原因は多量の水蒸

気 を発生させれば当然結露ーするが、前述のような極端な例以外でも

起こることがある 。石油ストーブやガスストーブは反射型が多く使

われているが、 この反射型のストープが問題を起こすのである 。反

射型 ス トーブでは室 内の空気温度分布が悪〈 、ストープの熱が直接

3 2  地築と社会/ 1976' ド1011 号

が起こる 。 このような場合の解決方法は温風暖房が最も効果的で、

できるだけ室内の空気温度を均一化することが望ましい。また、ナ

ショナル住宅では家具の裏側 にあたる壁面に結露が起こった場合に

は、 防露材 ( 軟質繊維板とスタイロフォームの複合板) を壁面に貼

ることにより解決している 。 この防露材は押入れ内の壁面に起こる

結露対策にも使用しており、その効果はすぐれたものである 。

押入れ内で起こる結露には 2 通りが考えられ、 一つは室内で発生

した水蒸気が押入れのふすまの隙聞から侵入し温度の低い押入れ内

で冷却され結露する 。 もう 一つは外壁に面した押入れの場合で、外

壁の断熱性が不足していると当然のことながら結露が起こる 。気温

の低い地方に建設するときは外壁の断熱はとくに考慮する必要があ

る。外壁の断熱が不足であれば押入れのみならず、浴室に接したと

ころでは内部にまで結露が起こることがあり、注意を要する 。

ここで断熱材についてとくに注意しておくことがある 。 グラスウ

ールやロックウールのようなマット状の断熱材はl吸湿作)11が大きく、

内装材を浸透してきた水蒸気を吸収してしまう 。吸湿した断熱材は

断熱性が低下するために壁の内部は湿度も下がり、しかも湿度が高

くなるために結露が起こりやすくなる 。 したがって壁の内装側に透

湿しない材料を設けるか、マット状断熱材をポリエチレンフィルム

などで被覆して使用することが望ましい。ナ ショナル住宅では後者

をf采用している 。

つぎに小屋裏での結露について少し述べておきたい。小屋裂で注

意を要する個所は屋根下地である 。 とくに寄せ棟の屋根については

プレハプ住宅、 一般木造住宅を問わず多いようである 。 この原因は

小屋裏に換気口を設け難いところにあると恩われる 。積雪H寺や夜間

の天空放射によって屋線全体の温度が低下し、 小屋裏の空気温度と

の間に差が生じて屋恨下地の小屋裏側に結露- が起こる 。小屋裏の空

気温度が外気温より高くなるのは、天井から室内の熱が逃げてくる

ためで、天井に十分な断熱材を設けることで防止できる 。 しかし、

寄せ棟の場合は天井断熱だけでは解決が困難である 。天井断熱と同

時に十分な小屋裏換気を必要とする 。寄せ棟は棟に空気の滞留する

部分が広くなり、結露の起こりやすい環境にな っているからで、滞

留した空気を動かすことが結露防止のポイントになる 。小屋裏の換

気方法として簡単にできるものでは、車干天に換気口を設ける方法が

ある 。 この方法であればどんな形の屋根にでも適用できるからであ

る。ただし寄せ棟の場合は車干天の全周に換気口を設けることが効果

的である 。

結露の防止方法としてはそのほとんどが換気によ って解決できる

が、過度の換気は熱損失を大きくすることとなり、エネルギの損失

を招く 。 したがって換気計画が非常に重要な設計ポイントになる 。

結露防止と熱損失をにらみ合わせた換気量の決定、それに見合うだけ

の換気口の面積、隣接した建物と風の影響などを設計条件に折り込

むことが大切である 。 また予算に余裕があれば排気装置の付いた暖

房器の設置も考慮するべきである 。

( もり くに い き お ナショ ナJレ住宅建付K K商品技術部技術課主任)
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断 熱 材 料

技術資料頁

パーライト断熱コンクリー卜

P C- A  

1. 0  

0.9 

＿ｾ＠ 0. 8 

S 07  

率 0. 6

>-

3言 。5

の

と O. '1  

、、

; .  0. 3 

d  

0.2 

0. 1  

熱伝導率算定式 λ = 0 ∞017 0 + 0.280

品l止8( 'c )

- 単 体 材 料

東邦パライト Ｏ ｾーラ イト断熱コン クリート ｐｃ Ｍ ａ 33 

東邦パーライト Ｏｾーライト断熱コンフリート ｐｃＭｄ 33 

かねくら工業 かねくら壁 34  

リッケン 結録防止塗壁材 デューコート 34  

オリ工ン7 - 1レメ7- 1レ製造 オリエンヲルボーロイドメ7 - 1レ 34  

岩 城 硝 子 フォームグラス (多泡ガラス ) 35 

大西化成興業 カネパールボード F 35 

鎗，刻化学工縫 カネライトフォーム F 一 日 35 

積水化学工業 ソフトロン S 36 

大盤工業 ダイケン ・シージングボード 36 

東邦パーライト ネオパールスキン 36 

東 レ トーレベフ 37 

日本板E向子 フロ ーティング ウール 37 

日本無機織総工業 ハウス 7 ''/ 卜壁 ・ハウス 7 ' / トシルバー 37 

- 複 合 材 料

1量，刻化学工業 カネライトパネ J レ 38 

大同鋼板 防火パネルー R 38 

製 品 の 概 要 規 格 寸 法 及 び 工事 価 格

黒 熔 石 系 発 泡 パ ー ラ イ ト の 大 粒 ( 粒 径 4 mm-

15mm) の も の を 断 熱 材 と し て 用 い 、 こ れ と セ

メントモルタルを混練して床に打設するもの。

経1止、 断熱 ・結 露 防 止 の 床 と な り 、 ま た 床 衝

君主音の吸収に効果あり 。

規格寸法巾叩 X 長さ聞 X 厚叩

:，]t.上の f.i ff:/j芭工

施 工 及 び 使 用 部 位

工事価格 ( 昭和 51. 9現 在 )

厚さ 80mmの場合

2. ＹＵＰＱｾｉ Ｏ ｭ Ｇ＠

仰さ LOOmmの場合

3..400I :rJ /m'  

製 品 の 性 能

主 材 料 黒 焔 石 系 発 泡 パ ー ラ イ ト

セ メ ン ト モ ル タ ル

床 材 と し て ス ラ ブ コ ン ク リートの上 に 打 設 し

直接堂下、 P タ イ ル 下 、 ま た は 繊 慾 下 と し て

使 用 す る 。

熱 伝 導 率

重 さ

密 度

安 全 使 用 温 度

燃 焼 性

吸 収 率

O. 283Kcal / mh"C (l S' Cの場合)

l 02kg/ m含( l OOmm 厚 のj J ; ) 合)

1 ，020kg/m
3  

800' C まで

不t然

8 グv. l

測定所( 財) l l i 材試験センター 圧 縮 強 さ 80- 90k g / c m

2  

東 邦 パーラ イ ト 株 式 会 社

大阪市東区森之宮酉の町 594

T  E  L  06- 941- 9243- 7  

測定年月 IIll. 49.1 遮 音 性 衝 撃 音 を 吸 収 す る

パーライト断熱コンクリート

P C - D  

。
9  

8  

7  

f滞S5云肝A  o  0  

>- 。6  

ヨ言 。5  

n  

と o 4  

、ヨ、

ｾ＠ す O  

。

。

熱伝導率算定式 λ = 0 ∞0298+0 .520

I  I  

「寸

r- - T- r  

10 却 却 '10 却 曲 70

渇度 8 ('c )  

isiJ 定 所 (l!. W.l ! 材試験セ ンタ ー

測定年 11 IIs. 48. 8  

製 品 の 概 要

黒 :I:l d石 系 発 泡 パ ー ラ イ ト の 大 粒 ( 粒 径 4 mm-

15mm) の も の を 断 熱 材 と し て 用 い 、 こ れ と セ

メ ン ト モ ル タ ル を 混 線 し 昼 k の 防 水 押 さ え と

して打設し、 1段位 、断熱 、歩 行 可 能 屋 上 床 と す

る。

製 品 の 性 能

主 材 料 熟 :I:l d石系発泡ノ f ーライト

熱 伝 導 率

重 さ

密 度

安 全 使 用 温 度

燃 焼 性

吸 水 率

圧 縮 強 さ

遮 音 性

セ メ ン ト モ ル タ ル

O. 524K c al/ mh  "c (15" C の場合)

86kg/m 2  ( 60mm厚 の 場 合 )

1，460kg/m
3  

800' C まで

不か刈笠

9. 8グv. l

90kg/ cm
2  

衝 撃 音 を
I吸収する

担 当 部 課 本 社 営 業 部

規 裕 寸 法 及 び 工事 価 格

規絡寸法 巾anX 長さ師X 厚聞 工事価格 {昭和51. 9現 在 )

当社の J.'Hf:胞 E l事さ 60mmの場合

1.940f' J /m'  

施 工法 及 び 使 用 部 位

屋 上 の 床 材 と し て 防 水 附 の 上 に 打 設 し 、 一 ぱ

つ 工 程 に で 仕 k け‘ を完了する 。

東 邦 パ ー ラ イト株式会 社

大阪市東区森之宮西の町 594

T E L  06- 941 - 9243- 7  

担 当 部 謀 本 社 営 業 部

3 3  



かねくら壁

熱伝導率算定式 λ = 0 ∞1058 + 0  .1410 

。

試験体 A

拭耳主体 B

/  

' 1/ 

0

0

0

0

 

熱

伝

場

率

三

円

2。

。

¥

ヨ

r

d

u

0. 2  

。

10  20 30 40 間 同 70

品l立 8 (' C )  

測 定 所 側 日 本 建 築 総 合 試 験 所

測定年月 ｉｉｾＮ＠ 49.10  

製 品 の 概 要

紫材 は 、 珪砂 、セメン ト等 に気 泡 を 混 入 し 型

枠 に入れ成型し 、 オートク レープ養生したも

の で あ り 、 工 場 内 に て サ ッ シ を 取 付 、 外装 吹

付 タ イ ル仕 上 の 完 成 さ れ た 、 カーテンウオ ー

ルです 。

製 品 の 性 能

主 材 料 社秒、セメント

熱 伝 導 率 0. 156K cal / mh.C  ( 15.C の場 合)

重 さ 70kg/ m' 

密 度 0. 9kg/ ば ( 気乾)

燃 焼 性 不 燃 性

吸 水 率 28%  .1  

曲 げ 強 さ 15kg/ cm'  

圧 縮 強 さ 130kg/ cm'  

遮 音 性 47dB (l ，OOOHz)  

規 格 寸 法 及 び 材 料 価 格
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30. 450PVm'  

(材工共)

施 工 法 及 び 使 用 部 位

工土品} で最終仕 上 の 終 っ た カ ー テ ン ウ オ ー ル は

レ γ カ車で吊上げて 4 本 の ボ ー ル ト に て 取 付

l 日 約30枚 (200m') 完 了 し ま す 。

またコーキングは 、建 物 内部 よ り 行 い ま す の

で 早 く 安 全 で 、 完 全 に 出来 ます。

か ね く ら 工 業 株 式 会 社 岩 倉 工 場

愛知 県 岩倉 市 北 島町 権 現 山3030ー 10

T  E  L  0587- 37- 1079 

担 当 部 課 技 術 課

結露防止塗壁材

デューコート

熱伝導率算定式 λ = 0.000469+0. 1164  

＿ｾ＠
{云 0. 7

4事

率 0. 6

>-

{  

R  

g  0. 1  

、、

ヨ 0.3

=r 

ｾ＠ 0. 2 

0. 1  

y品l正 8 ('C )  

測定所O l : ! ) 日本建築総合試験所

測定年n ｉｉｾ Ｎ＠ 50 .10  

製 品 の 概 要 規 格 寸 法 及 び 材 料 価 格

デューコー トは結露防止 を目 的 とした 、新し

い タ イ プ の 左 官 間無 機 質軽 量塗 壁 材 で す 。ハ

イノ守一ラ イ ト、 シラスノ{ ) レーンなどのf放剥日な

正 球 に 近 い 中空 体 形 状 の 骨・材 を混入している

ため i経i Ll : で断 熱性 にすぐれて い ます 。 無 機 質

の た め 完 全 不 燃 で 耐 熱 性 が あ り 水 練 り す る だ

けで簡単に金コe テで壁、天井 、床に塗ることが

で き 作 業 性 も 極 め て 良 好 な 結 露 防 止 材 で す 。
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製

主

熱

密 度

安 全使 用 温 度

燃 焼 性

曲 げ 強 さ

圧 縮 強 さ

666kg/ m
3  

50.C まで

不防刈全

19.  6kg/ cm'  (  4 週 強度)

47.  3kg/ cm'  ( 4 週 強 度 )

主藍 ｾ＠ 施 工 平 米 材料価格(昭 51. 9 現 在 ) I  

10mm 3.0m'  

クラフト紙袋入り

15mm 2.0m'  

20kg 2.  00011' 1  

20mm 1. 5m'  

施 工 法 及 び 使 用 部 位

地の点検、消婦、適度の打水 ( コンクリート ) また

は接着剤j にでシーラ処理して下さい 。

ジョ イント及び短端な凹部は付送り下地調整して F品、。

デューコートの塗j写はi成立草地区により技術資料参照

の上設計願います 。

デューコートの水練りはi争水を用いて充分にして Fさし、 。

塗り面は銅王を加えてキi肢の跡、仕上げをして下さい 。

繊維壁、 ジュ ラク壁仕上の励合は下塗材怯A最後純工

して下さい 。

株 式 会 社 リ ッ ケ ン

広 島市 舟入中 町 3 - 31

T  E  L  0822- 93- 2803 

福山工場開発室 T  E  L  0849- 53- 4372 

オリエンタ J レ

ボーロイドメタル

製 品 の 概 要 施 工 法 及 び 使 用 部 位

オ リ エ ン タ ル ボ ー ロ イ ド メ タ ル は 、亜鉛メッ 「オリエンタルボーロイド」は、オリエンタル

キ 鋼 板 を 芯 材 と し て 耐 候 性 、耐 蝕 性 に 優 れ た メタル同様各種液型に成主l 可能であり、屋根、

表 面 被 孤 で 仕 上 げ た オ リ エ ン タ ル メ タ ル 製 品 外壁 材 と し て 、結宣言防止の目的を充分達成す

の 裏 面 に 吸 水 位 に 富 ん だ 「 ア ス ベ ス ト フ ェ ル ることができます 。

ト」を貼合せた耐久性、断熱性、遮音性に{愛

れ た 製 品 で す 。

製 品 の 性 能

主 キオ 料 織 組接 着亜鉛メ γ キ鋼板

熱 伝 導 率 O.  2K cal  / mh.C (20"C の 場 合)

重 さ 4 .7- 7. 9kg/ m'  

安 全使 用 温 度 1l 0.C 、 24Hr

時 帰 穆 滑 層
燃 f尭 性: 不燃( 個) 第 1059号

オ リ エ ン タ ル メ タ ル 製 造 株 式 会 社

吸 7]< 量 200H，Ogr/ m'  尼崎市昭和南通 3 - 2 6 松本ビル内

耐 屈 曲 性 20. C φ6 mm90・巽? 告ーなし T E L  06- 412- 5131  

遮
コE企ヨz  

性 14- 34dB 担 当 部 課 営 業 本 部



フォームグラス (多泡ガラス)

( 公差土 6 %)

熱伝導率算定式 λ =0. 000158 +0. 0425 
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品皮e ("C)  

製 品 の 概 要

フォームグラスは、無機ガラスの独立気泡か

らできているので、吸水性がなく、断熱効果

は絶大です。更にガラス質ですから不燃性、

耐 酸 ・耐アルカリで腐蝕、鼠害、虫害の恐れ

も、経年劣化の心配も全くありません。

製 品 の 性 能

主 材 料

熱 伝 導 率

重 さ

密 度 .

安全使 用温 度

燃 焼 性

吸 水 率

曲 げ 強 さ

圧 縮 強 さ

遮 音 性

無機ガラス

0. 045Kcal /mh"C (15' C の場 合)

7  .4kg/ m'  (51mml 享の場合)

1 3 0 - 140k g / m
3  

- 270 - 430 . C 

不 燃

0. 2o/v.1  

5  kg /cm
2  

規 格 寸 法 及 び 材 料 価 格

規格寸法 巾聞× 長さ anX厚叩 |材 料価 格( 昭和51. 9現在)

3O.  5 X45. 7X3.  8  1  520円/ 枚

3O. 5 X45. 7X5.  1  1 応O円 / 枚

3O. 5X45.  7X6.  4  1  845円 / 枚

30. 5X 45. 7X7. 6 975円 / 枚

3O. 5X45.  7 X lO. 5  1.300円 / 枚

( 大量受注に際しでは別途 考慮 )

施工法及び使用部位

建築関係の断熱として、屋根の断熱施工があ

ります。 コンクリ ー トスラブ上にフォームグ

ラスを敷くコンクリート構造の場合、または

デッキプレートの下にフォームグラスを母屋

で受ける鉄骨・構造の場合があります。特 に 高

湿度に調節を要する建築物においては、屋根

材のl腐食と結露を完全に防止できます。

岩 城 硝 子 株 式 会 社

東京都千代田区丸の内 3 - 2 - 3

T E L  03 - 214- 7401 ( 代表)

7  kg/cm

2  

大阪市北区省線崎上 1 - 48

28.  3 d B (60- 4  ，000c/ sに於け

T E L  06- 362- 6291  ( 代表)

る平均透過損失)

担 当 部 課 販 売 第 1部装置線材

カネパールボード F

。。

。

5  
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10 20 却 40 四 回 70

温度 e ("C )  

測 定 所 鐙 沸l化学工業大阪工助

il! IJ 定年月 ｉｉｾ Ｎ＠ 45.  8  

製品の概要 規格寸法及び材料価 格

カネパールボード F は、創造する総合化学メ

ーカである鎚測化学 の自己消火性発泡スチレ

ンビ ーズを使用し弊社の品質管理のもとで、

独自の成型法により生産された日本工業規格

(J I S ) 表示許可商品であります。

規格寸法巾凹× 長さ anX厚m 材 料 価 格 (昭 和51. 9現在)

2. 5 250円 / 校

3. 8 375円 / 枚

91. 0X60. 5 

5. 0 500円 / 枚

7. 5 750円/ 校

施 工法 及び使用部位

l 食品関係の冷凍; 令滋設備

製品の性能 ( カネパールボ - 1" F  J I S - 3号 品) 2 .建 築 材 料

主 材 料 自己消化性発泡スチレンピーズ 3.蓄熱保温設備及び、工業設( i iif 、船舶、コンテ

ナーの断熱材と遮音材をかねて、それぞれ
熱 伝 導 率

重 さ

密 度

安全使用温度

燃 焼 性

吸 水 率

0. 033Kcal/mh' C (15"C の場合)

1  kg/ m

2  

(50mm厚 の場合)

0. 020kg/ m
3  

70. C まで

J I S燃 焼 試 験 法 に 合 格

l o/v.l 以下

に効果を発得しています 。

大 西 化 成興 業株 式 会 社

大阪市北区此花 町 2 - 2 8

曲 げ 強 さ 4. 0kg/cm
2  

T  E  L  06- 358- 5681 (代表)

圧 縮 量 0 .7mm(12kg/ 25cm
2

荷 重 ・l テレ ックス (523) 4  0  4  4  

分 間 ) 担 当 部 課 建 材 諜

カネライトフォーム F - II

熱伝導率算定式 λ =0.00015  8  +0. 0210 

0. 1  D  
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温度。( "C)

III IJ 定 所 OH)建材試験七ンター

測定年トJ II !{. 51. 2  

製品の概要 規 格 寸法 及び材料価格

カネライトフ ォームはスチレン樹脂を連続抑

出し発泡法によ って生まれた断熱 ・結露防止

材です。姉妹品 F- I は熱伝道事率 0 . 029 Kcal /  

mh.C です 。

(特性 )

①熱をさえぎる

③ 強くてじ ようぶ

信芳友群の接着性

製品の性能

主 材 料

熱 伝 導 率

重 さ

密 度

安 全 使用温 度

②* - を吸わない

④ 軽くて加工が容易

⑥ 安 定 し た 品 質

スチレ ンfMIJ 旨

0.023Kcal /  mh"C (l 5"C のi J，!合)

o  . 875kg/ m
2
(25mm厚 の 場 合)

35kg/ m
3  

70. C まで

燃 焼 性 J I S A 9511 に準じ合格

吸 水 率 O.Ol o/v . l

曲 げ 強 さ 5 . 0 - 5 .5kg/cm

2  

圧 縮 強 さ 3 . 5 - 4 0kg/cm'  

規格寸法 巾聞× 長さ聞× 厚田 材 料 価 格(価 和51. 10現 在)

F - n  F - 1  

2. 0 1.360f' 1/枚 Ｙ ＷＰｉＧｉ Ｏ ｾ ｪＨ＠

91X 182 

2. 5  1.7001'1/宇文 1. 220['1/'炊

3. 0  2.040I' I/ .fx  ＱＮＴ Ｖ ＰｉＧｉＯｾ ｪＨ＠

3. 8 Ｑ Ｎ ＸＵ Ｐ Ｑιｉ Ｏｾ ｪＨ＠

4. 0  2.720ド1Ｏ ｾｪＨ＠

--・-
施 工法 及 び使 用 部 位

R C の 場 合 @ 打ち込み工法 ・ー ーあらかじめに

型枠にカネライトフォームを取り付けておき、コ

ンク リー卜打殺とともに、 打 ち込む工法

@ 後張り 工 法 ・ー型 枠 取 り 外 し 後 下 地 不 陵 を 直

し接着剤で張り付け仕上をする 工法

使用個処は屋上断熱、天弁事長面、壁結E書官1I 、

床 湿 度 の 多 い 所

鐘 j刻化学工業株 式 会 社

大阪市北区中之島3- 3

T  E  L  06- 202- 1121 (代表)

担当部課樹脂製品部建材課

35 



ソフト口ン S 製 品 の 概 要 規 格 寸 法 及 び 材 料 価 格

ポ リエチレ ン樹 脂 に 放 射 線 架 柄 を 施 した後、

要例云導率算定式 ' ¥=0. ∞0208  + 0.026 ( #  3000)  所 定 の 発 泡f者率 に11彰脹させた軟T引11立 気 泡 榊

0. 1  

λ =0. 000228十 0.023 ( #  4000)  造 の辿 続長尺 シート 。

持14?-

国

咽

凹

曲

目

白

田

位

。
0

0

0

0

0

0

0

品

目

伝

導

率

〉

(
R

2

一
¥

ヨ

r

d

υ

)

0. 01  

10 20 却 40 回 印 70

J品 l!t 8  (' t) 

製 品 の 性 能

主 材 料

熱 伝 導 率

重 さ

密 度

安 全 使 用 温 度

燃 焼 性

吸 水 率

低子も: 度ポリエチレ ン

0.029Kcal/mh"C (# 30∞) 、0. 026

Kcal/mh"C (#40∞)( 15"Cのぬ合)

0 .136kg/ m' ( # 3000 4mml 平)

O. l kg/ m'  ( # 4000 4  mm厚)

34kg/ m
3  

( #3 0 0 0グレード)

25kg/ m
3  

( # 4000 グ レー ド)

80. C まで

幼燃 性 (鋭燃 タイ プも ある)

o  .02mg/cm'  ( #  3000)  

規 格 寸 法 巾cmX長さ叩 × 厚聞 材 料 価 格 (昭 和51. 9現 在 )

#3∞2  100X 2 . 000X O. 2  l201' l /m'  

#3∞3  100 X 2 .000X O. 3  l801' l /m'  

#3∞4  100 X  1. OOOXO. 4  2401'  11m'  

#3∞5  lOOX 1.OOOXO.5  3001'l /m'  

:14∞4  

90X2 .000XO.4  2201' l /m'  

l25X2 .000X O. 4 2201'l /m'  

施 工 法 及 び 使 用 部 位

1. 令属 長 尺j室恨 m裏打 材 ・・ 熱州 ｾＡＱｙｦ

f安打剤接近

2. 屋 上断 然防水川 断 熱材 ・・ アスフア ルト 防水

シー ト防ノJ，塗膜 防

ノJ，工法 に 適合

3 .壁 I ｉｾ＠ I折熱材 ・・・・・・山川 ;';11位 1 ｾｴｬｾｴ の 安 ［ Ｇ ｩｬｬ 分

l  階 段室 笹 川

積 水 化 学 工 業 株 式 会 社

o  . 03mg/ cm'  ( # 4000)  大 阪市 北区絹笠町2 堂島関電ビル

iill l 定 所 積 水 化 下 工 業 研究所 圧 縮 強 さ 0. 40kg/cm' ( # 3000) ;  0. 31kg T E L  0 6 - 3 6 5 - 2 3 4 9  

iJl ll定年 1I ｉｉ ｾ Ｎ＠ 50. 4  / cm' ( #4000) 各 2 5 %圧縮H寺 担当部課営業本部包装資材企画室

ダイケン

シージンクボード I C

熱伝導率算定式 λ =0. 00021( ) +0. 0440 
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測 定 所 大 注 工 業 株 式 会 社

i/ll l定年 TI 11自 49. 6  

製 品 の 概 要 規 格 寸 法 及 び 材 料 価 格

良 質な 木材繊維を 原料に したJ I S A- 5905 シ

ージング インシュ レーション ・ファ イノ〈ーオf ード で、

す。アスフア ルト を合浅 させ、挽水制が塗布 しで あ

りますか ら、木造住宅のモルタル 、サイ デ イング

外 壁の断熱下地材として最適の材料で す。

製 品 の 性 能

主 材 料

熱 伝 導 率

重 さ

密 度

安 全 使 用 温 度

燃 焼 性

q浸 水 率

曲 げ 強 さ

硬 度

遮 音 性

木 材 繊 維

0. 04刀<cal/ mh.C (15"C の場合)

3. 6kg/m'  

300kg/m

3  

120"Cま で

木材 と同 等

2 .7o/v.l 

33kg /cm'  

41kg  

規絡寸法巾田 X長さ田 Xlfcm 材 料 価 格 (昭 和51. 9現 在 )

91. OX  182 X  1. 2  9401' 1 /枚

91. OX273X 1. 2  I  ， ＴＰＰＱＧＱ Ｏ ｾ 文

96. OX  192 X 1. 2  1，0601' 1/枚

96. 0 X 273 X 1. 2  l. 5001' 1  /t文

施 工 法 及 び 使 用 部 位

. 1史川 ;'il H，J: 木造住宅のモル タル、サイ ディン

グ外 壁 下 地

. !/t!i r. iL  

モルタ ル外壁下地

間 位 一一「

叫 同 間 性

ダイケンンージン グ 円

ポート I C

胴 揖 ・前

シージング

ボー ド釘

大阪市北区中之島会22 新朝日ピル

T E L  0 6 - 203 - 5 5 4 1  (大 代 表)

ネオパールスキン

。l

O. O! I  
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製 品 の 概 要 規 格 寸 法 及 び 材 料 価 格

j'H士td平7系 発 泡パー ライト の小 粒 (位 径0. 02mm

重

密

10 以} 気J 10  却 崎 70 
安 全 使 用 温 度

J品 l立 8 (' t) 

燃 t灸 '性

吸 7.1< 率

iJ {l 1  i.主所 (J! .f )  ill 材試験センター 圧 縮 強 さ

測定年 !I ｉｉ ｾ Ｎ＠ 48. 8  遮 音 '性

3 6  

- 0 .8mm) のものを エマル ジョン 鮒 1m液 と混線

熱伝導率算定式 λ = 0.∞015( ) +0.0720 しl吹 き付 け、 また は銀 にて塗布 し断熱結露・防

J1:、 H及音性 の 壁 、天 井と する もの。下 地の如何

を liiJ わず直接 施工 が可能で1 4 ; の まま化 粧f士1:

If となる。

製 品 の 性 能

主 材 料 黒燐 石 系 発 泡パ ーライト

及 び樹脂液

熱 伝 導 率 0. 07 4K c al/mh. C (l 5"C の

場合)

さ 3  kg/ m' ( l Omm厚 の 場合)

度 300kg/ m
3

120. C 

器 材 同 等

規 格 寸 法 巾cmX長さ cmX厚m 工 事 価 格 (昭 和51. 9現 在 )

‘当社の ｭｈＧｾ 仁 打ち欣しコノ 7' ) ート lfii に

対して

ly.さ 4 mmのi吹き H け

1， 1001' I /m'  

J草さ 10mmの刊で塗り

3 ，2001' 1/m'  

施 工 法 及 び 使 用 部 位

戸弁 はl吹 き付 Itli包仁 とし

¥!. t:は3世ifiI. りI/t!i [ とする

東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社

10o/v .l 大阪市東区森之宮西の町594

約20kg/cm' T E L  0 6 - 941 - 9243 - 7  

高音域 のl吸音 に優れ て い る 担 当 部 謀 本 社 営 業 部



規 絡 寸 法 及 び 材 料 価 格

規格寸法 巾× 長さ× 厚 材 料 価 格 (昭 和51. 9現 在 )

301苦手を泡

100cm X  100m X  4  mm 480円 1m宮

100c mX 50m X  6  mm 720円1m'

100cm X  50m X  8  mm 960円 1m'

100cm X  SO m X  10mm 1. 200円1m'

100cm X  25m X20mm 2，400円1m'

製 品 の 概 要

卜ーレペフは、半硬質 100% 独立気泡構造で、

断 熱 性 、 緩 衝 性 、 非 吸 水 、非 吸 湿 性 な ど に す

ぐれた放射線橋かけ 、長 尺 シ ー ト 状 ポ リ エ チ

レンフォームです。

λ =0 . 00016  () +  0. 0270 

トーレペフ

熱伝導率算定式

施 工 法 及 び 使 用 部 位

l . 断熱防水用途・ ・・ トーレペフと各種妨水材料

( 各種アスフ アルト、シート 、塗 膜 、 コ ー キ

ング・シーラント) との組合せで、屋上の断

熱 防 水 、 地 下 構 造 物外壁 外 防 水 層 等 の 保護

誕 生 ・断 熱 )1 J : i会へ f史).1)

2. 伸縮白 地 材 用 途

3 長 尺 屋 恨 の 結 露 防止・ 断 熱 用 途

東 レ 株 式 会 社

本 底 東京都中央区日本橋室町2- 2

T E L  0 3 - 2 7 0 - 0 1 1 1  (大代表)

大阪事務 所 大 阪 市 北 区 中 之 島3- 5- 2

T E L  0 6 - 4 4 1 - 7 7 7 1  (大代表)

担 当 部 課 フィルム販売部ベ フ課

ポリエチレン樹脂

O. 029K ca  1  Imh 'c (15'CのJ，t} 合)

33kg/m
3  

80. C まで( 短日寺閑 100.C以上)

単体では可燃性( l Ocm/mi n)

o  o/v .  l  

0 .32kg/cm'  

製 品 の 性 能

主 材 料

熱 伝 導 率

密 度

安 全 使 用 温 度

燃 焼 性

吸 水 率

圧 縮 か た さ

70 曲回

温 度 。 ('C)  

40  30 却10 
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目立 45. 4  
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測定年月

規 格 寸 法 及 び 材 料 価 格製 品 の 概 要

優 れ た 断 熱 性 能 を 誇 る グ ラ ス ウ ー ル の 欠 点 で

ある耐す水、而 ｾｦｬ Ｎ実性を大 巾 に改良した、而 ｾＪｩ 全

断 熱 材。屋 外 、 湿 気 の あ る と こ ろ 、木 が か か

る と こ ろ の 断 熱 材 に は 最 適 。 表面に臼色ガラ

ス ク ロ ス を 貼 っ て い る の で 、 そのまま仕上材

と し て も 使 用 で き ま す。

A  = 0.  000158+0. 0265 

フローテイングウ- } レ

熱伝導率算定式

0  

0 αj  

施 工 法 及 び 使 用 部 位

. 各種冷凍庫、冷蔵庫の断熱材

・湿気、水分のあるダクトの保温

工事

・従来のグラスウー ルの施工法

と全〈同じです。

ガラスクロスを表面にして直

接貼るか、表面保護板が必婆

な場合は、併用して下さい。

日本板硝子株式会社

大阪市東区道 修町4- 8

TEL  0 6 - 202- 11 61  

担当部課 新規事業部 防音グループ

ガラス繊維

O. 029K cal  l，hh.C  (l 5'Cの場合)

1.28 kg/m'  (40mml 写の場合)

1. 60kg/ m'  (5Omm厚の場合)

32kg /m
3  

250. C まても

不 燃 材 料 建設省不燃認定8756号

ほとんど吸ポなし

製 品 の 性 能

主 材 料

熱 伝 導 率

重 さ

ｾ ａ＠ 0. 01< 

5 0 07  

叩

，- 0 師

>-- 0. 05  

(  

R  

(') 0. 0，1  

9  

ii 0 旧

7  

rす 0. 02

。。

密 度

安 全 使 用 温 度

燃 焼 性

吸 水 率

70  抽，><) 

。 ( 'C)  

'0  
双}

t也 皮

20 .0  

11 本硝子繊維株式会社

1Ii'l. 38. - 51  

測 定 所

測定年同

巾 叩 × 長さ cmX 厚cm

ハウスマ ッ トシルノ{ -

45X220 X 5  

45X273X 5  

(樹 包 6坪/ 袋)

規 格 寸 法

規格寸法

ハ ウ ス ? ./ ト壁

43X l22 X 5  

(欄包 36校 /袋 61'1'1袋)

施 工 法 及 び 使 用 部 位

施 工 は 、 簡 単 な 切 断 と 釘 打 ( ガ ンタ γ ター)

壁 、 天 井 、 床 に 使 え ま す 。

里子縁や恨太 の 1m隔 が そ れ ぞ れ l 尺 5 寸 の 天 井

床 に は ピ γ タリです。天井に使う場合は里子縁

の 問 に 敷 き 並 べ る だ け。床 は 根 太 と 根 太 の 聞

に敷き つ め て 下 さ い 。

製 品 の 概 要

住 宅 用 グ ラ ス ウ ー ル ハウスマ y ト壁( ポリ

エチレ ンで包 ん で あ り ま す ) 、ノ、ウスマ ッ トシ

ルバ ー( 両 面 シルハー ポ リエチレ ンで被 つで あ

ります )

1. 結 践 し な いi遣をっくります。耐創! 性にすく

れ て います 。

2 断 熱 効 果 にすぐれ、冷暖房' { ' ( を節約 します。

3 騒 音 をさえきります。
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日 本 無 機 繊 維 工 業 株 式 会 社

大 阪 市東 区瓦 町 4 - 2 福 寿ビル6 F

TEL  0 6 - 2 0 1 - 3 7 5 1  

担 当部課 営 業 部 S P F課

3 7  

ガラス行繊維

O. 035K cal/ mh' C (15'Cの助合)

0 . 5kg /m'  

10kg /m

3  

準 不 燃

8 0 %以上 (500H z以上)

製 品 の 性 能

主 材 料

熱 伝 導 率

重 さ

密 度

燃 焼 性

吸 音 率

ｾａ＠ 0. 01< 

5 0 07  
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日本無機繊維工業垂井工場

1Ii'l_ 50. 12  
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防 火 パ ネ ル- R

- 形 状

... 帽島.. ・

トー一四 i  四 1  

ｩｾｾｭｾＱ ハ Ｈ 八 パヱ岨 八 ｩ fて

ｲ 帽 ｾ Ｎ [ J  

円 ｾ主主

- 強度

4∞ 

¥ 
3∞ 

¥ 風

¥ 圧 安全率 2 .5  

何

2∞ 

¥ 
重

存/mぞ-

、、
l∞ 

、、J

『、、
ｾ＠

1. 5  2  2.5 

胴 縁 間 隔 ( m )  

カネライトパネル

カ ネ ラ イ ト パ ネ ル (打 込 工 法)

3 8  

-・・・圃

3  

製 品 の 概 要 ・ 特 徴

防 火 パ ネ ル R は、特に大型の工場、倉庫J . l J にIlf J発 を し た 完 全 不 燃 の

抜 合外 壁 材 で す 。述続生産により、 2 本 の 山 型 に 成 型 し た 鋼 板 に 、

ロ ｹ クウールボードをｾ者させているため、断熱 Ｎ j虚音 .11及音性に

優 れ 、 建 物 完 成 後 の 作 業 環 境 は 抜 群 で す 。施 工 も 、 経1立形鋼などの

下 地 に 張 り 付 け る だ け で 、 完 全 不 燃 の 防 火 構 造 を 手 軽 に 訟 で る こ と

ができ、施工時の ｾ￬ 力化と、工期短縮が可能なサイデイングノ匂、ルです 。

製 品 の 性 能

熱 貫 流 率 1 . 48K cal/ m刊℃

重 さ 14. 2kg/ m'  

曲 げ 強 さ 主主大曲げ応力度 2，200kg/cm'  

遮 音 性 平 均 透 過 損 失 33dB 吸 音率 31%

認 定 耐 火 矯 造 等 建 設 大 臣 認 定 不燃( f問)第 1342号 防 火 第 199号

規 格 寸 法 及 び 材 料 価 格

- 練準イ士械

情 準 色

Ｎ Ｎさ ｌ ＸｭｊＮＺＮＮＮｉ下旬 似 品に ついて ｕ Ｎ エキストラ笹申し受付ｾす Ｎ

施 工 法、使 用 部 位 及 び 用 途

耐 火 性 能 を 要 求 さ れ る 建 物 、 遮 音 ・日及音効梨をヨii 求 さ れ る 建 物 、 通

常のさを制を要求される建物等の外壁。

i品続生産て、設計寸法に切断し搬入するため、現場での I;II_[ が少なく

材 料 ロ ス が あ り ま せ ん 。 取 付 は ワ ン サ イ ド 、 ワンタッチ工法により

施 工 性 は 極 め て 良 好。

大 同 鋼 板 株 式 会 社

〒 660 尼 崎 市 杭 滋 字 午 新 田 22

T E L  06- 488ー 1 1  8 1  (代表 )

担 当 部 課 建 材 販 売 部

製 品 の 概 要 ・特 徴

カネライトパネルは、カネライトフォームを芯材として、その片自ー

ま た は 両 面 に ベ ニ ヤ 合 板 、 石 宵 ボ ー ド 、 フ レ キ シブル ボ ー ド 、 木 毛

板などを圧心した積層タイ プの断 熱 ・結 露 防 止 パ ネ ル で す 。 その削

途は、1 *1壁、外壁、屋恨! J l f ' l 也板、I I : J仕切、天井など広範囲に応J . l J さ

れ施工のi "i ;J J 化 は も と よ り 、 各 種 材 質 を 組 合 わ せ る こ と に よ る 縦 燃

性や遮音性の特性付加|も可能になります 。 {史 )11芯 材 に よ ってカネラ

イト F - I パ ネル、カネライト F - ll パネルの 2 タイプがあります。

製 品 の 性 能

熱 貫 流 率 Kca.e/m' h.C

重 さ kg/ m'

曲 げ 強 さ kg/ cni 

規 格 寸 法 及 び 材 料 価 格

カネライトお回 カネライト 25圃 カオライト 25聞 カ4 ライト 25岨

ベニヘ・ 2.7圃 ( ; 耐o! ' ド 9 圃 / ; 紙i 似 3剛 小、 t tk 15醐

カネライトフォームロ5 m. ) + ベニヤ板位 7mm}

カヰライトフォーム (25m. ) + 石 情 ボー ド ( 9m. )

カネライト 7 オーム (25mm) +石 綿 板 ( 3mm)  

カネライトフォームロ5 mm) +水毛松( l 5mm)

施 工 法、使 用 部 位 及 び 用 途 ( カネライトノ叶、ル打込み工法)

施 工手 )1領の 設 定 ① コ ン ク リ ー ト 外 型 枠 の 組 立 ② サ y シ 及 び セ バ

レーターの位置決め ③ 配 筋 、 内 型枠としてカネライト パネ ル の 組

立 ④ コ ン ク リ ー ト打設、養生、硬化 信津市助告11材 の 除 去 ⑥ 目 途 い

音11サンダー削りおよびセバレーター穴部分、下地処J 'Jl ⑦ 内装仕上材張り

鐘泊l化 学 工業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 3

T E L  06- 202ー 11 2 1 (代 表)

担 当 部 課 樹 脂 製 品 部 建 材 課



2 8  

大阪マルビルの構造

(その 1)  

佐 藤 和彦

大阪マルピルは、大阪駅前に建つ、ホテ

ルと庖舗からなる複合商業ピルで、地下 4

階 、 地 上30階、 P H 3 階 の 円 形 超 高 層 ビ ル

である 。今月は、その構造計画、来月は、

耐渓設計について、述べる 。

構造計画

建 物 は 、 地 上30階の円筒状の高層プロッ

クと、それに附随した地上 6 階の中層ブロ

ックと、敷地い っぱいに設けられた地下 4

階の地下部で精成している 。

高層プロ ックの主用途はホテルで、計画

に当た って、その居住性、安全性はもちろ

ん 、特殊な平面計画との融合という点、に重

きを置いた 。

以 下 、 各 部 の 構 造 計 画 の 概 要 を 述べ る。

(1 ) 高層ブロ ック 高層プロ y クは直径30

m の円筒形であり、外壁周りに円の26等分

の多角形状に柱配置をした 。

4 階 よ り 下 部 に お い て 、 建 築 計画上外周

柱間隔を広くする必要があり、 5 階におい

て、強固なプレースを巡らし、下部の柱列

を半減させである 。耐震および耐風精進と

しては、柱、梁よりなる多角形チ ュープ架

才湾とした 。

9 階より最上階までは、外周フレームに

よる 一重チュープ架構とし、 8 階以下は階

高の治力日および外周柱半減による剛性低下

を防ぐため、内周フレームを抵抗させる 二

重チ ュープ架精とした 。

多角形チュープ架橋にと って、剛性，耐

力両面に有利なように、円周方向に H 虫鋼の

強軸断面を持つように柱配置をした 。 ただ

し、とくに柱軸カの大きな下部においては、

ポ y クス型柱とした 。大梁は円周方向に配

置 し 、 小 梁 を 放 射 線 方 向 に 配 置 し た 。

昔日材断面は、中小の比 較 的 頻度 の 高 い 地

獲には、弾性域内で抵抗するものと し、き

わめて稀にしか生じない強い地震に対して

は、梁材の一部 が 塑 性 域 に 透 し で も 、 建 物

全体は安定した性状を示すように計画し、

振 動 解 析 を 繰 り 返 し 確 認 し た 。 5 階にあ、い

ては、複雑な架構形態であるため、稀なる

大きい地震時にも 5単位域内にあるように計

画した 。 また塔屋階は、ホイ ッピ ング現象

を生じさせぬように 、十分剛ならしめるた

め、プレースを入れている 。 なお、風圧力

は、地震カの約 ＶＰＥ くらいのカで ｾｊ 昨且は十

分安全である 。

基準階伏図

122∞|  

輪組図

(2) 中層ブロ ック 中層ブロ y クは、高さ

約30 m、 スパン 6. 5 m - 8. O mの 2 方向ラー

メン架構である 。主体架構は鉄骨ボックス

型 柱 、 溶 接 H 型 鋼 梁 で 計 画 し た 。 中層プロ

ックの、地震時の設計水平カとしては、 31

m 以 下 の 建 物 に お け る 現 行 の 震 度 法 を 基 本

に振動解析を繰り返し行い、修正した 。 そ

の 結 果 、 建 物 上 部 で は 現 行 震 度 法 の 値 の 約

1. 5f音のf直をf采用している 。

地上部分の高層プロ ックと中層プロック

は、用途上、各階ヌラプ位置で接続している

が、日月解な構造とす べ 〈、エキスパンショ

ンジ ョイントで、各プロ ッ クを独立させて、

解 析 を 行 った。

(3) 地 下 部 地 下 部 は 、 高 層 プ ロ ッ ク お よ

び中層プロ ックの基盤となるべき、岡りな構

造とするため、外周に厚さ 25cmの耐震墜を

配し、 l 階床を 30cmの厚さにすることによ

り、耐震壁と床と底鍛によ って図まれた非

常 に 剛 性 の 高 い 箱 状 の 構 造 と し た 。 さらに

高層プロ ックの直下の内周フレームには厚

さ40cmの 耐 震 墜 を 配 し 、 剛 性 を 高 め 、 基 鍵

としての役割を十分はたし得る構造とした 。

w  
岬ｾ 8  

-二ヨ¥枠安部 W

川、金二16

基準階鉄骨詳細図

(4) 基 礎 敷 地 の 地 盤 は 典 型 的 な 大 阪 地 盤

構成をしており、 GL ー24mくらいまでやわら

かい沖積層があり、その下部に厚さ 1 0 mくら

い、ヲミi前砂磯層と呼ばれる Nf1直50以 上 の 固

い 層 が あ り 、 大 阪 マ ル ピ ル は こ の 層 を 支 持

層とし、ピア地業を採用している 。建 物 の

底 盤 面 は G L - 18.  65 mで 第 一 粘 土 層 中 に

おかれ、その下にはなお、数 m の 粘 土 層 が

残 っている 。 よって内柱部分下部には、リ

ノqース杭、外周昔日にはア ー ス ウ オ ー ル ( 連

続 地 中 壁 ) に よ っ て 支 持 層 ま で 設 置 し 、 建

物重盛を地銀に伝えている 。

アースウオールは、山留用としてだけで

なく、側圧、および杭として構造体利用を

ｾｔ っ た 。

施工法として、逆打ち工法を採用し、 1  

階床から上下に同時作業を行う関係で施 工

時 の 荷 量 を 考慮 じ、 1 柱 1 ピアで計画した。

そのため、ピアの最大径 3. 0 m にな った。

( さと うかずひこ

フジタ工業k k 大阪支底設計部柵 造級官十棟線長)
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防音・防振の理論

防音 ・|坊振の対象となる 中問機械室は、真下

に役員室等の静かな諸室がある大型最上階機械

室と、各階の一昔日 に設置される小型各階ステ ッ

プ機械室の 2穏に分けられる。設計においては、

防音上、 1)遮音性の適否、 2) 気密の精度 、3) 内

張消音効果が問題となり、防振上は、 1) 共振現

象の予測、 2) 振動絶縁のグ レードが大きな関心

となる 。

機械室の遮音hl に関する A S H R A E のデー

タを 図ー 1 に示す。コンクリートのみによるグ

レード ｉ から、 ｩ ｊＡｬｊ ｾ の遮音壁までを考 雄 、したグ

レード 凹が、最上階機械室防音の目安として提示

されている 。 しかし実際は施工精度および関口

音11の問題により、なかなかこの通りにいかない

ようで、このことは後記する 。図ー 1 の考え方

は、各階ステップ機械室の設計チェアクにも伎
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閉できょう。 第 2 に図- 4 、 5 に示される遮音 ・消音を考慮

建物の高層化、軽構造化に伴い、共振に過度 した建築構 造およびダクト貫通告11 を採則した 。

の配慮を行った反動として、最近の空調防振に 遮音に対する計算と実測の数値を図ー l にプ

対する考えは、振動絶縁を考応、すれば十分であ ロ γ トしたが、平均遮音量20dbとなり、計算の
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ソフト 巾木H= 60 平面詳細図

床コンクリートコテ押エ

るという方向がでてきた 。

大部分の機械室は、防振材に 比べ 10倍 は岡山 、

床の固有振動数と強制振重JJ数がほとんと 一致し

ない限り問題を起こさないし、また一致しでも

加l振カが小さい場合、無理のない効果的な防娠

中オ ( {d/ {n> 3 )用いていれば、ほとんど伝達の問

題は生じないというのが最近の考えである 。 も

し共振の問題が起きればつぎの方法がとられる。

1  ) 床の固有振動数を変える 。

2  ) 加振動数を変えるか、振動源を移動する 。

3  ) 防振材のたわみを f留す。

このうち、 3) による方法は便宜的であるが、 一

番効果が少ない 。以上の考えを基に防振のチ ェ

y ク月 j に筆者が{ 史則する簡易図を 図ー 2 、 3 に

示す 。 これを基に危険度および防振材の種類を

考慮し設計の目安としている。

つぎに実際例を通じ、これらを適用してみよう 。

各 階ステ ップ機械室

地上25階の建物で基準階に 4 カ所の機械室を

設けた実例であるが、経精進であるため騒音と

振動が心配された 。第 l に騒音源のフ ァンとモ

ータを箱の中に納めて防音防振を行っている 。

50 

60 

1  :  150- 230m. コンウリ ート床

E ・上記の床に 1∞酬の浮き床を

加えた場合

目 : II に側壁のしゃ音壁を加え

た場合

絶

縁 70
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90 

図- 1 機械室の遮音量
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図- 3 柱スパンと防媛材L

4 0 漣築 と社会/ 1976i
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図 4  空調機械室断面詳細図

4 書IJ 程度の効果とな った。吸音効果は、工場テ

スト l侍と機械室内との差より計算されるが、 500

c/ sで l l db、1000c/ s て、 5 dbとな って いる 。

防振は軟らかなゴム( リングダンパ) を用い

て振動絶縁を行っている 。振動実測により、ス

プリングを介した場合と比較したデータを下記

に示す。

("}i; i則結果] 援幅 加速度

リングダンパ OjI' 0. 71μ  0. 85Ra l  

巡 0. 89 1. 07 

スプリング l培 0. 54 0. 48 

述 。 76 0. 60 

上記測定はいずれもかなり小さく、測定範囲内

に入らないくらいのものであり、建築学会の人

体に感じる限界 7 - 8  c/ sで、 7μ 、14 - 16c/ sで、

4 μ を大幅に下まわる。

結局、フ ァンの動力が5. 5k W程度の各階ステ

y プ機械室はその加振カが小さいので、振動に

対しては建物との絶縁のみを考慮すればよく、

防音を主に検討すべきといえよう 。( つづく)

( かとう あきら KK 日建設計大阪本社設備部)
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図- 2 振動源回転数と防接材
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施工材料の頁

2 8  

生コンクリートの骨材事情

(その 1)  

木 村 敬 三

最近、土木学会、コンクリート標準示方舎、

日 本 建 築 学 会 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 工 事 標 準 仕 様

Ｇ ｉｾ＠ ( J AS S  5 ) が 全 面 的 に 改 訂 さ れ た 。鹿 島

建設( 仰ではこの J A S S 5 の 改 訂 の 主 旨 に そ っ

て、ひぴ曹IJ れの少ない良質のコンクリートを打

殺するために、 建築工務部、 J主術研究所など関

係部容が中心となって「コンクリート打設工法

指針」を作成し、全国の建築系のコンクリート

工事の指導を行っている 。

この指針作成にあたって、約 2 年 lii l から全国

で 当 社 が使用している生コ ンクリートを対象と

して、 fj '材お よび生コンクリートの調合などに

ついて、全国的な調査を行った。最近、全図的

にＧｾ ｊＭ材 の♂』質が低下し、生コンクリー卜の品質

にも影響を及ぼしてきているので、これらの結

果はご参考になると思われるので、ここにご紹

介する次第である 。

調査方法は建築系で使用している生コンクリ

ー ト 工 場 109 社に対するアンケート制査と、一

部 試 験 を 行 った。

アンケートの回収率は9 0 %で あ り 、 そ の 内 訳

は北海道(5)、 東 北(10) 、関東臼1) 、中古町8) 、近畿( 12) 、

中国(5) 、四国(10) 、九州 (1助であった。 表 - 1 に調

査対象とな った各地域の生コンクリー卜工場数

( 系列セメント会社別) を示す。

1 . 骨材の地域的特性

' J : j ' 材の l草地は細骨材 が82個所、粗' 白・材が84個

所である 。細 骨 材 は、東北、関東、中部地械で

産出される骨材は川砂がほとんどで、海砂の使

用例はわずかである 。北海道および関西以西に

おいては、海砂、山砂を使用しているところが

多く、とくに近畿地域においては吉野川、那賀

川な どf也の地 域 か らの移入が多くなっていた。

組1'j" 材は全図的に山砕石、玉砕石を川砂利に

浪人 ( 30- 5 0 %) する例が多い。 また全砕石に

していた工場の害IJ 合 は 、 四 国 地 域で 75% 、九州

地 域 で80% であった。

各地域別の*IU' 自・Mおよび粧白・材の 物 理的性質

を表 - 3 、表 - 4 に示す 。 なお地域は生コンク

リート工場の所在するところで、 ilff : l 也は生コン

クリー卜工場で使用している骨材産地である。

また、 表 ー 2 に J A S S 5 の 普 通 骨 材 の 品 質 を

示す。

1 - 1  細 骨 材

(1 ) 絶乾比重および吸水率. 絶乾比重では東

北 、 中 園 地 域 が2. 50以下で、 f也の 6 地 域 の も の

は、 2. 52- 2 ，58にあり、 8 地域の平均値は 2 ，53

となっていた。 河川別にみる と、東北 地 域の 阿

武限、蛇尾川 、奥入1頼、局側川、北上 川 の 各 河

川 が、 2 ，44- 2 ，49と くに北上川のものがもっと

も小さい値を示していた 。 これらの地域は、安

山岩、玄武宕などの火成岩が少な く、 軟質砂岩、

凝灰岩などの堆積が多く 表ー 1 地減別の生コンクリート工場数 (セメン卜会社数)

なっているためと思われ

る。北 海 道 地 域の勇払、

浜 厚 其 (2，68、2. 63) と大

きな f直を示すものもあ っ

た。 中園地域は、ほとん

ど海砂を使用しており、

大島、厚州、 2，44、2. 48

他 は2.50- 2. 54 と小さな

値 を 示 し て い た 。 また海

砂 の 使 用 状 況 は 全 体 の 13

% とな ってい た。吸 水 率

で は 、 東 北 地I或で2，5 4 %

と大きく、中部地域では

1. 4 5 %と小さな値となり、

8 地域の平均値は、 1. 83 

% で あ り 、 吸 水 率 が 2. 5

二去よ
北 海 道 | 刺tl 州 州 | 近 畿 | 中 国 | 四 国 | 九 州

J十

l  A 社 2  1  11 2  2  7  25 

2  B 社 4  4  4  3  2  17 

3  C 社 1  2  4  l  3  l  3  l  16 

4  D 社 l  3  l  l  4  11 

5  E 社 l  5  l  2  l  10 

6  F 社 l  7  8  

7  G  社 5  l  l  l  8  

8  H 社 2  2  4  

9  I 社 l  l  2  4  

10  J 社 l  l  

11 K 社 l  l  

12 L 社 l  

13 M 社 l  l  

14 N 社 l  

15  O 社 l  l  

2十 5  I  10  I  41 I  8'  I  12  I  5  I  10 I  18  
109 

% 以上にな って い る 河JII は、阿武限川、蛇尾川、

奥 入i頼、馬淵川、キ目:坂川、北上川、ほとんど東

北地 ｴ 或の河 ｊｉｉｉ こ集中してお、り、最大値は阿武 ￟ｬｾ

J I 12. 92%であり、東北地域以外の河川はほぼ1. 0

- 2 . 0 %の 範 囲 に 入 る も の が 多 く 、 比 較 的 小 さ

な吸水率とな っていた。海 砂 も 、 中 園 、 九 州 地

域 の 大 島3 ，03、根占 2 ，39以 外 は 河 川 の も の と 同

じような f直とな っていた。

(2) 単 位 容 積 重 量 お よ び 実 績 率 : 細 骨 材 の 単

位容積虫訟は、東北地域の l . 559kg/ e から北海

道 地 域 の l. 731kg/  eの範囲内である。 8 地 域 の

平 均 値 は l. 621kg/ e で あ っ た 。 ま た 近 織地 域 以

西 の 産 出 砂 は l. 576 kg/  e  - l .  625 kg/  eが多く海

砂 は l . 550 kg/ e 前後のものが多し当 。 実 税 率 の 最

大値は北海道地械の 65. 9%、最小値は j L1+1地 域

の60. 7 %であり、 8 地域の平均値は、 62， 9% と

なっていた 。

(3) 粗 粒 率 : j細骨材の粗粒率の値は 、 2. 00-

3 ，00の 範 囲 内 で あ る が 、 河川 の採取位置によ っ

てもかなり袋なり 、 粗 粒率の調盤できる範囲と

して 、 2. 8 liiH圭と、 3 ，00官ilt主: とな っていた。 8

地 域の平均値は、 2 ，87となっており、 地 域 によ

る差は少なか った。

1- 2  組 骨 材

(1) 絶 ｩｾｚ 比重およひＧＰ，及水率 Ｚ最 近は河川から

の砂利の採取が困難となり、川砂利に変わ って 、

山、陸砂利、海砂平IJ 、砕石に依存してきている。

粗骨材の絶乾比重の 8 地域の平均値は、 2. 61

であり、中園、九州地域は2. 63- 2. 7l、 2 .61-

2. 72と比較的安定して、大きな f直を示していた 。

東 北 地 域 は 奥 入 瀬 、 最 上 川 が2. 44、 2. 51と小 さ

な値となっていた。その他の地域は、大略 2 .6

土0. 03とな ってい た。砕石は川砂利に比較する

とやや大きく、平均値は、 2，66で 最 大 値 は 島 守

ＲＮＸＹ 、 Ｑ ， ｩ 小悩はＱＡＱｾ斗、小松の Ｒ ， ＵＴ であり、 ｊａ ｓｓ

5 の規定f I l ' i で・ある「絶乾比重2 ，50以 上 」 に は 合

格 し て い た 。川砂手IJ の 吸 水 率 は 、 最 大 値 が 東 北

地域の奥入瀬、最上川、 3.20、3.21で 、 最 小 値

は 近 畿 地 域 の 0. 6であった。 8 地域の平均値は

1. 13 %で あ った。 2.0 0 %をこえる産地は北上川、

江合川、大野、蛇尾川とな って いた 。砕石は、

川 砂 利 ほ ど範囲が広くなく、 0 . 72- l . 90で 各 地

域とも 2. 00以下の良好な砕石である 。砕 石 の 使

用の多い関西以西では、 1 ，0 0 %以 下 の 砕 石 が 約

9 0 %であ った。

(2) 単 位 容 積 童 公 と 実 税 率 ' 川砂芋IJの 単 位 容

積 丞1誌の最大値は沙 i荒川 1. 796kg /  ii 、最小値は

1. 530kg /  ii で、 8 地域の平均 f也は、 1. 629kg /  ii 

である 。 実績率の最大値は北海道地減、沙流川

66，3 %、最小値は61. 7 %で 8 地繊の平均値は、 .

61. 3 %である 。北 海 道 地 域 の 沙 流 川 、 関 東 地 域

の鬼 悠 川 、 日 土 川 、 人 Wl 川、 ) L州 地 域の緑川、

耳川が単位容む1:ill此 1. 700kg /  R 以 | 、 %引 率

55，0 %以 上で 良好な tj 材 を 産 している。

一方、砕石の単位容積重量の平均値は 1. 583kg/1! 

であり、実績率は59. 2%である 。各 地 域 の 実 積

率 は J I S A  5005 ( コンクリート用砕石) に規定

する 5 5 %以上を満足し 、 地域差はほとんどみら

れず、大国各平均値に近い数値とな っている。

(3) 粗粒率 : J II 砂 利 の 組 粒 撃 の 最 大 値 は 、 近

畿地域の 7. 21であり、なかでも鮫川、蛇尾川、

富 士 川 、 四 万 十川 が7 .00以上となっている。必

小 fui は九州地域の 6 ，78でとくに大里子川のものが

小さい 。各地域とも 7. 00を目標値として網整さ

れている 。砕 石 の 粗 粒 率 の 最 大 値 は 、 北 海 道 地

I或の7，91、最小値は、九州地域の6. 54で あ っ た 。

2 . 調 査 結 果 の 考 察

調査結果から明らかなように、河川骨材の不

足 か ら 川 砂 は 、 海 砂 、 山 砂 へ 、 川 砂 利 は 砕 石 へ

移 行 しつつあり、 品質も J A S S 5 の 骨 材 品 質

級 別 で 1 級に属するもの、 H、 田級の範ちゅう

に入るものもある 。とく に東北地域の川砂は、

絶 乾 比 重 が2 ，50以下の 田級骨材が制査した河川 l

の50% 、吸水率も 北 上川 の一昔日の地 域で 3. 0 %

のところがあり、 品 質 が 低 下 している。また 川

砂 利 も 吸 水 率 で 日級骨材に入る産地が多い 。 10

年 以 前 で は 阿 武 殴 川 水 系 の み がf]- 材 の 品 質 低 下

の報告がなされていたが、最近は北上川、馬淵

川 、 蛇 尾 川 、 江 合 川 な どほ とんどの河川の fj- 材

の品質が低下してきている。現在、 関 東 地 域、

中部地域、近畿地域は、 ｉ 級に属する Ｇｉ ｾｪ ・材産地

が多いが、今後は骨ー材事情好転の 材 料 l主主謹まれ

ず、いずれも 日、 凹級の骨材が多くなるものと

推定される 。 対策としては、 1: J - 材の品質を十分

にチェ ＯＷ して、コンクリートの Ｇ ［ｾｩｬ 止、以析し

耐 凍主宰性などにおよ lます影響を検討し、コンク

リー卜の調合設計を行う必婆がある 。 た と え ば

骨材の品質が主互い湯合は、水セメ ン ト比を小さ

くしたり、あるいは、スランプ値を可能な限り

小 さ く す る こ と な ど 、 コ ン ク リ ー 卜 の 品 質 の グ

レードを上げ、骨材の品質をカバーするような

配慮が必要であろう 。 さらに高強度コンクリー

トを使用する設計のときは、使用予定の骨・材で

所 婆 強 度 が 得 ら れ る か ど う か を 事 前 に 十 分 調 査

検討する必要がある 。

( きむら けいぞう 鹿島建設K. K 伎術研究所)

この 「生コンクリートの骨材事情」は3固にわた って掲

厳します。表- 2.  3は11月号、表- 4は12月号で紹介

します。
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昭 和 引 年 度 ・ 第 2 回 若 い 会 員 の 集 い

レクリェーション施設を

考える (2)

(関西サイクルスポーツセンター)

レポート

っ た が、採 算 性 、 運 営 の 面 な ど の さ ま ざ ま

の 要 因 の 中 で 、 プー ル や フ ィー ルドアス レ

チ y ク な ど の 施 設 を も っ た 総 合 的 な レ ク リ

ェ ー シ ョ ン ゾ ー ン と い う 考 え に 発 展 し て い

ったこと 、 ま た こ の 地 域 が 生 駒 金 剛 固 定 公

圏 内 で あ り 、 砂 防地 域 、保 安 林 な ど の さ ま

ざまの規制がかかっており、これらの許認可

問 題 を 解 決 し て ゆ く た め の 過 程、 また山の

中 で あ る た め 、 飲 料 水 、 プー ルの水、 排 水

を ど う す る と い っ た 水 に か ら む 障 害 を ど う

夜 来 の 激 し か っ た 雨 も あ が り 、心 配 さ れ と り 除 い て い っ た か と い う 過 程 の 話 を 聞 け

てきていただきたかったなあと思う。企画、

建 設 面 で の 法 規 上 の 問 題 、 さ ら に 物 価 抑 制

策 に 伴 う 建 築 分 割 と い う 思 い が け ぬ 状 勢 の

中 で の 事 業 遂 行。途 上 、 と く に 安 全 施 設 面

では、 1，200名のスタ y フ が 企 画 に 参 加 さ れ

たと聞く 。 自 然 の 中 で の レ ク リ エ ー シ ョ ン

開 発 は 新 し い 法 規 制 が あ り 、 手 聞 を く う と

た 天 候 も 河 内 長 野 駅 か ら パ ス で20分 ほ ど ゆ た 。 ま た 施 設 建 設 の 場 合 、作 る こ と は 割 合

ら れ 関 西 サ イ ク ル ス ポ ー ツ セ 弘 タ ー に 到 着 や さ し い が 、 管 理 運 営 の こ と を 考 え て 欲 し

する頃には、雲の切れ目から若手日も差込ん い と い う こ と 、 具 体的 に は ホ ー ル に 吊 り 下

で く る よ う に な り 、 絶 好 の サ イ ク リ ン グ 日 げ る 粋 な 照 明 も 、 管 理 の 面 か ら は 電 球 が ー

和とはゆかないが、まずまずの天候となり、 つ 切 れ る た び に 交 換 す る た め に 、 大 き な 足

ホ γ とした 。

センター前に集合し、ゲイトをくぐり、

し ば ら く 下 る と 新 緑 の 山 肌 に 固 ま れ て 南 欧

風 の 酒 落 た タ ー ミ ナ ル ハ ウ ス が 自 に 入 っ て

くる 。 私 た ち は ま ず こ の タ ー ミ ナ ル ハ ウ ス

の 集 合 室 に 入 り 、 関 西 サ イ ク ル ス ポ ー ツ セ

ンターの全貌を紹介する映画を観賞・し、次

い で 安 井 建 築 設 計 事 務 所 の 加 藤 俊 明 氏 と セ

ン タ ー の 事 業 部 長 の 畑 中 正 一 氏 に 話 を 聞 く

ことになった。

最 初 に 加 藤 氏 か ら は 施 設 計 画 に つ い て の

話 が あ り 、 自 然 と ス ポ ー ツ の 出 逢 い と い う

理 念 で 作 ら れ る こ の 施 設 を ど う す る か と い

う 視 点 で 計 画 を 始 め た と い う こ と か ら 始 ま

り 、 具 体 的 に は 建 物 の 場 合 、 こ の 場 所 は 地

形が急峻で、あり、自然公園の中であるとい

う こ と か ら 、 自 然 と 建 物 を ど の よ う に 調 和

さ せ る か と い う こ と で 苦 労 し 、 な る べ く 建

物 の 巨 大 化 を 押 さ え 、 こ じ ん ま り と 目 立 た

な い よ う 谷 間 に つ く る と い う 方 針 を 採 用 す

る こ と 、 あ る い は 白 い 壁 や セ ピ ア 色 の 屋 恨

と い っ た ス ペ イ ン 風 の デ ザ イ ン を 採 用 し 自

然 の 緑 と な じ み や す い も の に す る こ と 、 半

地 下 を 利 用 し た り し て 斜 面 に な じ ま せ 高 さ

を 押 さ え 自 然 と の 調 和 を は か る よ う に し た

こ と な ど の 苦 労 話 が あ っ た 。 一 方 、 計 画 の

段 階 で は 利 用 者 を 、 ヤ ン グ を 主 体 に し て 計

画をたてたが、実際にオープンしてみると、

家 族 連 れ が 多 く 、 サ イ ク リ ン グ コ ー ス な ど

は 余 り 小 さ い 子 供 に は 無 理 で 、 も う 少 し 家

族 連 れ の 施 設 も 考 え る べ き で あ っ た な ど の

失敗談なども聞くことができた。

つ づ い て 、 畑 中 氏 よ り 基 本 柿 想 の 段 階 か

ら の 企 画 の 経 過 が 話 さ れ 、 当 初 は サ イ ク リ

ングといった自車主車を中心としたものであ
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場 を 組 む 出 資 が 馬 鹿 に な ら な い な ど の 建 築 い う こ よ は 、 大 阪 府 立 青 少 年 海 洋 セ ン タ ー

にたずさわるものには耳の痛い話もあり、 てもの太田隆信氏の指摘と同様。 今回 は 下 水

両氏から有意義な話を聞くことができた。 の 三 次 処 理 、 森 林 の 復 元 に つ い て と く に 強

つ い で 昼 食 を と り 、 午 後 か ら は 自 転 車 を 調 さ れ た 。 さ ら に 管 埋 運 営 問 題 で は 、 広 大

借 り て 、 施 設 を 作 り 計 画 す る と い う 立 場 で な 施 設 の 消 費 定 力 が ば か に な ら ぬ と い う こ

なく、利用し楽しむという立場で、 3 kmの と 。 ま た 人 件 貨 や シ ー ズ ン オ フ 対 策 等 、造

長 さ の コ ー ス を 緑 の む せ ぶ 中 を 走 ら せ な が る こ と は た や す く 、 運 営 は 難 し い こ と を 説

ら 各 所 に 散 ら ば る 施 設 を 見 学 し た り 、 急 勾 日月された。自転車に乗るにも安全指導が行

配のところでは、フーフーいいながら ペ ダル われ、へルメ y トをかぶり、コースに出る 。

に カ を 入 れ 、 下 り 坂 で は 、少 々 ス ピ ー ド 感 山あり谷あり、 一周 す る と 適 当 な 汗 が ふ き

にひたったりしてサイクリングを満喫した。 出し、もう 一周 し た く な る コ ー ス の ラ ン ド

自 由 時 間 に は 変 わ り 種 自 転 車 を 乗 り ま わ し スケ ー ピ ン グ は 立 派 な も の で 、 現 場 監 理 で

た り 、 フ ィ ー ル ド ア ス レ チ ッ ク を ま わ った 保 存 樹 の 養 生 も あ って かなり設変されたと

り 半 日 を 過 ご し 、 帰 り の パ ス の 中 で は 、 久 間く 。 強 い て 難 を 言 え ば 、 ス タ ー ト 地 点 周

し ぶ り に 汗 を か い た せ い か 軽 い 疲 れ が 気 持 辺 が 淋 し い 。花 木 で も 配 し た ら ど う だ ろ う 。

よく身イ本をつつんでいた 。 またスタ ジア ム が 見 晴 ら せ る コ ー ナ 一 部 は

(lIii 倉嘉一紀)

自動車 に乗 って自転車

に乗りに行く

関根幹雄

河内長野から和泉葛城への道は、 学 生時

代 ワ ン ゲ ル で ト レ ー ニ ン グ し た な つ か し い

道 だ 。 10年 前 こ の あ た り ま で く る と 田 舎 だ

なあと思 ってい た が 、 今 は あ ち こ ち で 団 地

開 発 も 行 わ れ て い て 、 も う 郊 外 と い う 感 じ

で あ る 。 金 剛 寺 か ら 南 へ 新 し い 道 が で き て

お り 、 伐 り 払 わ れ た 高 原 を 経 て 、 や が て 松

林 の 西 の 谷 間 に サ イ ク ル ス ポ ー ツ セ ン タ ー

が見える 。ｾ天の 下、 一 足先にゲート前に

着 い た が 、 が ら ん と し て 淋 し く 、 ゲ ー ト の

建 物 も 貧 弱 に み え る 。 間 も な く パ ス が 着 い

て 、 お 客 さ ん が 集 ま る と や は り は な や か さ

が 沸 い て く る 。 ゲ ー ト を く ぐ り 、 徒 歩 で す

ぐ タ ー ミ ナ ル ハ ウ ス に な る 。 も う 少 し ア プ

ロ ー チ が 欲 し い と こ ろ で 、 南 欧 風 の 建 物 も

少 し 軽 い 感 じ 。 会議 室 で の 畑 中 事 業 部 長 の

お 話 は 企 画 か ら 建 設 、 運 営 ま で 携 わ っ て お

られるだけあ って 、 さ す が 実 務 的 で あ る 。

も と も と 大 阪 の 業 界 で 野 球 大 会 を 附 く 場 所

に困ってということが発端だということで、

さ ら に 堺 附 近 で も 土 地 を 探 し て お ら れ た と

う か が い 、 堺 で 働 〈 者 と し て ぜ ひ 堺 に も つ

ぜ ひ と も 展 望 休 憩 ス ペ ー ス が 欲 し い 。 自然

地 で の サ イ ト プランニン グ は 、 現 況 調 査 に

基 づ く 基 本 計 画 が 重 要 で、あ る が 、 現 場 で の

きめ細かな臨機応変の路工が必要でー 、最初

か ら こ の コ ス ト を 考 慮 し て お く べ き だ と 思

う。休 日 に は 7，000 人 以 上 も 訪 れ 、 駐 車 場

も パ ン ク し て 断 わ る ほ ど だ と い う 。最 近 新

し い 乗 物 を 導 入 さ れ て い る の を み て も 企 画

力 の 多 彩 さ に は 敬 服 す る 。緑 の 回 復 に 気 を

使 って お ら れ る 畑 中 氏 の 願 い が か な え ら れ

る こ と を 祈 る と 同 時 に 、 前 回 橋 本 氏 が 指 摘

されている (75年 11月号 ) 身 近 な 余 暇 ス ペ

ー ス の ス ト ッ ク を ふ や し 、 ヨ ー ロ y パ の 金

の か か ら ね ス ポ ー ツ を 求 め る こ と を 畑 中 氏

ともども私達の課題としたい。( 甥市公園部)

日 時 昭 和51年 5 月22日 (土)

集合 11: 10→解散 15 : 00 

会 場 関西サイク ルスポーツセンヲー

(大阪府河内長野市天野町)

参加者 22名

講 師 関西サイクルスポーツセンヲ 一事業部長

畑中正一氏

株式会社安井建築政計事務所 設計部

加藤俊明氏

行 程 0 11 : 15- 12 :  30 

講演 「サイヲルスポーツセ ン空ーの企画J

畑中講師

"  r施殺計画について」 加藤講師

0 13 :  30→ 15  :  0。
コース利用脱明・サイヲリング

0 15 :  00→ 

解散 ・自 由行動 (セン世ー内の施設利用)

• J  



昭 和 引 年 度 ・ 第 3 回 若 い 会 員 の集 い

歴史的環境保全

について考える

… イタリアの街並保存と

ヨーロ ッパにおける近代建築の現況…・・

レポート

6 月19日( 土) 、関西電力大阪南セ ンター 1 F

集会所で、第 3 回「歴史的環境保全について考

えるーイタリアの街並保存とヨーロ y パにおけ

る近代建築の現況ー」のテーマで神戸市教育

委員会社会教育部主幹の坂本勝比古氏に講演し

てもらった 。当日は、雨のぐずついた天気の中

で、参加人民38人で、 13 :  30分より始ま った。

先生は、ローマ ・センター( 文化財保存修復

研究国際センター) で 1 年間研修を受けられた

が、研修はユネスコを主体とし、 30 ヵ国の参加

でとくに女性の参加者が多か ったそうだ 。

イタリアの国は日本とよく似ていて近代的都

市は l ∞年前からで、西ヨーロ γ パに比べて都

市の人身の生活水準は低い。だが、古い歴史的

なilli主についての考え方は、日本の場合は経済

/l ij 発が大き い、高度成長の低下、それによって

古い遺産よりも、生活安定などの物質的条件に

大きな力を入れるべきだとするが、イタリアの

人々は、古い遺産を維持しながら生活している 。

円本の近代建築保存の問題は、 匡l民の j=j のとら

え方、資源の貧しさ、使い捨て等の厳しい状況

下にあるが、ヨーロッパの場合は、大切にして

修理、修復が行われているとのこと 。

つぎに、先生がローマ・センターにて石汗修さ

れたときのスライドを見せてもら った。

チボリの街並 .. .. .. . . チボリの田Tは、ローマの

東方約31K にあり、ヴィラ ・デエステという、

中世にベネディクト派の修道院であ ったものを、

1550年に枢機卿であったイ ッポ リット・デエス

テが造営した見事な噴水をもっ別荘のある町で

知られているが、このチボリの田Tは、ローマ共

和国時代にすでに人々が住んだ歴史をも ってお

り、美しい円型神殿であるヴエスタの神殿の巡

併がある 。 このヴィラ ・デエステとヴエスタの

林殿の間に、古いチ ボリの阿がよこたわってい

る。いわゆる町並みを形成している建築である

ため、建物が連続している。その高さは、 3 F

- 4 F建てのものであるが、ひとつとして閉じ

間取りのものがないとのこと 。まず、壁面の j亨

みが、その場所場所によ って異な って いること、 れ、ょうやくわが国においても歴史的環境の保

部屋がほとんど梯形、極端なのは三角形に近い 存が本絡的になされようとしている 。

部屋があり、その隅の角度は、鋭角か鈍角であ こうい った状況の中で、歴史的環境保存問題

り、窓の位置も全く任意にできている 。 いずれ に関しである意味においてはも っと深刻な 問題

もそれほど豊かでない生活をしている階層が入 をもつであろうヨーロッパ、とくにあの人 1m昧

っているため、釜内の調度品や飾り付けなどは あふれるイタリアの町並がどのような思想のも

質素なものが多いが、それなりに住み心地がよ とにいかなる手法で保存されているかについて

いように工夫されている 。何百年も前の住宅だ は、われわれにとって貝明未深いところであった。

からとい った古さは、室内にいる限りあまり感 あいにくと当日は雨模械の天候で参加者の出

じられないこと。住んでいる人々は「自分はこ

の家に住むことに満足している。なぜならば、

住まううえで不便なことはないからだ。家賃は

安いし、見晴らしはよいし交通や教会は近いし、

とくに、引越す理由がない 。」という 。 これらの

人々はいわゆるも っとも 庶民的な階層の人たち

であるが、結様、満足して古い家に住みついて

いるのだ。人々は 、建築また住宅とは、 一度こ

れを建てれば何百年でも住まうことができる容

器であるとの考えを代々受け継いできているら

しい。だから建てる側にとってもそこに仮の住

まいとしての、安易な住宅の考え方は通用しな

くなるのではないかのこと。

チボリーばかりｾｽ 1. 、たが、それ以外 Bol oena

Romaenaの町並、ユーゴスラピアのコロビール

の町、アール ・ヌーポの建物、七七 y ションの

建物などを兄た。

建物を一度建てたらそれができる限り長持ち

するように日頃から手を入れ 、 ￭ｾｽ みを直し、維

持管理に心をくばる、その思想、は、それが自分

たちの生活環境をよくし、その地域や町の環境

や美観に通じるという基本的な考えが住民のう

えに定者しているからこそであろう 。

保存を主張する考え方のなかに、古い建物を

いかに再生させるかという理論と技術を日本の

建築家たちも早くもたなければならないとは、

先生のしめくくりの言葉であ った。

(岩本一良 日平住宅公団関西支社)

古い建物での楽しい生活

赤 木 園 文

最近、私達の周囲において、歴史的環境保全

の問題が取り上げられることが多くな ってきた 。

わが国古来の城下町、宿場、集落といった歴史

的環境は昭和30- 40年代の高度成長経済のもと

に完全に破壊されようとしてきた 。昭和40年代

後半になって、はじめて無謀な国土開発に対し

て環境破壊がさけばれはじめ、われわれのふる

さとである歴史的環境を保存しようとする動き

がなされるようにな った。古きよきものを見な

おそうとする風潮は「ディスカパージャパン」と

いうスローガンのもとに、徐々に定者してきた 。

事実、岡山県倉敷、岐阜高山、長野県安術等の

の町並保存は観光資源としての観点から、地区

住民や地方自治体により進められてきた。昨年

文化財保護法が改正され、町並保存が法的に裏

づけられることとなり、今年 7 月には「重要伝

統的建造物群保存地区」として、京都産寧坂、

祇園新総地区、秋田県角館町等が第 1 次指定さ

足を少々気にしていたが、足場の良さと参加者

の歴史的環境保全に対する貝昧の深さを示すの

か定刻にはほとんどの人が集合していた。

講演はまず、ローマセンター( 文化財の保存

修復国際センター) の説明からはじまりイタリ

アの文化財の保護行政の現況についての活動や、

日本とイタリアの文化財のおかれている状況の

比較論等がなされた 。奥羽未深かったのは、文化

財保護行政の面では、地方分権時11がいきわた っ

ており、イタリア全体を 15の地区に分割し、そ

れぞれの管理事務所が、その地区の行政を自主

的に行っている点であ った。また 口伊比較論で

は、日伊ともに近代国家としての歴史はせいぜ

い 100 年ぐらいであり生活水準に関しでも日本

と同程& であり、種々の点で日本によくにてい

るが、歴史的遺産に関する国民の考え方は日本

と大いに異なるとのことであ った。つま り、日

本において保存が提起されるとき、かならず問

題となるのが経済性であり、 「われわれは、文

化について語るだけの生活水準に透していない」

とのいいぶんにより経済性の方にウエイトがか

けられるケースが多いのだが、イタリアの国民

の考え方は、古いものをこわして新しい建物で

生活することは良いことであるが、それ以上に

古い建物での楽しい生活を大切にしたいという

ことであ った。

これらの概況の説明の後、スライドをまじえ

イタリ 7 を中心とした歴史的環境保作の実際が

作t¥'I Sr! i別 lこJ持j為されてい った 。 イタリアでは、

ホルテイコでイi :おなポローニヤ、チボリ、ソー

ラ等の各都市の修復保存活動の現況が、またわ

れわれにはあまりなじみがないが、ユーゴスラ

ピアのトルギールでのプロジェクトが住民人の

意識調査段階からの説明がなされた。ヨー ロ γ

パの近代建築の保存状況についてはプラ γ セル

でのアール ・ヌーボーとくにピクトルオルタの自

宅等、ウィーンのセセ y ションではとくにワグ

ナーの作品の武重なスライドが適切な説明をま

じえ行われた。途中若干の休憩時間をはさんで

約 3 時間、ヨーロッパでの歴史的環境保存に関

する: l 1 重なお話とスライドをわれわれは意義深

いものに感じた。最後に坂本氏がいわれた「文

化財保存に関して日本ほどきぴしい環境におか

れている図はない」という言葉を今後も充分か

みしめていきたいと考えている 。

( 株式会社小河強築設計事務所)

日 時 昭 和51年 6 月 19日(土)

開場 13 : 00 開会 13 : 30- 閉会 16: 30 

会 喝関西電力大阪商サービスセン? - 1 階集会主

蛾 師 工 博 坂 本 勝 比 古 氏

(神戸市教育委員会社会教育部主幹)

参 加 者 40名

プログラム スライドをふくめた傭演 質疑応答
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日本建築協会

月間の動き

昭和51年 8 月分

理 事

A .  

M 

18日 4 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 塚本会長ほか 13型事、海上監事

薮本、北山、和歌山正副支部長、中村

編 集 委 員 長

議事 (1) 第 13回よ ろず相認住宅展開催の件

(2) r関西都市 ・住宅会議」開催の件

(3) 事務局職員退職承認の件

(4)  事務局職員採用承認の件

(5) 会員忘年懇親会開催の件

(6)  r鉄筋コンクリート椛造物の耐笈安

全性」講習会受講者勧誘の件

(7) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

編 集 委 員
ム一

A

設備分科会

2 日 4 時 - 611寺半 会館 3 階会議室

出 席 者 佐 々 木 委 員 ほ か 2 名

議 事 (1) 12月号= 設備特集の企画

(2)  そのほか

1 月号計画特集編集幹事会

2 日 61侍- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中 村 委 員 長 川 崎 、 河 辺 、 紙 野

小角各幹事ほか 3 名

議 事 (1) 1 月号計画特集の企画

(2)  そのほか

委員会

3 臼 4 時 - 6 11寺 於会館集会室

出席者 中 村 委 員 長 渡 辺 辺 事 ほ か 4 名

議事 (1)  8 月号= 鉄骨構造のジョイント特集

経過報告

(2)  9 月号= 集f主体のハードとソフト特

集報告

(3) 10月号= 結露 防止対策と断熱材料特

集報告

(4) 11月号= 第23回青年技術者特集報告

(5) 12月号設備特集編集幹事会報告

(6)  1 月号計画特集編集幹事会報告

(7) 2 月号特集のイ牛および構造分科会報

告

(8)  3 月号特集の件

(9)  収支報告

(10) そのほか

作品作風小委員会

44 也策 と社会/ 1976年1011 l) 

4 日 6 時 - 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 大辻同委員長ほか附谷委員

殺 事 7 月号作品の経過報告と 8 月号以降の作

品について

10月号特別広告企画打合

4 日 6 時 - 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 十倉委員、上森委員

殺 事 (1) 10月号特集関連広告のパターンと収

入目標について

(2) 広告依頼先の検討

広告企画小委員会

11 日 4 時 - 6  n寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 伴 副 委 員 長 ( 永 沢 代 理 ) 、渡辺委

員ほか 3 名

議 事 (1) 9 月号住宅公団関西支社特集

(2) 10月号結露防止対策と断熱材料特集

関連広告

(3) 12月号設備特集関連広告について

は) 3 月号60周年記念号について

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

A グループ打合会

6 日 正午- 2 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 其塚副委員長、木村・鈴川 ・春田

各委員

議事 (1)  No.57号 (52年 2 月発行) の企画について

(2) そのほか

住 宅 委 員

A .  

M 

住宅展小委員会

6 日 5  f時50分 - 8 時30分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 奥 村 副 委 員 長 ほ か 5 名

議事( 1 ) 展示資料に| 刻する件

(2) 出展申込締切後の対策について

委員会

10日 5 時50分 - 8 時30分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 第13回よろず相談住宅展開催の件

住宅展打合会

13日 5 時50分 - 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 奥 村 副 委 員 長 ほ か 2 名

殺事 (1) 出展者との打合会開催の件

(2) 会場計画一部変更の件

住宅展出展者打合会

16日 311寺- 4時 半 於 松 坂 屋

出席者協会{ ! ! I ] 7 名、松坂屋側 5 名 出 展

者 11社

議事 第13回よろず相談住宅展出展要項

住宅展打合会

24日 211寺- 411寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 宕 本 、 高田両副委員長ほか 2 名

議事 (1) 日限大工コーナ一実演の件

(2) 朝日新聞社出展の件

事 業 委 貝

A .  

M 

高野山サマーセミナ一分科会

25日 6 時半- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 関根主査、中村、印1車両幹事ほか

3 名

議 事 ( 1) 長倉講師 に関 する連絡事項 につ いて

(2)  当 日の資料の検討

(3) 委員の担当 、分担につ いて

建築と音楽企画分科会

26日 6 時 - 10時 於 会 館 3 階会議室

出席者 ゲスト高橋貞一氏〈劇団ミ四季ヲ)

特別委員 中島氏、大久保主査 ほか

3 名

議 事 (1) 開催日時、会場、企画の内容、情宣

等について

(2) その他

31 日 6 1時- 10R寺20分 於 会 館 3 階会議室

出席者 特別委員 中島氏、大久保主査ほか

2 名

(1) テーマの決定

(2) 開催趣旨( 案) の検討

φ) 企画内容について

(4 ) 今後のスケジュールについて

(5)  その他

| 若 い 会 員 の し寸

高野山サマーセミナー 「新しい学校の風景」

28日・ 29日 ( 1泊 2 日)

於高野山本党院( 宿坊)

.  ， 

参加者 30名

ゲスト

東京都立大学械工学博士長倉康彦氏

講 習 会 l

「鉄筋コンクリート繕造物の耐震安全性」講

習会

30日 10時 - 17時 於 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー

講師 神戸大学教授工学博士 山 田 稔氏

神戸大学工学部 河 村 広 氏

受講者 123名

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

10 日 81侍- 91時半於大阪グランドホテル

出席者 96名

当日は参議院議員森下泰氏より政局並びに日本

の現状についてのお話を詞った。

1  8 月 の 入 会 者 ( 側)

〔団体会員311;土〕

葵電気水道世相有本建設側 飯田透視図研究所

岩西産業働 側土山商庖 側内回商庖

世帯川嶋組 紀和建材工業側 近畿日本ホームズ働

小村産業側 弘安建設側 坂上建設側

断 酉ui シールテックス工業側 併附本建設

側瀬戸建材庖t - : g 建設駒 大弘建材働

側大東工務底東洋Ml ! 材側 永長建設世帯

側長谷川冷機坂東興業世帯 側光

骨骨松下工務庖南建設側 悌柳瀬建設

併持品川製材所側吉川 和歌山プロ y ク働

側液治組

〔個人会員 10名〕

桜 敏宏 i河 合 隆 平 木 村 俊 雄

酒 井 和三 酒 井 俊一 菅原 肇

締 本 定 男 原 田 真 三 菱 田 公 造

八 木 氏 樹

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口



-

内 装 不 燃 材

主 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生 81 区北長狭通 4 ー 1 ( 共和ピル)

屯 ぷ 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪 di 北区針i笠町50{ 立ピル 51: 符 502サ室)

UJ 品大| 荻( 364)  2031  - 4  

倉 庫 神戸 dJ ｦ ｾ 介区八 ＱＱ 崎通 Ｑ - 5  ( 屯訴221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら責 任 施

工 ま で の- : c : t した作業システムにより、漏水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温 度 変化 による 伸 び が な い / 腐

らない / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

て いる / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て いる / 完

全 絶 縁 工 法で施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8-4- 11 電脂03( 571) 2703 

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタ ログ進呈

厚木 出 強 所 厚 木 市 金 田字宮畑 2 5  9 電話0462(21)6092

大阪出張所 大阪市都島 区 都島中通ｾ 2-3-1電話06(921) 2497 

名古屋 出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660

九州出張所 佐 賀 県 諸 制 町 電話0952(47)2945

笠 か な 経15食

最 新の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 H : 大|以 rli 点 l天1，1，j 作Ul fl - 12 n 中ービ ノレ H  ( 943) 6571代 表

ｊＭｉｾ＠ ;; ( 術 浜 -伐 I，I，j. tni lll ・水戸 ・浜 恰 ・I，y，j lll:'f ・名 ，liJ;{ .山 111 ' )心 1，. !;( ＱＱＱＱ ・ ｽＡｪｾ • 担 Ｑ Ｑ Ｉ ;・ 広 ):J) .行品川他全1EI i:  't_( 1111  rll 
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡 朝 日3こ業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  Ｇ，ｉＱ ｊｩｾ＠ ( 434) 6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1 -58-59  屯訴 ( 302) 227 1  ( 代)

支 山 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 向 ・悩 岡

営業所由 ＱＱ 路 ・ 凶 ￟￭ｩ ・ 盛岡横 浜 ・ ｉ ｾ ＮＧ ｦｬ 問 ・ 京抑 ・ 神戸

給 排 7 ] ( . ¥荷ヨ:

峨 t(? 切 換 気 設 日|胞工

去 五 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 IｾＧ， ｾｪ 盟問 ｔ - Ｇ Ｑ ｴＮｌ Ｑ Ｑｲｾ 大阪 ＳＷＲ 同 Ｗ Ｑ Ｕ Ｑ ( 代 )

京百11 市束i J J 区 大和大路 i E而 卜/レ 屯 訴 以 M 561J "J 4944 ( 代 )

神 戸 市 生 LEI 区 下山手i I U六 / - '; IL話 相11戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 社 )， W.uljjllj 1瓦lメu. :戸地¥1 - 60 干550 '，!L J i ( 441 )8231 代長

支 庖 大阪 ・東京 ・名古記 (1lJ fi 金沢 ー広 ';"1 .  ｴＮＧ，ｾ＠ I珂

営損所 札帆 ー新潟 ー岡山 ー高松 熊本

出張所 盛岡 ・秋日1 ・償浜 . ，n.悶 ・日山 . lu¥) ドーl改Uj ・

3目指11・神戸 ー鹿児 l:h ・j郎副i

空 気 調 和 設 備

各 種 送 風 機 風 力 輸 送 装 置

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 ー 設 計 製 作

空 調機 器 類 ・公 害 防 止 装 置

各種プラント設備

⑪ 格式会社，，Ｚ，ｾシ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281(大代 )

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・ 広 島 ・福岡 工場 和泉 ・名 古 屋

テレックス : 本 社 No. 562ー 7688 和泉 工 場 No 538- 5898 

- 給 排 水衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空気 調和 設 備

. そ の 他 管 工事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ ( 111 鰍 州 場 所)

斎 久 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 J左

大阪支広 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 会6- 2( 日本ピルデ ング)
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電 話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1 附

営業所 札 悦 仙 台 ・千葉 ・:r"l i 屋 ・金沢 ・高松 ・岡 山 稲 岡

山'in所 柄 引ー 合 敷 広 ｽ ＺＮｾ .  Ｍ ｴｬｾｦ 小牧

空 気 制 和 設 備

給 排 水 ・術 生 水 道

m 主1 託生 1i iU 

lJ f f 房

三 機 工 業

ム

王 ｾｬ Ｚｊｪ ￯ 術生地Ｚｬ生

荷 役 巡 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

"- _  Ｍ ｟Ｂ Ｎ ｾ＠ ....... .-

取 締 役 社 長 任 務 以]

取締役支町長 藤 回 初J 蔵

大 阪 dI 点 I>!: 北浜 2 丁 11 2  Ｒ 格 ｊ 也Ｇｉｬｾ吊大 ｉｖＮ＼ Ｈ ＲＰＲ Ｉ 代 Ｑ ｬＺ ＳＰＷ Ｑ

ノド l; l1  * 京 日 比 谷 -'. 1，1ピ ル

支 ｊ ，Ｇｾ＠ 名古 ｢ｾ 、 ｍ 問、札帆、ｊｬＺ仏、 Ｈｉｊｊｦ￬Ｎ ..1ヒ版

I'U Ｇ ［ ｊ ｾ 所 術 Y氏、; r l i松 、 静1湖、日立 111 、 附 111 、 金 沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

ゆ 三 建 設 備 工 業 株 ま 富 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 十fii 11円 6 5 番 地 屯 話 ( 352) 11 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 H 本 紙 脳 波 町 2 ー 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 長 ・仙 台 ・札 帆 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・償 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。株式会社
-

‘-

司圃・・ 発 空 調

東京本的 見L京r.ll. illr1首区内新宿新宿住友ビ Jレ ' ，L:，;i; 03- 344- 1911 

大阪本山大阪市北区/ ，' ; 111 町 16 番 地 屯 話 06- 363- 1371

支 1.11 名 古 屋 市 中 村 区 下笹 砧 町 II - 2  '，[，;，[; 052 - 581  - 8571  

11.:  1;]， di 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22

1

'f 'o! Z;1.f;0822- 47- 4535 

M 附 di " ，央 区大: ? " 2 丁目 4 徐22 り' ，11: 話092- 761- 3795 

11¥ Ｑｦｾ 所徽浜悩 ＩＱ 一点目 ＱＱ 神戸松江沖純

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛生 、 機器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑮ 
株会社式 ごJ三同主

71< エ 業 所

ｾ，＠ 11 大阪 di 大 i; i: 1'( Iy，j  浜田T 3  rl l 14 lfi) 也

干 5 3 1  '.l!: J i  大 阪 (372) 2  8  5  1  ( f によ)

!RJi( J ( I.l! 点Ji(tm.!' リと1><: 八丁 I}.i. 4  r 日II n干7 LJ

干 1 0  4  ( ド11 ｾ千ピ ルＩ

'.lL IIli 見! J;': (551)  8 0 4  1  ( { U;， )  

H¥ ｾｊＨ 所 ｲ Ｎ ｾｩ 1収 11下 馬 ・'j': r.l 1  '1:( .  Tt jj¥ 

m.  li ，¥ 岡 . ｩＱｾ＠ 111 ・刈 松

遺 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 |坂 Ji. '，)1  大阪 ｲｬ ｩ 北区 Ｚ［［Ｚｉ［ＮＧ ， ｩｊｾ ｪｊＱｩ 1  - 2  5  ( 新大ピル )

'，11 "，r; (06 )  344 - 6  0  3  1  ( f U 

本社 点以 30，¥; ｍｴ 点目 ＱＱ 中央反日本防本石町 Ｔ Ｍ Ｒｻ 三 ｊｉＧｾ 二 日 ｉｬｦｴ￮｜Ｉ

1江川f; (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

:?" r' i  l-li ・九 州 - μ };.; 札 帆 東 海 十t . 北! 被 ・大 分

空 気 調 和 衛 生設 備/ 設 計 施 土

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 ト 14  T  E  L  0 6- 4 4  1  5  1  7  1  

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 精 研 活 躍 繍 罫 書 柱

-1;: -11  大阪市 It.il L 1l.L-li 111 f  3 番丁68?存地( オートセンターピル2階)

血; { 出梼号542 屯話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 格

点 :i(': ;t j住所 * 点打11 千代川区九段南 2丁1J 2按 5

1

; } ( JL!'!l:ビ J レ8F許)
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本 社 ' " 京え11; '11車問明宿区間町宿2 - 6-1 n-Cl 3-3d4-1851 (夫代) 大阪支庖 古田 -203-372' ( 次

代) 畠，，1屋 正 直 宮 052-2' 1-I 535((t) 九州王f高 官 032-d31-2147 宮製所 札幌・仙古 世，!'i; '広

島神戸 出張踊 i}i，g・世R 大宮 帥向豊田軍制・岡山松山ー略本・鹿児島沖縄ハ〆コク

i昆 ・ 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 徹 送 機 設 備

設計. . l 在ニ施工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 日 111 町 3 0  ';Il.11， ( 364 )  6  6  6  1  ( 代)

本 社点，; ，. r . 11 T 代 111 区メL / I 大13- 3ー 1 ( 新東京ビノレ)

'，!l ;i 吊 ( 211 ) 8  5  1  1 ・8 5  6  1  ＨＱ Ｍ ｾＩ＠

1111 fi 支 J.' f 1111 fi  rl i" 新 fi ; 崎 町 6 0  

川 訊 ( 21) 4  4  9  1  

4円市民 文 J，t; ｾ 円 ｊ 了 ｨｬ 01" 点 区 点 l叶 泊' j arf 3 - 6

m ｾ吊 Ｈ Ｙ ＷＱ Ｉ 3  6  2  1  

一般空開設備・恒 ｾ｡ ｴＺ亘湿設備・冷凍冷蔵設備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

， 画 、 一 帯 す る 衛 生 、電 気 等 一切 の 工事 の 設 計 ・ 施 工

ｉｾ イタザ本Ｇｊ Ｗ ラシト繍議室祖
司玄F 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀 l王中 山 本 通 1 了r I 2  1守 地 ホ ーコク ピル

干 531 ;!t，l，r; 大阪 ( 06) 372- 5171 ( 代表 )

支 1吉 見之 J ; ( tm 11' 央 I文 n ..j>: trr. 本! 日r 3 の 1 共 同 ピ ル

干 103 ; 丘制 点 点 ( 03 )242- 5521( 代 表)

営 機 所 有 " 岡 ，y，占 Jせ ・1よ };:， . 札 帆 ( ，11 fi  

空気調和・衛生設備叫 大阪ガス指定工事会社

訳計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約底

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

ヰ I1 大阪市北区本幡町 3 4 - 2  ';五百i 06- 313- 1846 

Z &品主際 大阪市北区木幡町 3 4 - 2 屯 話 06 - 313- 1846

ι Z ム主民枚 JY J! j- ' 1' 裳( l J 点目T 9 番 3 号 e正話0720 - 49ー 2128

設 備 部 大阪市北区木船田T 3  4  - 2  屯 話 06 - 313ー 1846

11 剛容た際枚; ，- di '1' 業 IlJJ.!(町 9 需 3 サ 泣 訴0720 - 49 - 2128  

IIE: .  i'II" IJ5 . γ;己主¥. i:ul  ｲＡｉｉｾｽ ＡＱ＠ ｦｊ ，Ｇｾ相装 ｩｆｦ
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大阪支! 市 大 阪 市 北 区 芝 凹 阿T 55 番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 91; 持)

f正品jfj 大| 仮 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 高11 千 代 田 区 神 田 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

く m哩型里コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 煎 工 業 格 式 会 極 大 阪 安 倍

大 阪 市 i 1li 区 京 町 Ih! i 4  r  1-1  T  E  L  (  4  33)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 底 1， ，'j 以 ， I{，; 問

空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・l瑳 冷房 設備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南I l 1 I 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 - 福 岡

設 計 並 施

⑨日本管工業株式会社

草ヰ土及京都支底 京持11 01， 南 区 西 九 条 位 凹 聞f 2  0 番 地 内 1

'，(L，i吊(681) 5  1  0  1  - 5  '  1:主IIIJ-!. 芋JII ( 691 ) 1045  

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天 満 係 筋 1 - 37( 犬渦崎北J古)

Ｇ［ｬｌｾ丹 Ｈ ＳＵＲ Ｉ 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 支 J吉 川 H 市 di 浜 Ul 凶 末 広 間J ｾｬｌ， Ｑｉｲ ｪＢ ⑬ ＷＴＳＱ Ｍ 3  

滋 賀 営 喋 所 大 W d，打 tJ ｾ浜 Ｑ Ｓ ー Ｑ Ｕ '，{;:;;，(，. 0775 ⑫ 9  7  3  8  

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 - 1 1 1 ';Je話 0592 ⑫ 3 6 1  0  

@ 這 暖 房 陪

ー・F"・.......
⑪ぺ;; : ;);;二;: 叫(: 1:1 日2 レ ｾｉｩｭＪＪ ｩ｜会社

Ｍ・・・・・・・・・・・ｾ可了』了 ｵ 唱＿畠

@平山互業株式会社

大阪市西区江 戸線 通 2 の 2 T  E  L (441)附 1994 目( 443)(内0331

空気調和 ・恒温恒出 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 純 一

@不ニ熱学工業撤去舎粧

本 底 大 阪 市 Iy，j 医 111(i 医師T 2  - 5  0  '，[LJi 261- 2436聞

東京支底 点点目11大川 l互1
1
可! 日込 1 - 2  - 1  Ｇｉ ｇＺ ｉｾｉ 目 ＷＷＳ ー Ｑ ＲＳ Ｑ 間

営 業 所 銀 l幌 ・ 浜 松 J;( r.JI .  N' l '  .  t;，; 1吋

空気調和設備 ・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計 ・施工

⑫ 山 田 工 業 株 式 会 社

本II 且菅工事 i' - I ¥ 部 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 62 ¥ltoil 06(443)8161(大代表)

環境? を置 '111都大阪，1，. 淀川区三市民南 l ー 1 - 35 屯活 06(308)l 491(代A )

東 京 支 出車京師港区北古 1113- 6- 18(共同ビル Jf 山Ht 品 03(409)8905' 8913 

名 占 屋 支 病 名 占 屋 市 中 区 栄 2 - 16  - 13(京極ピル) 11l J昔前2(202)∞71(代去)

出 払 所 神 戸 ，福 岡 ・怯 山

4 7  
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T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

rfi !l!' 7k 岡J 3  3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

ぶ 郁 子li 右 京 区 西 以 極 6与 野 町 2 1  

T E L 点L布11 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( イt )

制 岡 市 中 央 区 来 院 1 1  4  - 8  

T  E  L  fl.i lll i  092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  
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電 気 ・計装 工 事
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大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常 務 取 締 役 支社長

大阪市東区高際橋五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202) 0325- 9 森

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出張所全国主要都市 20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工
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代 表 取 締 役 林 敏 夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 附)

屯 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東京自[1 中 央 区日本 橋和崎町 3 丁目 2 番地
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( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  
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大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピル 3 階)

屯 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新紙ビル 7 [.堵)

ｾ ｬｬ 話 Ｈ ＵＰＴ Ｉ 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

ｾｬＡＮ話 ＨＹ ＹＱ Ｉ 5 1 3 1  ( 代)
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1ち
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奈良営難所

枚方営喋所
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神 戸営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 rl i 凶 淀 川 区 有l 虫 町 1 r "  1  1  0 併 地

'，U: ｾ ιλＱ 坂 Ｈ ＴＷＲ Ｉ 11: .c: 1  1  0  1  - 7  
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自日四林

エ

取締役社長

藤工太 陽

止;

大 阪 di 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

ｔｅｌ Ｈ ＰＶ Ｉ ＴＵＲ ｾ Ｑ＠ 1 5  1 ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T E L ( 06 )  462- 1  3  0  1 ( 代)

社本

;_¥";(:;fiji 

屯プ7工 'I¥- 木古[1

itr'  ，'1' ， 'il <，リ干

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

電気設備設計施工

車 千 瀧 亀 縦 株 式 会 結

ゆ

中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 過 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・桶 例

田
取締役社長

杜オ三

」μ

石

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - I  0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358  - I  I  7  I 大 代表

東 京 ・神 戸・ 九 州

雄久崎取 締 役 社 長

ヰ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 侮 ヶ 校 町 5

屯 話 大 阪 大代表 ( 312)

東京 • ｲ ， 古 ｊｾ ・ ｛ｉ ｱ 日市 ・ 神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 工 事 ・昔十装 工事・ 設雷十施工

t y卜 薗 気 工 シ シ ニ ア リ レ ヲ 雌 式 § 耐A  社

浩一

大阪市北区西郷 川町15 T E L 0 6  - 364 - 3056(代)

東京 ・事[1戸 - 広 島 - 岡山

名古屋 ・ 岡山 ・ 札幌 ・ 苦 小牧・浜松 ・ 滋 ｴｾ

7京都 ・日砂・ 三原 ・徳山 ・松山 ・新 h' TI:兵・徳 岡 ・i'i ' 縄

刀く本山取締役社長

本 社

支 府

'I ¥- 業所

6  ｾ存地

8  8 8 1  

社.{;: 

支 が1

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: = 'I} 淳 窯 業 高 怠

姫 路嘗 換所 縦 路 市 北 条 口 1 2 6 番 I也( fU<: 生命 J止'

⑩ 
ト弓 1 ・ヒr ム事

ペン手伝子・ミ〉ホーlレ

合

E

4

川

村

高

知

れ

幸

一

郎

一

=

諮
問

.  
建設省認定の防火材料

ソリ ジッ トスタイン 基材同等 o  0  0  3 号

エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o0  0  3号

エ パ ー サ ン ド 基材同等 Standard Board &Sl ate 

本 社 大阪Ａ打点住吉医 ｾｊ 川 ｉｕｦ 3  - 54 '，l!:"，f， (06) 702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所・ 高 松 出 張 所・ 福 岡 出 張 所

フ タ パ 需 板

内 外装 ホー ロー建材及スパンドレル ( :ヨドウオル ・ヨドスパ ン)

屋 根 折 版 ( ヨ ド ル ー フ ) 販 売及 責 任 施 工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922 ) 代表4421- 3  

大阪 di ｊｬｾ灰 ｉＺＧｾ IIi l 附 2 rl l  9  ｾＧｉＧ 付ビ ｊ レ ＵＱｗｲ '，[i，ijfj 大阪 (202) 4905

性能はBし認定ガ保証/

そのよに画期的に簡単な新工法と

おしゃれなデザインをヨドコウガ

加えましだ。

ヨドて言りBL
ヨｾＺｊニマト

“天II- - b

固

w:rz:: F  ' 噌 志 社 ｊ［Ｎ阪市東区耐え ｾｉｂｔ 4 丁目指岳地 干 541 . . (田 ) 2' 5 1111 

!JIII・・・‘... 東 京 支 社 市軍部中央区λ T堀 4丁目主岳地1号[ 和川市ビル j 〒1()4 .. (03) 矧 ー l げ l

h 司函ー圃・E 回 ・ 官 製 所 4 唄( 目1114777 盛岡( 沼 ) 8111 油古( お ) 7891 .I ，¥.I!(沼 ) 3784 ・千蕊 " 3) 由 お

E・m 且民歯周 列 車 ( 田 117 I 噴泉( 制 ) 9123 高崎 (61) 1281 帥 宮 市3) ∞19 車 山 [ 沼 閣 制

一一一一一一一一一一一ー 名宙空( 日 ' 2' 21 ・̂阪(1' 5)1201 広島 ( 48) 2' 31 高位 ( 34) 語口 惜問{ 加) 回35

宮 崎 i 53 3161 

4 9  



4 竺

S i  

--
つ

社

-0、

% ¥ 

j歴柏 原

電 話大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀川 区 御幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区御 幣島 西 3 ノ 99

本 社 工場

第 二 工場

ヤ

マ

ト議

決

吹 付 ・ーに) ， ， ， 

塗付 に i 王 羽

| 石 綿

完 全 耐 火 j

［［［［［ＮＮＮＭＺｾ＠

/ ' / F インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

( 旭 化成ミューj レコートセッ卜品 )

fs，ZPコ・スト・2b

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭 化成ミュ- ) レコー卜・セッ卜品 )

- カ タ ロ グ お送 りし ます

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

大 阪 市 住77区粉浜本arr 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大|仮 (672)

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業

十 ｢ｾ 岡市博多区上牟 ｉｊｉ 八田町 Ｒ 6 の 1 T E L 稲 |荷 (41 )  5 2 2 5 - 6  

d議

青 株 式

発

売

元

- 全固有名建 材庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区 l精 卵。江 通 6 丁 目 39番 地 T E L 大 阪 (538) 2951- 5. (541) 5757- 9  

営 業 所 点点 ・高槻・明石 ・姫路 ・凶l'lli . 中 国
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ー進式
オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取ぱ，取はず

しガ簡単なディオは時代の要求にマッチし芝新しい簡易間仕切です。軽くて，剛牲のあるティオ

パネル( イソパンド36) の表面は 0.5 %の塩ピ鋼板で構成され. 美しい室内感覚を出しています。

奥村重兵衛株式会社日

大 阪 市 北 区 伊 雲 寺 町 22 番 t也

京 都 港 区 新 橋4 - 2 第 四 森 ピ ル

福 岡 市1導 多 区 住 吉 2 丁 目16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町2 丁 目 守 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 i1醤 13 雪

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

名 古 屋

広 島

仙 台

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

AM. 1O.00-P. M.5.00 

日曜 ・ネ先日は{ 木官官

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館 2 F

T E L  (06)364- 2059 

豊 か な 生 活 環 境 を お届 け し ま す

I na 

伊 奈9 T J L，

(  P AT. 61牛〉

〒 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

〒 105 電 信( 03) 437- 3361( 代〉

干 ＸＱＲ Ｎ ｾ 話 ＨＰＹＲＩＲＹＱ - 0459( 代〉

干 733 1lIdi5( 052) 522 - 5436( 代〉

〒733 電 話( 0822) 91 - 1533( 代〉

干983 電 話( 0222) 52 - 2631 ( 代〉

|雲|

I n a 伊 奈 製 闘 椋 試S 社

本社愛知県? 者滑市 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 南 通1-62 T E L  532- 6081附)

l 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

( カタログ進呈)

_- -. 

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 06 1  5- 06 1  8  
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タ 然 え な い

わ れ な い

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ し 、 。

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O . P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

t皮;キI互支見キ各 S 小 波 S 大 波 v  ｾ Ｎ皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

刊 I げ ) 川 蹴 隙 祖

本 社 ｲｾＮＯ ｬｮ 県 尼崎市 ｈ 召手口南通り Ｓ - 26松 本 ピ ル ' 屯 治 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 崎 玉 県 蕨 i l1 塚 越 5 丁 同 6 得 3 2 号 電 話 機 ( 42 )  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 悶 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 I吉 及 工 場 福 岡 県 述 1'¥ 1市 水 巻 町 頃 末 電 話 八 嶋 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支I吉 及 工 場 名 古 民 市 中 村 区 泥 江 田 T l の 24 m 2中 続 ビ ル 包 括 名 古 屋 ( 581 ) 278) - 4

モルタル・コンクリー卜用

ご一報次第

カ タ ロ グjι ! E. します

52 

* マノーノレ防水邦l は セ メ ン ト の JJ 日 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 般 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

令 し 、 硬 化 機 怖 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 チ に 綴 7j( 'l
t

l : を与えても制 管 の 表

而 必 力 を 低 下 さ せ 、 l放 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

* A E 効 栄 に よ り i盛1o. i : の空 541 を 連 行 し 、 う ベ 干 し を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 .. fi 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

* セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 伎 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 同 査 対i

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を | 坊 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・j惚 朽 を 防 止 し

て 柿 造 物 の 耐 久 性 を 向 め 、 そ の 防 水 ・防 温 効 力 は 恒 久 的 で す 。
(

その他マノール製品

急 結 材 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z : Z; : ' - I - ( セ メ ン ト 起 制11) ・% . .  : : 11-品 (恕対話)

関 東 営 業 所

東 北 支 庖

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

セ メ ン ト 出 手11 斉IJ • JJh 材 綜 : イ ト メ ー カ 一

株式ｾＮＮＮ固巴 ＱＮＮＮＮ • 喧 ｆ 品
会社ＮＱＺ園周回 ｾｌ｟ 畠Ｍｾ温Ｎ
東 京 都 品 川 区 二 葉 1 ー 18 - 8  

茨 城 県 上 浦 市 大 町 1 2  1  3  

M 山県似品，ti 下型f J F' F 泌 尿

岩 手 県 政| 凋市南大通 3 - 12- 50

大 阪 市 東 成 区 東 中 ノ ド 2 - 17 - 26  

宜主 東 京 0 3 ( 787) 1131代 表

怨 関 点 0298 ( 23) 1  1 3 1代

包 点 北 0245 ( 91 ) 1 1 3 1代

合 雌|河 0196 ( 45) 1 3 3 1代

8 大 阪 0 6 ( 971) 4 7 6 5



るウエル ドシス テム O 特殊絶縁 防水工法 ( 特

許ス トライプ工法 ) 0 メルタン |坊水工法など

の技術 と、完全責任 施工 ・年限保証が私 たち

の強力 な武器。 全国90 カ所にも

およ ぶ〈日 アス〉 ネッ トワ ー クの、水 もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜひご注目くださ い。

水に、スキをみせるな。

0.01 ミリの スキ間 でも 、水 は遠慮しません。

く1: 1アス〉は 、防水工事ひとすじに 50余年。

この小 さなス キ間 との 、長いたたかいを続 け

ているのです。もちろん、 O シグマートによ

所在地 電 話

壁紙市 T  E  L  ( 45 )  8  2  1  1  1"1: 

d;! 名古屋市 T E  L  (211)  1  8  8  5代

名古屋市 T E  L  (991)  0  1  1  1代

名古屋市 T E  L  (501)  1  4  0  1代

名古室市 T E  L  (761)  6  1  8  1代

名古屋市 T E L (411) 6 6  2  1  

名古屋市 T E  L  (721)  2  2  1  1  - 5  

名古屋市 T E  L  (571)  554 1  - 4  

名古屋市 T E  L  (331)  1  5  3  1代

大阪市 T  E  L  (699)  5  7  5  7  - 9  

守口市 T E L (卯9) 14お (908) 1282 

大阪市 T  E  L  (372)  0 2 5 0  - 3  

大阪市 T E  L  (541) 3 7 8 5 - 6  

大阪市 T E  L  (541)  1 6 0 7 - 8  

大阪市 T F. L  (361) 0 4 7 1 - 5  

吹田市 T  E  L  (385)  2  7  8  1イt

大阪市 T  E  L  (303)  0  2  4  1代

大阪市 T E L  (458) 4 8 4 1 - 3  

大阪 i!i T E L  (351) 2 1 5 0 代

京都市 T  E  L  (311)  204 4  - 5  

京都市 T  E  L  (361)  9  1  7  1  

神戸市 T  E  L  (341)5884 ・1223

神戸市 T  E  L  (841)  3  5  5  1代

和歌山市 T E L ( 22 ) 3 9 2 2  

岡山 1li T E L ( 72 ) 1 2 2 1 代

大竹市 T E L ( 2 ) 3 .J 5 5 代

広島市 T E L ( 83 ) 3 3 6 6 代

広島市 T E L (61 ) 6 3 7 1 - 3  

広島市 T  E  L  ( 71 )  4  6  8  7  

字部市 T  E  L  ( 21  )  0  7  6  0  

松江市 T E L  ( 38 ) 1 3 2 1  

高松市 T  E  L  ( 51 )  6  8  1  1代

徳島市 T  E  L  ( 31 )  4  1  6  1代

今治市 T  E  L  ( 32 )  5  0  0  0 代

松山市 T  E  L  ( 31 )  6  2  6  1代

高知市 T  E  L  ( 45 )  4  8  0  0 代

福岡市 T E L  (561) 7 0 1 2 代

福岡市 T  E  L  (561)  6  2  5  0  

福間市 T  E  L  (741)  6  6  6  5代

北九州市 T E  L  (371)  1 4 6 8- 9  

長崎県 T E L ( 2 ) 2 2 0 0  

宮崎市 T  E  L  ( 51 )  6  1  5  5代

延岡市 T E L ( 3 ) 2 4 5 5- 9  

鹿児品市 T E L ( 23 ) 9 3 9 5 - 6  

沖縄県 T  E  L  (09889)( 2  )2368 

会 社 名

三信建材工業株式会社

大池建工検式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材錫業株式会社

宮崎建材株式会社

池田 ;1青工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工( 株) 大阪出張所

日本綜合防水( 株) 大阪支庖

フタパ興業株式会社

マサJレ;1青工業( 株) 大阪営業所

7 ルエス工業株メ会社

有限会社丸藤商唐

久下街底

東洋建材株式会社

中村;1青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

東中国防水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業( 株) 広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

大三工業株式会社

徳島大三工業株式会社

株式会社? ) レ7 ス河野商庖

株式会社山本商会

大三工業(株) 高知支底

安藤工業株式会社

加茂装備株式会社

日建エ材株式会社

株式会社エ材社

安穣工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会 Ｊｦｾｴ 原建材商会
上原建設工業社
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所在地

札幌市

旭川市

釧路市

札税市

苫小牧市

I111台市

東京都台東区

東京都中野区

東京都荒川区

東京都新宿区

東京都渋谷区

東京都盛田区

東京都港区

東京都足立区

東京都荒川区

東京都千代田区

東京都荒川区

東京都渋谷区

東京都渋谷区

東京都千代田区

東京都江東区

東京都中野区

東京都新宿区

東京都江東区

東京都台東区

東京都荒川区

東京都千代田区

備須賀市

繍浜市

繍浜市

高崎市

与野市

宇都宮市

宇都宮市

木戸市

新i!J di 

L Hh有

絵本市

高岡市

高岡市

金沢市

前件 rlj

i! 1I"水 di

静岡市

会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業(株) 釧路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

日新建エ(株) 仙台支庖

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレ ート株式会社

東京涯膏株式会社

トーフ ジ工業株式会社

日新建エ検式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

湯田工業株式会社

富士工材株式会社

藤;. ! i ! 青興業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営業所

北条涯青工業株式会社

マサル;1育工業株式会社

大和工業株式会社

;1青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;1青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支唐

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

涯青建材( 株) 宇都宮出 張所

株式会社奈良屋高庖

同和建業株式会社

同和建築( 株 ) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業稼式会社

地 区

北海道

東 北

関 東

信 越

北 陸

. 往叫山設悩宵束射刺問;訂刊|問第仰2μ4

、』圃， 東 京 都 足 立 区 千 住 東

関東支部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 ー

中部支部 名古屋市千種区千稜通り 2- 19( 岐阜正ピ J レ)

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3  

九 州 支 部 福 岡 市 惨 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  

包 ( 882)2424大 代

f i  ( 882)2424大 ft

f i  ( 741 ) 6257 代

f i  ( 329) 7737 代

f i  ( 451 ) 1095 代

日新工業株式会社 内

日新エ撲内

日新エ撲名古屋出張所内

日新ヱ撲大阪支唐内

日新工撲九 州出張所内製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社
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公共床材. . ........A.... . . . . . . . . (一般用 ) - - - - - (体育館用 )
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.そσ刈憂れた特長

口Ac ous t i c al 吸 音 性

口C o mf or t abl e - 快 適 性

口Dur abl e 耐 久 性

口 S a f e 安 全 性

口H y g leni c 衛 生 的

口C he ml cal R e s is t ent - ー一一耐 薬品 性

アコスチフロア/ ターケットジムフロア規格、組成

品 名 規 格 組 虚 芭 世

世府 ( 80% )

アコスチ 厚 幅 世

地It ビニール
7 色

( 一世用) 3.5園田 X 184cmX 25m 
樹脂可盟制 、

顔料. 安定例.

克明削

ジ ム 毘地廟( 20 %) l 色

(体育館専用)

5.51111X  184c皿 X 25m

極化ビニール
( 1'1 - ノ)

樹脂可期制

価 裕 アコス チ フ ロア ' :.800Il J  nず<l Ll 共

、 タ ケ 汁 〆 ム フ ロ ア 9. 2田 円m' { H工J¥

J 刊を 30011' 1耐

スウェーデン。 社会保障が高度にすすんで

いる図 。病院、学校、老人ホーム、図書館 、

体育施設などのあらゆる公共施設が、もっとも

充実している 国。 この人間中心の土壌から

生みfごされた 、画期的な長尺床材、ことに

吸音位、 断熱性にすぐれた ヒユ 7 ンな床材、

これがアコスチフロア、 ターケットジム フロア

です。アコ スチフロア、ターケ y トジムフロアは 、

その機能面、施工面における独特のメリ ッ卜

によリ、北欧はじめ欧米各国の著名な設計将

によって採用され 、重要建築物に数多 く

f変われています。そしていまや"世界の床H "

“ 新しい時代の床材" として高い評価11 を受けて

います。そのアコスチフロア、ターケットジム

フロアが 日本にもやってきたのですL

却 Om' 以 上

面 東 西 床 協 組

マヨl タイレ

田島庇、問

寸ZλJ 爪/ I A O Y O  K A K O  C o..じr o


